

































ギルドは本日も平和なり２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　完全なる闇やみなど、この世界においてどこにもありはしない。それは異世界においても同じことがいえる。一見どんなに暗い空間でも、光というものは存在していて、目が慣れれば……つまり、眼球に入る光の量を調節しさえすれば、真っ暗な所でも何かが視みえてくる。

　そこは、そういった過程を経てようやく視える程に暗かった。加えて無音。きっと、そこに人がいたなら、三日と経たたず正気を失ってしまうに違いない。

　だから、彼は人ではないのかもしれない。あるいは、人を超越してしまった人、それを人と呼ぶかは疑問が残るところではあるが……。

　彼は、そんな空間の中で自分のサイズピッタリの椅い子すに腰掛けて、ただ、そこにいた。呼吸音すらしない。もしかしたら、死んでしまっているのかもしれない。

　───ガタッ。

　訂正、彼は生きている。椅子から立ち上がったからだ。彼は、そのまま暗闇の空間を歩く。歩幅は狭くて、足並みも軽やかだった。その先には、先ほどはなかった光が二つ。彼がその光の一つに触れた途端、光が霧む散さんし、空間を明るく照らし出した。

　その空間は八畳程の広さがあり、彼が座っていた椅子と、その向かいに球状の物体が浮かんでいた。光を放っていたのは壁にある本棚、その中に収納されている幾千もの平たい石の内の二つ。それは、明るくなった今でも仄ほのかに光を放ち続けている。

　彼は慣れた手つきでその二つの石を本棚から取り出して、玉へと歩いた。そして、その球体に石をかざす。

　ボワン。そんな電子音にも似た音と共に、球体の上に薄い四角形の映像が浮かび上がる。彼はそれに視線を移した。そこには、男冒険者と女冒険者の二人が映っている。状況は、縦に並んで階段を降りている所だった。

『また、彼らか』

　部屋全体に鳴り響く声。それは、石をかざした彼のものではなかった。

「そのようだね」

　今度は彼の声だった。まだ高音を残すその声は、彼が子供であることを証明していた。

『飽あきもせず……よくやる』

　対して、部屋に鳴り響く声は、しゃがれていてかなりの年であることが分かる。それでも、その声こわ音ねには力強さがあり、全く衰おとろえを感じさせなかった。

「これで何度目だろうね？　最近頻ひん繁ぱんになってきているし」

『ここ数年の冒険者にしては珍しいな。最近は命が危うくなれば逃げていく者たちばかりだ』

「逃げてもらわないと僕が困るな！　たぶん、冒険者たちの間でもそういったルールが決められているはずだけど」

『では、彼らはそのルールとやらを無視しているわけか』

「そうだね。だから、精せい霊れい石せきが光ったんだ」

　彼──少年は、かざした石をひらひらと振ってみせた。

『なるほどな。時折、その石が光っていたのはそういった理由か』

「うん。いつもなら君が寝ている間に処理してしまうんだけど、タイミング良く君は起きていたというわけさ」

『ここのところ眠れぬのだ。というよりは、血が高ぶっている。といった方が適切であるやもしれぬ』

「たぶん、星のせいだよ。ここ最近、星の動きが変わった。もうすぐ、変革の時を迎えるのかもしれない」

『ここがか？　それとも人がか？』

「わからない。その両方かもしれない。少なくとも、タウーレンではすでに変化が起き始めているはずだよ」

『ここにいると、時間というものに疎うとくなる。変化とはいつからだ』

「十年くらい前からかな？　いや、それよりももっと前かもしれない。僕は星を読めるけれども、それ以上の力はないんだ。正確にはわからないね」

『十年前……そういえば力の強き冒険者がいたな』

　少年は目を細めてから、「あぁ」と思い出したように声を漏らした。

「彼は強かったね。それに、まだ星としての輝きを十分に発揮してはいなかった。でも、最近の変化は彼によるものじゃないよ」

『では……彼らか？』

　彼らとは、映像に映る男女のことだろう。

「ブッブー。それも違う。この人たちからは、あまりそういうのを感じないんだ」

『……そうか』

　その返答は、どこか残念そうであった。

「まぁ、気にすることはないよ。待っていれば、そのうち強者なんてすぐに現れるから」

『願わくば、我の全力を持ちこたえられる者であってほしいものだ』

　そう言って声は含み笑いをする。

「それまで、待機していてよ」

『わかった。──ダンジョンマスター』

　最後の方だけ恭うやうやしく言い放って、その声は存在を消した。それに少年は苦笑いをする。

「……さて、この子たちはどうするのかな？」

　そして、映像の中を再び凝視した。その中では、階段を降り終わった二人が、男のほうを先頭にして歩みを進めているところだった。

　ふと、少年は男の後ろを歩く女性に視線を留める。彼の持つ力に、女性が反応したのだろう。その瞳ひとみには、彼女と共に灰色の『星』が浮かんでいる。

「……死し星せい」

　呟つぶやいてから少年は笑った。

（そういうことか）

　全てを理解したように少年は納得の表情を浮かべる。その表情は大人びていて、幼さの残る顔にはそぐわないものだった。




「──人は運命を選べない。運命は、すでに選ばれた道を指すから。でも、変えることはできる。変えようともがくこともできるはず。だから君たちはもがくことを決めたんだね？　……うん、実に人らしい行動だ」

　誰に言うわけでもなく、楽しそうに語る少年。彼は、新しいオモチャを与えられた子供のように、映像を見続けた。男女二人は、やがて魔物と遭そう遇ぐうして戦闘に入っている。その戦闘の様子は、男が大剣を振るって魔物と戦い、女性が弓矢を構えて立っていた。やがて魔物は男が倒し、女性は弓矢を下ろす。それから、再び魔物と遭遇して、彼らは同じ戦闘態勢を取った。弓矢を構える女性は、ほとんど何もしていない。ただ、申し訳程度に弓矢を構えているだけに見える。

　それは、ひどく違和感のある光景だった。まるで、女性の方は守られているお姫様のようだった。二人は、共に戦うはずの冒険者であるにもかかわらず。そうして彼らは無言で歩みを進めていく。ひたすらに、どこかを目指して。そこに行き着くことができるのかどうかも分からぬままに。




　そこは、タウーレンにあるダンジョンの中だった。




「もっと下がれソフィア！」

「……うん！」

　大剣を振るう男の名はカウルといい、タウーレン冒険者ギルドの冒険者だった。そしてその後ろで矢をつがえる女性は、仲間のソフィア。二人は、行く手を阻はばむ多くの魔物たちを相手に、ギリギリの攻防を繰り返している。とは言っても、実質戦っているのはカウルのみ。それに彼は文句を言うこともなくひたすらに大剣を振るい続けた。

　魔力は魔物を倒す度たびに削られていく。カウルの持つ剣は、他の冒険者と同じくミスリルという鉱石でできた魔力が伝う剣である。魔物は魔力をもってでしか倒せない。その摂せつ理りに基づいて、彼は惜しみなく大剣に魔力を流し続ける。

　止やむことのない魔物たちの襲撃。それは、とある階層に降りてから一層激しさを増した。本来ならばパーティメンバーと協力し、魔力消費を抑えながら戦うことが基本であるのだが、彼らに───いや、彼にはそんな余裕などなかった。魔物を斬り伏せると、その後ろから新たな魔物が襲いかかってくる。その攻撃をよければよいものを、彼はそれをせず大剣を体の前に構えて攻撃を防ごうとする。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに体勢を変えたせいで防御が甘くなり、大剣に受けた衝撃がダメージとなって体を駆かけ巡めぐった。

「はぁっ！」

　後ろからソフィアが叫び、矢を放つ。その矢はまっすぐに魔物へと飛んだが、その皮膚に刺さることはなく、呆あつ気けなくはね返されてしまった。魔物も全く気にしていない。

「うおぉ！」

　だが、矢が体に当たったことで魔物に一瞬の隙すきが生まれ、そこを見逃さずカウルは大剣で魔物を斬った。

「助かった」

　振り返ることもせず言い放つカウルに、ソフィアは悲痛そうな表情をする。助けてなどいない。それは、ソフィア自身がよくわかっていた。

　その後も、魔物の襲撃は続いた。カウルは、ただ目の前の魔物共を斬ることだけに集中をする。そうしなければ、体などとっくに動くことを止めていただろう。だが、そう思えば思うほどに、頭は余計なことを考えさせた。

　なぜ、俺はこんなことをしている？

　なぜ、こんな辛つらいことをしている？

　止めてしまえばいいじゃないか。

　逃げてしまえばいいじゃないか。

　死ぬことが怖くないのか？　生きることに意味を感じないのか？

　考えは大剣を振るうごとに頭の中に積もり、体の動きを鈍らせていく気がした。視界に映る魔物共は、次第に現実味を失ったようにボヤけていく。魔力が残り少なくなっているのだろう。一旦退ひけと誰かが叫んだ気がした。

「カウル！」

　ソフィアの叫び声が聞こえた。気が付くと、新たな魔物が眼前に迫る。

　ダメだ。力を振り絞って大剣を振るう。その一撃は無闇やたらなものであったが、至近距離の魔物を捉とらえて葬ほうむり去さった。それが終わると、後ろから駆け寄ってくる足音が聞こえる。

「くるな！」

　カウルが言い放つと、足音は止む。

「まだ、終わってない」

　前を見据える。その先は暗く何も視認できなかったが、彼は感じていた。魔物共が向かってくる気配を。

　一歩、前に進む。踏み出したら、もう一歩も自然と前に出た。

　まだ、退くわけにはいかない。まだ、終わるわけにはいかない。

　自分に言い聞かせて、彼は進んだ。そして、ボンヤリと思い返していた。自分がなぜ進まなければならないのかという理由を。




　───それは、一人の女性のどこか寂さびしげな表情。

『Ｓランク冒険者になればまた会えるかもね……』

　カウルが冒険者になったのは三年前である。それ以前は、八つ年上の女性冒険者と共に生活を送っていた。女性の名前はハンナと言い、二人は血縁関係にあるわけではなかった。身寄りがなく、町の路地裏で暮らしていたカウルをハンナが拾ったのである。ハンナがどうしてカウルを拾ったのか理由は定かではない。彼は、その理由を聞いたこともない。聞けば、追い出されるような気がしていた。そう思っていたのはカウルだけかもしれないが……。彼女は冒険者だったが稼ぎはそこまで良くはなかった。毎月、一人が生活できるだけの稼ぎで生活をしていて、まだ小さかったカウルを養える程の冒険者ではなかったように思う。それでも、彼女はカウルに世話を焼き、様々なことを教えてくれた。

　そんなハンナに対して、カウルは最初心を開こうとはしなかった。得体の知れない女性が、何の目的かもわからないまま自分を住まわせている。その事実は、厳しい路地裏での生活を送っていたカウルに恐怖にも似た感情を抱いだかせた。ただ、毎朝作ってくれる食事と、自分に向けられる微笑ほほえみは温かく、それがあったから彼はハンナの下を離れなかったのだ。それは、親の顔すら覚えていない彼にとって、初めての感覚だったことだろう。

　ハンナは生活の合間に、カウルに戦い方を教えてくれた。彼女は「これしか取とり柄えがなくて」と笑っていたが、カウルは知っている。戦い方なんかよりも、彼女は素す晴ばらしい才能をたくさん持っていた。家事や買い物など生活に関わる全てのことを彼女はそつなくこなす。それは、一人暮らしをしていたハンナにとっては当然のことかもしれないが、人らしからぬ生活を送っていたカウルにとっては、驚く程に素晴らしいものに見えた。だから、ハンナがとある貴族の男に見み初そめられたと本人から聞いたときは、たいして驚きもしなかった。それよりも嬉うれしさの方が優まさっていた気がする。ハンナが嫁とつぐ条件として、カウルを手放すことを相手の貴族が求めてきたが、カウルは二つ返事でそれを承諾した。その頃には彼は逞たくましく成長し、一人でも生活費を稼げるまでにはなっていたのだ。そして、ハンナがそれを職業として選んだように、カウルも冒険者としての人生を選んだのはごく自然な流れだった。それに加え、彼には戦闘の才能があった。路地裏で生活をしていた頃、頻ひん繁ぱんに行われていた食料争奪戦のせいか、それとも元々彼にその才能があったからか、ハンナはカウルの動きを褒めてくれた。それは冒険者となった後も遺い憾かんなく発揮され、冒険者登録をしたその日に、彼は一人で魔物を倒してみせたのだ。それはとても弱い魔物ではあったものの、初級者の冒険者が倒すには一週間はかかると言われている魔物だった。

「Ｓランク冒険者になれば、また会えるかもね」

　それは、ハンナがその時カウルに言った言葉である。とても嬉しそうに、でもどこか寂しげに。

　貴族に嫁ぐということは、平民とは違う世界の住人になるということだ。ただの平民であったカウルにとって、ハンナは会えなくなってしまう存在となる。そんな彼でも彼女と会える唯一の方法が、力ある冒険者となることだった。力ある冒険者とは、端的に言ってしまえば、Ｓランク冒険者である。その時から、カウルの目標はＳランク冒険者となることだった。

　Ｓランク冒険者となる方法には、ダンジョンの五十階層まで攻略をしなければならない。ダンジョンはいまだ何階層あるのか知られてはいないものの、五十階層まで行くと、Ｓランクとして認められるアイテムが手に入るのだそうだ。そのために、カウルはダンジョンに潜もぐり始はじめた。

　くる日も、くる日も。ただ、ハンナに会うことを目的として。




　 ───いや、違う。




　そこまで思い出してから、カウルは今現在ダンジョンに潜っている目的を否定する。そうではない、と。彼がこんなにも必死で潜り続けているのは、幸せで生ぬるい記憶によるものではなかった。こうして大剣を振り続けているのは、そんなことのためではなかった。

　くる日もくる日もダンジョンに潜り続けた記憶は、決して良いものとは言えない。死んでゆく仲間たち、涙を流す仲間たち、それに何も言えずにいる自分、ただハンナに会うためだけに始めたダンジョン攻略は、いつしか雪ダルマ式にあらゆることを巻き込んで大きくなっていった。それは、カウルの手に負えないものとしてひたすらに転がっていき、いつのまにか、カウル自身さえも巻き込んでいった。




　───俺は、何のために。




　カウルは大剣を振り続けた。そうしなければ、呆気なく魔物たちによって殺されてしまうからだ。考える余裕などない、息つく暇さえもない。だが、それを切り抜けるには、体力だけではない何かが必要だった。それを、彼は無意識のままに探し続けている。




　───誰のために。










　その日、俺は町の人たちからの依頼を終えて冒険者ギルドに戻った。先日の会議で『依頼義務化』が施し行こうされることになったのだが、それまでは俺が依頼をこなしている状態だからである。

　階段を上がり、『冒険者管理部』の扉を開けて、見慣れた部屋に入ると、唯一ある椅子に女性冒険者のソカがいた。

　彼女は机に突っ伏して寝息をたてていたのである。

（なんでいるんだよ）

　俺は表情を引きつらせた。ここは冒険者ギルド職員しか入れない場所であるため、冒険者である彼女がいるのはおかしいのだ。

（一体どこから……）

　そう思っていると、ふと風が頰ほおを撫なでた。それで気がつく。おそらく、ソカは窓から侵入したのだろう。とは言っても、この部屋にある窓は窓らしくない。ガラスが付いていないからだ。ガラスを付けても、外から物を投げられて割られてしまうという理由から、窓ではなく四角い穴があいているだけなのである。それもこれも、『冒険者管理部』という部署が、冒険者から嫌われているためだ。嫌いだから物を投げて嫌がらせをする、そんな短絡的な考えは、冒険者の知能指数を如によ実じつに表していた。言ってしまえば彼らは脳筋野郎ばかりなのである。だから、常識から外れるようなことも平気でやる。いや、冒険者というものが常識という枠に収まっていないだけなのかもしれない。だが、人という社会の中で生活をしている以上はその常識を持ってもらわなければならない。常識とは、明文化されていない社会のルールなのだから。そのルールに当てはめれば、勝手に部屋の中に侵入するという行為は、たとえ冒険者であっても許してはならない行為だろう。

　窓の付近を見ると、見慣れない鉤かぎ爪づめロープが落ちていた。きっとこれを使って侵入したに違いない。

　引きつった表情が、呆あきれに変わる。不法侵入をした挙あげ句く、堂々と寝ていられる彼女の図太さには、もはや尊敬の念さえ覚える。

　すーすー、と規則的な寝息をたてる彼女は、とても無防備に見えた。お返しに、その顔をもっと間近で拝おがんでやろうと、そっと近づき顔を隠す前髪に触れようと手を伸ばす。

　瞬間、彼女の目が開き、流れるような動きでナイフを取り出して俺の喉元に突きつけようとする。咄とつ嗟さにその手首を摑つかんで止めさせると、起きたばかりの彼女と視線がぶつかった。殺気の籠こもった目をしていたが、それは俺を認めてからすぐに霧散する。

「……なんだ、テプトか」

「なんだじゃないだろ。どうしてお前がここにいる？　そしてナチュラルに俺を殺そうとするんじゃない」

　そう言って彼女の手首を放してやる。

「今、私に邪よこしまな気持ちで触れようとしたでしょ？　その不穏な空気を感じたの。これは正当防衛だわ」

「勝手に部屋に侵入した奴やつが、正当とか言うなよ」

「でも、触れようとしたのは確かでしょ？」

「……うっ」

　見つめられて口ごもってしまう。それに対してソカは目を細めてニヤリと笑った。

「私に何をしようとしたのかしら？　教えてくれる？」

「寝顔を拝んでやろうと思っただけだ。別に変なことをしようとしたわけじゃない」

「どうかしら？　私の愛くるしい寝顔に誘惑されて、そのままイタズラしようとしても不思議じゃないわ。ほら、私可か愛わいいから」

「自分のことを可愛いとか平気で言うなよ。痛いぞ？」

「じゃあ、テプトから見て、私って可愛くないの？」

　面白がって問われた視線に、顔を背けてしまいそうになる。だが、それをすれば彼女の思うツボであるため、必死に耐えてそれを口にした。

「可愛いよ」

「──っつ!?」

　プルプルと震えて咄嗟に下を向くソカ。その表情は分かりづらいが、赤く染まっている気がした。












「……あなた、恥ずかしげもなくよくそんなことを言えるわね？」

　俯うつむいたままのソカは、絞り出すようにそう言った。それに、思わず口の端はが吊つり上あがるのを止められない。

「だが、ソカが可愛いのは事実だろ」

「!?」

「寝顔も可愛かったな」

「っつ!?」

「だから、その可愛い顔をもっと近くで見たくて──」

　ヒュン──パシッ。

　ソカがナイフを投げてきた。それを訳なく摑む。

「どうした？」

「……調子に乗りすぎ」

　そんな彼女に、俺はため息を吐つく。

「調子に乗ってるのはお前だろ。誰が部屋に入っていいと言った？　普通なら警備兵にしょっ引いてもらうところだ」

「だって、受付に聞いてもあなたいなかったし」

「だったら、こんなことしてもいいのか？」

「…………」

　少し強めの口調で言い放つ。これくらい厳しめに言わなければ彼女はわかってはくれないと思ったからだ。ソカは、途端に不機嫌な表情をした。何か言いたげではあったが、それらは俺に通じないと思ったのだろう。はぁ、とわざとらしく息を吐いた。

「……あっそ。わかったわ」

　そう言うと、彼女は窓に駆け寄ってから、なんとそこから軽やかに飛び出した。

「おい！　危ない」

　彼女が何の考えもなく窓から飛び出すはずなどないのだが、突然のことに驚いて手を伸ばし、ソカのマントを摑んでしまう。

「え!?」

　思わぬ事態に驚きの表情で振り返るソカ。体はすでに窓の外で、俺は引っ張られるように、窓から落ちた。

　管理部室は二階にあり、落ちたら無事でいられる高さでは決してない。

（……くっ！　風、つむじと成りて彼かの者を巻き上げよ『疾風ハリケーン』）

　俺は体勢を崩しながらも、先程から持っているソカのナイフに、とあるスキルを使用し魔力を込めた後、それを手首の力だけで真下の地面へと投げた。それはソカを追い越して地面に突き刺さり、ナイフを中心とした円形の記号が浮かび上がる。すると、そこから竜巻のような風が起こり、落下する俺とソカを包んでから上昇する風の奔ほん流りゆうが落下速度を軽減した。それに乗じてソカを抱き寄せて、フワリとナイフの隣に着地を決める。

　なんとかセーフ、俺は浅く息を吐く。咄嗟ではあったが、なんとか上う手まくいったようだ。あのまま地面に落ちていたのでは、目も当てられない。

「……いつまでそうしてるのよ」

　頰を軽く殴られ、いまだソカを抱いたままであることに気づく。

「わるい」

　そう言って放してやる。彼女は俺から離れると小さく「ありがとう」と呟いた。それから、今の魔法について聞いてきた。見れば、不思議そうに地面に刺さったナイフを見つめている。

「今のは風の魔法だ。風を巻き上げて落下の速度を落と──」

「違う。そっちじゃなくて、どうしてナイフから魔法が？」

「魔法は体内にある魔力を練って発動させるだろ？　だから、魔法は自分の体からしか放出できない。だが、その発動過程を別の物に記憶させることで、そこから魔法を発動させることが可能なんだ。それをソカがさっき投げてきたナイフでやったんだ」

「そんなことできるの？」

「今やってみせただろ。『複写コピー』というスキルでナイフに魔法を記憶させた」

「へぇ」

　彼女は感心したように呟いた。

「私にもできるかしら」

「そのスキルを持っていればな」

「どうやって修得するの？」

　どうやら、修得してはいないらしい。

「まずは、何かを模写することだな。見たものを同じように書いたり、作ったりする。それができるようになったら、今度は対象物を見ないで同じ物を書いたり、作ったりする。続けていれば、スキルが修得できると思うぞ？　極めれば、頭の中で思い浮かべた文字をそのまま何かに複写できる。ナイフに使ったのがそれだ。魔法に必要な詠えい唱しようを形としてナイフに記憶させた。まぁ、お前が使ってるナイフがミスリル製だからできた芸当だが」

「うへぇ、なによそのつまらなさそうな作業……、私には無理だわ」

　彼女はあっさりと諦あきらめてしまう。確かに、ソカがそんなことをちまちまやっている姿など想像できなかった。まったく、予想を裏切らないな。

「っていうか、そんな魔法の使いかたを見たの初めてなんだけど」

「そうか？　弓矢で狙ねらった場所を、魔法で爆発させたりする奴いるだろ？」

　冒険者をやっていた頃の俺である。

「いないわよ。弓矢は攻撃として使うだけ。それ以外の使い方なんて知らないわ」

「そうか……まぁ、なくても戦闘に差し支えはないがな」

　それにこの方法、実はかなり効率が悪い。まず頭の中で詠唱を思い浮かべて物に複写する手間と、それを放った後で発動する時間差。それらは一人でやらなくても他の誰かがいれば事足りてしまうのだ。俺は、冒険者をやっていた頃、たった一人で何でもこなしていたため、時にはこういった方法でピンチを切り抜けていた。

　そう、他に誰かがいればよかっただけの話なのだ。

「ほんとっ……なんで、ギルド職員なんかやってるわけ」

　心底不思議そうにソカは問うてくる。俺はそれに苦笑いをすることしかできない。

「その時はそうするしかないと思ったんだ」

「ふーん……」

　意味あり気げにソカは相あい槌づちをうった。

「ねぇ、今からでもギルド職員なんか辞めて冒険者をやれば？　あなたにはこっちのほうが向いてると思うの」

「それは……」

「そしたら、一緒にパーティ組みましょうよ」

　それは、予想もしていなかった言葉だった。

「ソカのパーティは？」

「私？　私は決まったパーティなんてないわ。誘われたら一緒にやるけど、ずっとじゃないし」

「つまり、俺と正式にパーティを組みたいと、そう言ってるのか？」

「えぇ、そうよ」

　当然のようにそう答えるソカ。その目は、からかっているような感じはなく、真ま面じ目めに言っているように見えた。

（今さら冒険者？　無理だろ）

　そう、彼女に告げようとしたのだが、なぜだか言葉が出てこなかった。

「……少し、考えさせてくれないか」

　そう言うと、彼女は目を細めて何事かを考えている様子だった。数秒間の無言の後、彼女は大きく息を吐いて、それから「わかった」と了承してくれた。

「迷ってるってことは、期待していいってことよね？」

　ソカは言ってから、探るような視線を送ってくる。それに何も答えられずにいると、彼女は一人で納得したような表情をしてから俺から離れた。

「まぁ、勝手に部屋に入ったのは悪かったけど、私がパーティに誘いに来たってことで許してね？　じゃ……いい答え待ってるから」

　ソカは小さく笑ってから、俺の返事を待たずして駆けていった。俺はなおも無言でそれを見送る。何と言えばよいのか分からなかった。断ることも、軽くあしらうことさえもできなかった。

（まだ……諦めきれていないのか？）

　そんな自分に、少し驚いていた。もう、冒険者をやることはないと思っていたのだから。俺はギルド職員として生きていくのだと、そう結論づけていたのだから。

　彼女が去った後も、俺はその場に立ち尽くす。今さら冒険者をやるという考えに、笑ってしまうほどに心を揺れ動かされた。誰かとパーティを組む。それは、俺が冒険者をしていた頃、最も欲していたことだったからだ。

　日が傾きはじめてようやく我に返る。こうしていても仕方がないと考え、ゆっくりと管理部の部屋に戻った。仕事を片付けなければならないと言い聞かせたが、頭は切り替わらず、ソカの言った言葉だけが耳の奥で反復している。それは、やがて重い錨いかりのように、心の奥底に沈められた。

『冒険者に戻る』そんな可能性を秘めた船は、完全に俺の頭に停泊してしまったのだ。その船を今の俺は、どうすることもできないでいた。





　　　　　※






　ようやくその日の仕事が終わる頃、不意に管理部の部屋がノックされ、受付嬢をしているセリエさんが入ってきた。何かと思っていると、「一緒に帰ろう」とのことだったため、快く了承する。

「はー、今日も疲れたぁ」

　冒険者ギルドから出てすぐに、セリエさんはそう言って伸びをする。日はすでに沈み、気温は下がりつつあった。町の街灯には魔ま石せきの光が灯ともり始めている。

「お疲れさまでした」

　労ねぎらいの言葉をかけると、彼女は急に噴き出した。

「変なこと言いました？」

「だって、一人で管理部を切り盛りしてる人に言われるんだもの」

　可お笑かしそうにセリエさんは笑う。

　不意に、そんな彼女に対して疑問が浮かんだ。

「……セリエさんは、どうしてギルド職員を選んだんですか？」

「なに？　急にどうしたの？」

「いや、セリエさんなら、たぶん他の仕事でもやれたんだろうなって思ったので」

　セリエさんは、タウーレン冒険者ギルドで最も人気のある受付嬢だ。それはもちろん見てくれが良いことが一番にあると思うのだが、それだけではない。彼女はいつも笑顔で仕事をしているし、その表情は裏表がなく業務的なものでもない。だから、仕事が終わった今でもこうして無邪気に笑うし、口では疲れたと言っていてもそれを感じさせない。きっと、どんな職場においてもそれは必要とされているモノで、それがあるからこそ彼女は好かれているのだろう。そんな彼女は、数ある仕事の中でギルド職員を選んだ。そのことに些さ細さいな疑問を抱いたのだ。

「うーん。私が親の考えに納得できなくて家を飛び出したのは、前に言ったよね？」

「はい」

「飛び出した最初は、何をすればいいのか分からなかったわ。それまでは、家を出れさえすれば、やるべきことなんて自然と分かるものだと思っていたけれど、そうじゃなかった。ただ、無為に日々を過ごしていて、持っていたお金で自じ堕だ落らくな生活を送ってた。でも、ダメね、そんな生活が長く続くわけないし、お金はすぐに底をついたの。そこからね、仕事を探し始めたのは」

「最初からギルド職員になるつもりはなかったんですか？」

「うん、そう。だって、家を飛び出した頃の私は、とんだ世間知らずで、なんにもできなかったもの。でも、その時はまだ、それが生きてるって実感に繋つながっていたから、苦じゃなかった。それから、最初はパン屋の仕事を始めたの」

「パン屋ですか!?」

　意外すぎる職業に、俺は唖あ然ぜんとした。セリエさんが、パン屋……、なんとなく、悪くない気がした。

「そう。朝はいつもパンを食べてたから、それを仕事にしようと思ったの。他の職業は想像もつかなかったから、少しでも知ってるものを仕事にしたかったのよね。それに……」

　セリエさんはイタズラっぽく笑う。

「売れ残ったパンは貰もらえると思って、食費を浮かそうとか考えていたの」

「あぁ、そういうことですか」

　まぁ、それは誰だって考えることだろう。

「でも、パン屋は三ヶ月で辞めちゃった。朝早いのが苦手だったのよね、私」

「そんなに早いんですか？」

「早いわよ？　仕込みから始めるんだけど、店に行くのは皆が起きるよりも早いの。私は、販売の担当だったんだけど、店の主人がゆくゆくはパンも焼けるようになって欲しいからって、焼くのも手伝ったわけ。売れ残りはちゃっかり貰ってたから、そういうこともあって、キッチンの手伝いもしてたのよ」

「そうだったんですね」

「夕方には店を閉めて帰れたからよかったんだけど、帰ったらもうぐったりで、夕ご飯は売れ残りのパンを食べて、寝たらまた残りのパンを食べて出勤、もう、パンパンパンパン……そのうち、店を閉めてから勘定の計算をやり始めたの」

「なんか、いろいろやってたんですね」

「その店は小さいパン屋で、担当が分かれていても、店のことは協力して皆でやってたの。それでも、今まで何もできなかった私が、いろんなスキルを覚えていくのは楽しかったかな？　たった三ヶ月だったけど、得たものはたくさんあったわ」

「辞めた原因は何なんですか？」

「パンに飽きちゃったの」

「それだけですか？」

「うん。でも、私にとっては結構重要なことだったの。食事は私の最大の楽しみだったから。それでわかっちゃったのよ。私はパン以外の物もたくさん食べたいんだって」

「別に、パン屋でもいろんな物食べられると思いますけど」

「でも、店を閉めた時に売れ残ったパンを見たら、持って帰らずにはいられないじゃない？」

「いや、わからないですけど」

「とにかく、その時の私はパンに飽きちゃったの。だから辞めちゃった。私がパン屋で働き始めてから、売り上げが上がったって店の主人が喜んでくれてたから、辞めますって言うのは辛かったなぁ」

　たはは、と困ったようにセリエさんは笑った。その時の主人の心境を想像してみる。‥…うん、相当ショックだっただろうな。

「それから、また何にもできない私に逆戻りしたんだけど、もう食べ物関係の仕事は止めようって思ったわ。他の食べ物まで嫌いになりたくなかったから」

　なんとなく、セリエさんらしいと思った。

「でも、力仕事はできないし……いや、やろうと思えばできたんだろうけど、嫌だったし、食べ物もダメ。それでも、パン屋での経験で少しお金を扱えるようになってたのと、来てくれるお客さんとの会話が楽しかったから、そういった仕事をしたいと思えるようになったわけ」

「それでギルド職員……ですか？」

「うーん。そこに行き着くまでにはまだ一ひと波は乱らんあったのよ」

　人差し指をくるくると得意げに回してセリエさんはフフンと笑った。

「パン屋の次、私は花屋さんに転職したのです」

　うわぁ、モロ女子だな。まるで夢見る女の子みたい！

「といっても、花屋というよりは植物を栽培する仕事かな？　お客さんと接するよりも、植物と過ごした時間の方が長かったから。そこでは薬草なんかも栽培してたから、冒険者ギルドや、診療所なんかも得意先で、お金に困ることはなかったの。仕事内容もそんなに厳しいものじゃなかったけれど、植物の知識を覚えるのが大変だったかな。私、植物のことなんて何も知らなかったから」

「確かに、この世界にはいろんな植物がありますからね」

「ほんと、名前だけでも覚えるのが大変。それに栽培方法も植物によって違うし、それだけで日々が過ぎていくのが早かったな。でも、なんとかいろんな植物を覚えて、仕事がなんとなくできるようになった頃、私、とある薬草の栽培方法を間違えちゃって、ダメにしちゃったのよ」

「薬草をですか？」

「うん。薬草ってね、そこに群ぐん生せいするのは土地柄が強く影響してて、それが、薬草が育つ条件と偶然重なって育つものなの。そんな薬草を栽培するんだけど、種類がたくさんあって、その数だけ条件も違ってくる。私はそれを間違えてしまったのよね」

「そうなんですか」

「まぁ、そのミスはすぐに分かったから被害は最小限に抑えられたんだけど、そのせいで病気が治らない人がいたらとか考えちゃって……それになにより、植物だって生きてる。それをただのミスでダメにしちゃったのは結構ショックだったのよ。その仕事に就いてから、私は植物にばかり話しかけてたから、なんだか大切な友人を殺してしまったかのような感覚にもなったのよね」

「……セリエさん」

　それは、少し俺には理解しがたい感情かもしれない。植物は植物だし、人は人だ。たぶん、俺はそういう風には考えないだろうなと思った。それを思えるセリエさんは稀け有うな存在なのかもしれない。

「それが原因で辞めちゃった。今思うと、もったいなかったかなーとか考えたりするわ。結構、私に合ってるかもとか本気で思い始めていたから……。でも、どっちが正解かなんて、今でも分からない」

　声を落としてセリエさんは言った。その表情にはなぜだか微笑みが交じっていて、後悔しているようには見えない。

「それから、私、冒険者をしようと思ったの」

「……え？」

　あまりの唐突な発言に、面食らってしまう。冒険者？　セリエさんが？

「薬草の知識はあったし、私も少ないけど魔力はあるもの」

「いや、魔力があるったって……冒険者ですよ？」

「ふふっ。その時、私は少し自暴自棄になっていて、もう自分には冒険者しかないんだって思い込んでいたのよね」

「それで、やったんですか？」

「ううん。冒険者ギルドで話を聞いて終わり」

　その答えに、俺は安あん堵どしてしまった。

「武器や防具の費用が高くて、それを揃そろえることができなかったのよ」

「あぁ、確かに、たとえ戦闘の必要ない依頼でも、装備は必須ですからね」

　ちなみに俺は実家が鍛か冶じ屋やだったため、装備に関しては何もお金をかけていなかった。

「でも、その時に案内してくれた職員のお姉さんがすごく良い人でね、怖そうな冒険者の人たちに笑顔で対応してる姿が、なんだかとてもカッコよく思えたの。それで、王都の冒険者ギルド学校に行くことを決めたのよ」

「そうだったんですか……いろいろとあったんですね」

「まぁ、いろいろと言っても、私の場合は何も考えてなかっただけなんだけどね。ギルド職員を選んだというより、そこに行き着いたっていうのが正しいかな？」

　照れくさそうにセリエさんは笑った。

「きっと、皆そうなんだと思う。自分で選んだにしろ、そうでないにしろ、最終的に行き着くのは、自分が一番納得のできる場所。私は、今の私が納得できる場所にいる。だから、これでよかったって思ってる」

　そう語るセリエさんの横顔はとても眩まぶしく思えた。彼女は、いろんなことを踏み越えてここにいるのだろう。それを、話を聞いただけの俺が理解したと思うのは、傲ごう慢まんなことかもしれない。だから、それを羨うらやましいなどと考えることも、同じように傲慢なことに思える。

「なんて……少しわかったような口をきいてみました」

　セリエさんはその輝きを失わぬままに笑う。彼女が笑顔でいられるのは、こういうところなのかもしれない。いろんなことを経験し、自分のことを理解しているから、それを全て許容して笑えるのかもしれない。

「テプトくんは、今の仕事が不満？」

「俺ですか？」

「うん。なんでこの仕事を選んだのか聞いてきた時、なんとなくそんな感じがしたから」

　その言葉に、俺は一瞬驚いた。

　わかってたのか。

「って、不満なのは当然よね？　管理部はテプトくんしかいないし」

「いや、そこはあまり気にしてませんから」

　……俺は、このままギルド職員としてやっていくべきなのか考えてしまっている。それは、昼間にソカから言われた何なに気げない言葉が原因なのだが、思い返すと俺はいつだってそうだった気がする。この世界に転生したときは神様と名乗る奴から言われるがまま転生した。冒険者になったのは、俺が決めたことだったが、周りの反応から呆気なくギルド職員に鞍くら替がえした。そして、今はソカが言った言葉だけで心が揺らいでしまっている。俺はいつだって自分で何かを選んできたつもりだったが、それは、そうすることが自分にとって都合がいいからだと言い聞かせた結果なのかもしれない。不満があるのかと問われれば、答えはイエスだ。だが、それは今の現状に直接関わりがあるものじゃない。俺はいつだって不満で、それを隠すために逃げてきただけなのかもしれない。

　じゃあ、俺はどうするべきなのだろう。

　きっと、今を投げ出して冒険者に戻れば後悔するだろう。だからといって、ギルド職員を続けることが俺の人生なのかと問われれば、自信満々に答えることなどできない。

　俺は、どうしたいのだろうか。

「ふっふっふ。お主、迷っておるな？」

　急にセリエさんが、低い声を出してきた。

「それ、誰のマネですか？」

「占いをやってる人。似てた？」

「元の人を知らないんですが……」

「だよねー。ごめんごめん。なんかテプトくんが、深刻そうな顔してるんだもの」

　それから、セリエさんは優しげな眼まな差ざしを俺に向けた。

「テプトくんが何を悩んでいるのか分からないけどさ。悩むって良いことだと思うの。私って、あまり悩まずにいろんなことを決めちゃうから、後々になって後悔することがたくさんある。それは運良く私のためになってたりするんだけど、そんな幸運がいつまで続くかなんて分からない。それに、悩む時間があるっていうのも良いことね。大抵は、悩んでる時間なんてないから、それを悩むべきだったことにも気づかないし……何が言いたいかっていうと、テプトくんは間違ってないってこと」

「セリエさん」

「今の言葉は、たぶん今後一切言うことはないと思うから、心に刻んでおいてね？　なんか、私らしくないし」

「えぇ、じゃあもう一度だけお願いしてもいいですか？」

「ダメよ。一度きりって言ったじゃない」

「じゃあ、せめて言う前に教えてくださいよ」

「それじゃあ、恥ずかしくて言えないもの」

　そう言ってセリエさんは腕組みをした。それから、我慢できなくなったのか、すぐに噴き出す。

「あっはは、なにこれ？」

「いや、俺に聞かれても」

「まぁ、そういうことだから。しっかり悩みなさい若人わこうどよ」

　バシバシとセリエさんは俺の背中を叩たたく。

「またブレてますよ。あと、あなたも十分若いんですが」

「なんか、普段話さないようなことを話したせいで、テンションがおかしくなっちゃった」

　確かに、今のセリエさんは少しおかしかった。お酒を飲んだわけでもないのに、頰が少し赤らんでいる。

「これ以上、失態を見せちゃうといけないから、私はこの辺で失礼するね」

「え？　セリエさん？」

　彼女はそれに答えず、俺を追い越して走り出した。そして、数メートル離れた所で立ち止まり、俺の方を振り返った。

「でも、前にも言ったと思うけど、テプトくんには辞めて欲しくないな。私」

　それだけ言って、セリエさんは走り去ってしまった。残された俺は、わけがわからぬまま立ち尽くす。それから、最後にセリエさんが言った言葉を思い返して、その意図を理解する。

（バレてたのか）

　セリエさんは、俺が何に悩んでいるのか分からないと言ったが、なんとなく察しがついていたのだと思う。だから、最後にああ言ったのだろう。おかしかったテンションは、俺を励ますためのものだったのかもしれない。

　敵かなわないな、と、そんな感想が出てくる。

　彼女は、悩んでいることを間違いではないと言った。それはそうなのだろう。悩むとは、正しい答えを導き出すための過程に過ぎないのだから。そう、わかっていてもやはり、良い気はしない。だから、そこから解放されたくて、答えを急せいてしまうのかもしれない。

　間違いでないなら……、もう少し悩んでみてもいいかもしれない。

　そう思うと、なんとなく心が軽くなった気がした。





　　　　　※






「闘技場にですか？」

　翌日、ギルドマスターの部屋に呼ばれて向かうと、中にはミーネさんとバリザスの二人がいた。なんの用かと問えば、これから闘技場に行って召しよう喚かん部べ屋やの封鎖を見届けるらしい。召喚部屋とは、『企画部』のローブ野郎が許可もなく勝手に造った魔物を召喚することができる場所だ。彼は魔ま血けつを得るために造ったらしいが、魔物を召喚すること自体があまりにも危険なため、封鎖を命じられたのである。それを今日行うらしい。

「えぇ、一応テプトくんにも来て欲しいの。ほら、間違って魔物が召喚されたら大変でしょ？」

「……あぁ、確かに」

　部屋を封鎖するだけと言っても何が起こるかわからないからな。

　ローブ野郎は、魔血の採取を認めさせるために皆の前で召喚を行ったのだが、失敗してかなり危険な魔物を召喚してしまっていた。俺が呼ばれたのはまた同じことが起きたときのためだろう。つまり戦闘要員が欲しいというわけだ。しかもその召喚部屋を知っているのは、冒険者ギルドの部長たちとバリザス、ミーネさんだけだ。戦闘要員も限られてくる。それで俺とギルドマスターであるバリザスが戦闘要員として行くわけか。そう結論づけてバリザスに視線をやると、彼はわざとらしくソッポを向いた。それに、俺もわざとらしくため息を吐く。

「そういうわけだから、さっそく支し度たくをしてくれる？　すぐに闘技場に向かうから」

「……わかりました」

　そう返事をして、ギルドマスターの部屋を出た。

『依頼義務化』の会議以来、俺はバリザスと会話をしていない。というか、バリザスが俺と話そうとしない。意地を張っているのがまるわかりだ。常に、俺との間にミーネさんを置いて距離を取ろうとしてくる。子供ですか？　そう言いたくなるが、こちらが疲れてしまうため面と向かって言っていない。言わなくても、ミーネさんを通せば話はできるのだから、無理にこちらが何かする必要もないのである。もはや俺は、バリザスを敬うべき上司として見れなくなっていた。原因は本人にある、俺は悪くない。それでも、彼にギルドマスターという肩書がついている以上は、彼の意向や承諾を得なければならない。本当に目の上のたんこぶ状態だ。

　まぁ、それは今気にしても仕方がないので、頭の隅に追いやった。考えるべきは、召喚部屋の封鎖だ。

　召喚部屋の封鎖。果たしてローブ野郎がそれを素直に受け入れるだろうか？　そんな疑問が湧わいてくる。なにせ召喚部屋を造ったのには奴なりの理由がある。最近、ポーションの値段が高こう騰とうしているのだが、魔血はそのポーションよりも魔力回復に即効性があり、そうして手に入れられれば冒険者にも安く売ることができる。それは、結果的に冒険者を助けることにも繋がるわけだ。そういった想いがある以上、奴が召喚部屋を封鎖するとは思えなかった。俺としては奴を応援してやりたいと思う。だが、やはり町の中心に建つ闘技場で秘密裏に魔物を召喚するのは危険で、やってはいけないことなのだろう。

　微妙な心持ちのまま俺はバリザスとミーネさんと共に闘技場に向かった。闘技場ではすでに話を通してあったからか、ローブ野郎が出迎えてくれた。

「お待ちしていました……クックック」

　相変わらずローブを目ま深ぶかに被かぶり、不気味な笑い声を発するローブ野郎は、嬉しそうに俺たちを案内した。いや、本当は嬉しくないのかもしれない。なにせ、自分が造ったものを今から使えなくしようというのだ。嬉しいわけがない。だが、なんとなく奴の雰囲気は陰いん鬱うつなものではなく、心なしか明るく感じられてならない。ローブのせいで表情がわからないのだが、なんとなく……そう感じたのだ。

（ふっきれたのか？）

　それならそれでいい……のだが、ローブ野郎が嬉しそうにしていると何な故ぜだか気持ちが落ち着かなかった。それは、これまでの経験則から言って、奴が嬉しそうにしていると大抵ロクなことがないからだ。

　地下の施設には、ローブ野郎を先頭に、バリザス、ミーネさん、俺の順に歩いていく。見覚えのある部屋に入ると、一面月げつ光こう草そうが生えていた。そして問題は、その奥の扉の向こう、召喚部屋だ。

「そういえば、封鎖と言ってもどうするんですか？」

「それなんだけど、鎖くさりで扉に入れないようにして鍵かぎをかけるしかないのよね」

　封鎖について疑問に思ったことをミーネさんに聞くと、そんな返事が返ってきた。それはローブ野郎も事前に知っていたのか、ちょうど、ジャラジャラと鉄の鎖を引きずりながら持ってくるところだった。反対の手には、鍵をかける南なん京きん錠じようも持っている。

「……部屋ごと壊してはダメなのか？」

　バリザスが、ポツリと呟いた。

「なんなら、俺が土魔法で埋めちゃいましょうか？」

　重ねてそんな提案をしてみる。

「いっ、いけません！　前にも話したとおり、この闘技場は魔法陣ありきで造られています。それは複雑で、下へ手たに部屋の配置を変えてしまえば、何が起こるのか私でもわからないのです！」

　突然、ローブ野郎が大声を上げてそれらを否定してきた。鎖を落として、取り乱すローブ野郎は、身振り手振りで「何が起こるかわからない」と連呼してくる。そんな姿に、ミーネさんは肩を竦すくめてみせた。

「だ、そうよ？　私は魔術とかに詳しくないからわからないけれど」

　ローブ野郎は、ギルド職員になる前は、魔法の研究をしていたらしい。そのお陰で魔術にも詳しく、彼の話だとこの闘技場は魔物を召喚し戦闘訓練をするために造られたものじゃないかと言うのだ。だから、魔物がここで召喚できるらしい。確かに、そんなことに気づいた者は奴が初めてかもしれない。それまでここは、人間同士が戦う場所として長い間使われてきたのだから。そう考えれば、ローブ野郎の言うことを無視できないのはわかる。……わかるのだが、どうしても引っかかることがあった。

「……ミーネさん、いいんですか？　たぶん、奴はまだこの部屋を使う気ですよ？」

　この部屋を造ったのはローブ野郎だ。そんな奴が、何が起こるかのかわからないはずがない。おそらく封鎖を言いだしたのは、部屋を壊されないため。いやに協力的なのは、『召喚部屋を封鎖するというイベント』を早く終わらせるためだろう。呆れてものが言えない。

「そうでしょうね」

「だから、後でこっそり俺が……え？」

「テプトくんは今ごろ気づいたの？　彼が大人しく言うことを聞くはずないでしょ？」

　平然とミーネさんは言う。え？　じゃあ俺たちは何しにここに来たんですか？

　俺が呆あつ気けにとられていると、ミーネさんは小さく笑った。

「彼とは何年も仕事をしているのよ。気づかないはずないでしょ」

「じゃあ何のためにここに？」

「彼は力で抑えつけても無駄だから、ある程度余地を与えてあげた方がいいの。そうしないと今度は何をしでかすかわからないでしょ？　だから、その余地を与えるために、わざわざここまできたのよ。その方が彼をコントロールしやすいしね」

「それは……」

　果たして良いのだろうか？　ここで魔物を召喚するということ自体が危険だからこそ封鎖しにきたのに、一人の職員をコントロールするためにわざとその危険性を上げるというのは。俺には少し理解しがたいところだった。

「何か起きたらどうするんですか？」

「その時はテプトくんがいるでしょ？」

「……本気で言ってるんですか？」

「テプトくんこそ、彼の味方じゃなかったの？」

「……そうですが」

「ミーネ。いつまでそいつと話をする気じゃ！」

　バリザスが苛いら立だったようにミーネさんの名前を呼んだ。

「そういうわけだから、彼のこと頼んだわよ」

　そう言って、ミーネさんはバリザスの方に歩いていく。頼んだわよって……。

　俺は時々、ミーネさんのことがわからなくなる。彼女はダメなギルドマスターに代わってタウーレン冒険者ギルドを仕切っている人だ。彼女の意見には誰も逆さからわないし、文句を言うこともなく皆従っている。そんな彼女は、自分で何かを決定しようとしない。会議だってそうだった。誰かの意見に対して賛成もしなければ反対もしない。あくまで中立の立場だ。召喚部屋の封鎖を決めた会議では、ミーネさんが司会をしていたのだから当然のことなのだが、それにしたって彼女自身の意見というものはなかった気がする。いつも、その場の雰囲気で結論を出していた。レストランで言うと、他人の頼んだメニューが美お味いしそうだから自分もそれにする的な感じだ。何が好きだとか、何を食べたいとか一切なく、ただ、済ませるべき義務のように淡々と自分の事柄を決定する。たまに、ポロリと自分の意見を言ったとしても、その意見が反影されないことに対して全くなんとも思わない。だから、自分の意見で誰かが何かを決定しても喜びさえしない。

　正直、ミーネさんが何を考えているのか俺には全くわからない。もしくは、何も考えていないか。彼女はどうしたいのだろうか？　どうなりたいのだろうか？

　そこまで考えてから、それは自分にも言えることかもしれないと、そう思った。

　俺は、どうしたいのだろう。

　ローブ野郎が扉の取っ手に鎖を巻きつけて、今度は壁に打ち込まれた釘くぎにそれを巻きつけていく。鉄と鉄が擦こすれるたびに、キーキーという重く冷たい音が耳に響いた。最後に南京錠を付けて鍵をかけると、とても異様な光景である。

　封鎖された扉。それは、見ていて気分の良いものではない。

「クックックッ……できました」

　ローブ野郎は満足そうに呟く。そして晴れやかな表情で鍵をミーネさんに渡す。

「もうこの部屋には入らないこと」

「わかっていますよ……クックックッ」

　笑い声のせいだと思うが、全くわかっている気がしない。

「あと、鍵はこちらで預かっておくわ。合鍵なんかないわよね？」

「クックックッ……もちろんです」

「そう」

　普通は合鍵がない方がおかしいのだが、それはミーネさんも知っているはずだ。本当にこのままにする気なのだろうか？

「じゃあ、念のためにテプトくん、もう一回鍵をかけてくれる？」

　そう言って、ミーネさんがもう一つの南京錠を取り出してみせた。

「……クッ？」

　固まったローブ野郎をよそに、ミーネさんは南京錠がかけられたところに、もう一度同じように南京錠をかけなおす。

「えっ？　俺ですか？」

　わけが分からず問いかけてしまう。

「そうよ。テプトくん、『冒険者管理部』の引き出し、スキルでロックしてるでしょう？」

「はい、してますけど」

「それと同じように、ロックしてくれる？　はい、これが鍵」

　ミーネさんはさも当然のように、鍵を渡してきた。確かに、俺は管理部の引き出しを鍵を使わずスキルによってロックしている。それはいちいち鍵の抜き差しが面倒臭いからという理由と、スキルによってロックした錠前は、スキルでしか開けられないからであり、そちらの方がセキュリティ性が高いからだった。だが、ミーネさんの前でそれを見せた記憶はない。

「どうして俺がそのスキルを持ってると？」

「たしか、『営業部』のセリエが言ってたわね？」

　なるほど、それでか。セリエさんは、未達成依頼書を持ってくるため管理部室に頻ひん繁ぱんに出入りしていた。

　俺は、渡された鍵の形状を見てから南京錠に手を添える。ミーネさんは、どうやら鍵をかけるスキルのことを知っているらしい。このスキルは、ただ鍵をかけるだけのスキルなのだが、鍵穴の構造が分かっていなければ使うことができない。なぜなら、鍵の形状を知らなければ開錠できなくなってしまうからだ。かけたのに開けられないのでは、意味がない。だから、このスキルを持っている人は、必ず本物の鍵を見てから使用する。そのために、ミーネさんは俺に鍵を渡してきたのだろう。とはいえ、実のところ俺は鍵を見なくても開錠することができた。この世界の鍵というのは、そこまで複雑な形をしていない。中の構造を理解していれば、マスターキーのようにスキルを扱うことは造ぞう作さもない。泥棒呼ばわりされるのはご免めんだから口にしたことはないが……。

「ちょっと待ってください！」

「うおっ」

　急に横から大声を出され、はずみで鍵を落としてしまった。もちろん、声の主はローブ野郎である。

「どうしたの？　何か問題でも？」

　ミーネさんが鍵を拾い上げながらそう答える。

「いえ、その……鍵は一つにしておいた方が安全なのでは……ないでしょうか」

「それは錠前が一つである時の話よ。なんならもっと増やしたいくらい。なにせ、この部屋は今後一切使われることはないのだから。鍵とスキル、二つで施錠しておく方が安全だと私は思うけど？」

「それは……そうですが」

　先ほどの表情とは打って変わりしどろもどろになるローブ野郎。スキルで鍵をかけたら、スキルでしか開錠できない。つまり奴が合鍵を持っていたとしても、もう一つの方は俺がいなければ開けることはできないのだ。その反応は、自分が合鍵を隠し持っていることを露ろ呈ていしてるようなものだった。

「もしや、お前は別に鍵を持っているのではないだろうな？」

　案の定、バリザスが疑いの目をローブ野郎に向けた。その反応は、すでにミーネさんと俺が気づいていたことを、今さらになって気づいたのだと露呈しているようなものだった。

　教えてあげてくださいよ……ミーネさん。

「そんなことはありましぇん！」

　またベタな嚙かみ方を……。

「まぁ、いいじゃないですか、バリザス様。テプトくんがロックしてくれれば、鍵を持っていたとしても開けられないのだから」

「うむ……確かに」

「いいわよね？」

　笑顔を向けるミーネさんに、ローブ野郎は黙って頷うなずいた。

「じゃ、テプトくんお願い」

「……わかりました」

　俺は、横で恨めしそうなローブ野郎の視線に耐えながらスキルを使用する。

「『鎖錠ロツク』」

「…………」

　これでこの南京錠は鍵を差し込んでも開くことはないだろう。

「それじゃあギルドに戻りましょうか」

　ミーネさんがそう切り出して、扉から離れる。バリザスがそれに倣ならい、俺も離れようとしたときだった。

　───ガシッ。

　肩を後ろからローブ野郎に摑まれた。

「私とテプトさんは、少し別件の話をしてから行きますので、ギルドマスターとミーネさんは先に戻ってください……クックックッ」

「そう？　なら、先に戻っているわね」

　ミーネさんはそう言ってバリザスと共に出口へと向かう。

「ちょっと、ミーネさん!?」

　最後、ミーネさんは部屋から出るとき、俺にだけわかるよう小さくウィンクをした。その瞬間、俺は全てを理解した。頭の中で先程彼女が言った「頼んだわよ」という言葉がリプレイされる。

（あぁ、そういうことですか）

　どうやらミーネさんは、召喚部屋を三つの要因によって封鎖しようとしているらしい。一つ目は物理的な鍵、二つ目はスキルによるロック、三つ目は俺という存在である。俺とローブ野郎を内通させることで、奴を制御しようとしているのかもしれない。……つまり、俺は厄やつ介かい事ごとをミーネさんに押し付けられたということになる。

「クックックッ……テプトさん。私とあなたは仲間ですよね？」

　そんなことも知らずに、ローブ野郎は後ろから話しかけてきた。

「……そうですよね？　ねぇ、テプトさん？」

　無言でいると、奴の声音が不安を帯びたものに変わる。これからのことを考えると、すでに面倒臭くなってきた。なぜ、俺が奴のおもりをしなければならないのか。

　そんな思いを全て抑え込んでから、笑顔で振り向いて「そうですね」と答える。ローブ野郎は安堵の息を吐いた。

「実は、テプトさんに教えておきたい秘密があります。驚かずに聞いてくださいね？　……クックックッ」

　ということは、驚いて欲しいんだろ？　俺はため息を吐きそうになった。

　ローブ野郎とは短い付き合いだが、だいたい考えていることがわかってきた。奴は、その類たぐい稀まれなる不器用によって自分の願望とは反対のことを先に言葉にする傾向がある。この場合、驚かないでというのは、驚いて欲しいということだ。いわばフリである。

「この扉にかけられた鍵ですが、実はもう一つここにあるのですよ……クックックッ」

　言いながら、先程ミーネさんが受け取った鍵と全く同じ鍵を取り出すローブ野郎。

「…………」

「……実は、この扉にかけられた鍵はもう一つあるのですよ！」

「なっ、なんだと！」

　そしてローブ野郎は、その不器用さ故ゆえに自分の思い通りにならないと、もう一度同じことを繰り返す傾向もあった。もうこの時点で面倒臭い。

「クックックッ……あまりの驚きに、思考停止してしまったようですね？」

　実際に思考停止したのはローブ野郎の方だ。だから、思考停止する前の段階まで戻って同じことを繰り返すのである。そして、それ通りに行かなければ全く話が進まなくなってしまう。まるで、正しい答えを選ばなければ進まないゲームのようだった。

「クックックッ……これは合鍵です。なぜ、私がそんなものを持っているのか知りたいですか？」





　Ａ「召喚部屋に入るためだろ」

　Ｂ「知りたい！」

　Ｃ　無言で鍵を奪い取る。






「……召喚部屋に入るためだろ」

「なんと！　私の意図を瞬時に読み取るとは……やはり私とテプトさんは通じ合っているようですね……クックックッ」

　訂正。ただのゲームじゃなく、どうやら恋愛シミュレーションゲームだったらしい。おそらく、Ｂを選ぶのが奴の好感度を最大限に上げる選択肢だったはずだ。だが、ムカつくので止めておいた。あと通じ合ってないからな。お前の考えが筒つつ抜ぬけなだけだ。

「召喚部屋は定期的に点検をする必要があるため、完全に封鎖してはダメなのですよ……クックックッ」

「ミーネさんが言ってましたよね？　もうここを使用してはいけないと」

「それはわかっています。ここで魔物を召喚する危険性も理解しているつもりではいます……ですが」

「ですが？」

「ならば……なぜ、この闘技場は今も存在しているのでしょうか？」

（……ん？）

　ローブ野郎の言葉が理解できなかった。なぜ闘技場が存在しているのか？

「どういうことですか？」

「この闘技場は本来、魔物を召喚するために造られたのだろうと言いましたね？　しかし、今では闘技場として使われています。たぶん、ここで魔物を召喚することが危険だと判断したからこそ、闘技場として使われているのだと思います。ですが……そもそも危険ならば、なぜこの建物を破壊しなかったのでしょうか？」

「それは……」

　ローブ野郎の推測が正しく、ここが魔物を召喚する目的で造られたのだとしたら、今現在でもその使われ方をしていてもおかしくないはずだ。だが、今では全く別の使われ方をしている。それは、過去の人々が魔物を召喚する危険性に気づいたからなのだろう。だったら、この建物ごと破壊してもいいはずだ。いや、むしろ破壊していなければおかしいのではないだろうか？

「この建物に施されている魔術式……残された文ぶん献けんには一切載のっていませんでした。つまり、今後ここで魔物を召喚することがないよう誰かが処分した可能性があるのです。それはなぜでしょうか？」

「この建物の建設には、それなりの労力とお金がかかっているはずです。それを無駄にしたくなかったのでは？」

「クックックッ……安全よりもそちらを重視したということですか。なかなかにそそる思惑ですねぇ」

　ローブ野郎はチッチッチッと指を振ってみせた。そういうのが、イラッとすることを奴は知らないのだろう。

「私が思うに……きっとこの闘技場は、何かに備えているのではないでしょうか？」

「何か？　何かってなんです？」

「さぁ、それはわかりません。ですが、その『何か』の時のために、彼らはこの建物を闘技場としてカモフラージュしたのではないでしょうか。だからこそ壊さなかった」

「その『何か』がきたら、ここで魔物を召喚しなければならない？」

「ただの憶測ですがね。ですが、そう考えれば壊さなかった理由になります。そしてその考え方をこの部屋にも適用すれば、いつか魔血が必要になる時がくるその日まで、いつでも使える状態にしておくのがベストだと思うのですよ……クックックッ」

　ローブ野郎は得意げに笑った。召喚部屋の存在意義を証明してみせたぞ！　という気持ちが手に取るようにわかる。

　だがなローブ野郎。それは少し違うぞ？

「仮に……その話が合っているとしましょう。この建物は魔物を召喚できる施設であり、そんな危険なものを壊さず闘技場として流用したのは、あなたの言う『何か』の時のため。だから壊さなかった。ですが、それとこの部屋を関連づけて考えるのは無理があります」












　ローブ野郎は笑みを止めた。

「まず、前提が間違ってる。この建物が『何か』に備えたものだとしても、召喚部屋はそうじゃない。必要な日がくるというのは、あなたの希望的観測で絶対じゃない。それよりも、間違えて魔物を召喚し町の人たちを危険にさらしてしまう可能性の方が高いんじゃないんですか？　そう考えれば、召喚部屋は今後誰も入らないように封鎖すべきであると思うんですが」

「だっ、だったら、この闘技場も壊すのですか？　この闘技場自体に召喚魔術が施されているのは説明した通りです！　ならばこの闘技場すらも危険な存在に位置づけできます。それすらも壊すというのですか！　でも、そんなことを言いだしたらキリがありません。魔物がはびこるこの世界で、本当に安全な場所など存在しないのです。だから、冒険者がいて、それを支援する私たちがいるのでは？」

　堰せきをきったようにローブ野郎は唾つばを飛ばして反論してくる。

「落ち着いてください。この闘技場は壊しません」

　そう返すと、ローブ野郎は一瞬ポカンと口を開けた。その表情はみるみるうちに怒りへと変わっていく。

「……何を言っているのですか？　テプトさんの言っている意味が私には理解できません。なぜ、この部屋がダメで、闘技場はよいのですか？　それこそ間違った考えだと思うのですが」

　声音からは、必死で怒りを抑えているのがわかる。俺は息を整えてから奴を見つめた。

「いいですか？　闘技場と召喚部屋には大きな違いがあります。それは造られた時期。闘技場は何百年も前からあり、召喚部屋はあなたが最近造りました」

「……えぇ、そうですよ。この部屋は私が最近造ったものです。ですが、それだけの違いです。危険度的には一緒のはずです」

「ですが、闘技場はその何百年もの間に有用な使い道を示しました。確かに、魔物が召喚されてしまう危険性は看過できませんが、それよりも闘技場としてこの町に存在できる事を何百年もの時間をかけて証明してしまったんでんすよ。この何百年もの間に、ここで魔物が召喚されたという話は聞きません。あったなら、隠いん蔽ぺいできないほどの事件となって残っているはず」

「それならば、この部屋だって一緒のはずです！　時間をかければ、この部屋がそこまで危険なものではないことを、誰もがわかってくれるはずです！」

　それに、俺は首を横に振るしかなかった。

「それを証明するチャンスで、俺たちはギルドマスターや部長たちを危険にさらしたじゃないですか」

「──あ」

　ローブ野郎の手から鍵が落ちた。

「この部屋に施された魔術式は、古代語でしか起動しないと言いましたね？　そして仮に間違いが起きて魔物が召喚されてしまったとしても、ここに生えていた月光草が魔物たちを外へは出さない。魔物から取れる新鮮な血は魔力回復に最適で、上手く使えばポーションの代わりにだってなる。これだけの材料を集めて挑んだにもかかわらず、俺たちはこの部屋は封鎖すべきであるという結論を出させてしまったんですよ。だから、封鎖しなければならないんです」

「……それは」

「こういうことを言ってはいけないのかもしれませんが……危険かどうかは全く関係ないんです。俺たちはこの部屋の有用性を理解してもらえなかった。ただ、それだけなんですよ」

　そう。ただ、それだけなのだ。もしも理解してもらっていたなら、今の現状は大きく変わったものになっていたに違いない。召喚部屋が封鎖されることはなく、むしろ積極的に魔物を召喚していただろう。魔血は冒険者たちに渡り、今ごろポーションの代わりとして飲まれていたのではないだろうか。そうならなかったのは、会議でそれを認めさせることができなかったからだ。会議とはそういうものなのだ。もし、全世界の人たちと会議をして白を黒であると認めさせてしまったなら、それがどんなに白であっても、黒になってしまうのである。それはとてもおかしなことかもしれない。真実を度外視した結果は、いつだって間違いの元だからだ。だからこそ、会議ではそれを唱となえる者がいなければならない。白は白であると言う人たちがいなくては成り立たない。俺とローブ野郎は、この召喚部屋が有用性のあるものであると主張した。だが、そうではなく危険なものであると主張する人たちもいた。どちらが真実であるかなど、わかるはずもない。そして、結果は危険なものであるとなってしまった。だから、この部屋は危険なものなのだ。

「……では、あの時に私がやり過ぎで魔物を大量に召喚したりなどしなければ、こんなことにはならなかったわけですか」

「それはなんとも……。あの時は、不運が重なり過ぎていました。会議で認めさせられない可能性はあっても、封鎖を命じられる程の可能性は考慮していませんでした。それは全て都合よく考えていた俺の責任でもあります」

　頭の良い人は、時に黒を白であると主張する。そして人々を説得し、本当に黒を白に変えてしまう。必要なのは、火を見るよりも明らかな結果ではなく、結果を捻ねじ曲まげてしまえる詐さ欺ぎのごとき技術なのかもしれない。プラトンは世界を真実ではなく、それを映した影に過ぎないと唱えたが、もしもこの世界でもそれが通用するのならば、影の見せ方次第で人々を動かすこともできるのだろう。つまり、それに俺たちは失敗したということなのだ。まぁ、それをしている俺たちも結局のところ影を見ているわけで、何が真実かなど理解していないのだが……。

　ローブ野郎は悔しげに唇くちびるを嚙み締めていた。落とした鍵を拾うこともせずに、ただそこで拳を強く握りしめ、佇たたずんでいる。そんな奴を見やり、俺はふぅと息を吐いた。代わりに鍵を拾ってからポンと肩に手を置いてやる。

「でも、まぁ……封鎖で済んでよかったじゃないですか。他の人はともかく、俺はこの部屋の凄すごさは理解しているつもりです。何かの時のために備えるものでなかったとしても、いつかはその凄さに気づく者もいるでしょう。もしかしたら、本当に使われる日がくるかもしれない」

「……テプトさん」

「もう噓うそはやめてください。本当はこの部屋、壊しても何ら影響はないんですよね？」

　奴はしばらく黙ったままだったが、やがて静かに頷いた。やっぱりか。

「封鎖を提案したのは、壊されるのが嫌だったからですか？」

「……そうです」

　諦めたようにローブ野郎は肩を落とす。この部屋を造ったのはローブ野郎だ。それを自慢げに話をしていたことを思い返せば、思い入れの強さなど聞かなくともわかる。

「俺はこの部屋を使うことに賛成の人間でしたが、決まってしまったルールを犯してまで使おうとは思っていません。……言っている意味はわかりますね？」

「……はい」

　その返事で、俺はなるべく優しく微笑んでみせた。

「その言葉を信じましょう。いつか、この部屋が使われることを俺も祈ってますよ」

　そう言って、ローブ野郎に鍵を渡した。奴はそれを慎重に受け取り、そっとしまった。

（甘いよなぁ。……俺）

　上から偉そうに語ってはいるが、俺は何も偉くなどない。本当に口だけで、最後まで何かをやり通したこともない。ルールがなんだとか言っているわりに、守れたことなど一つだってないのだ。今回だって、こうしてローブ野郎の言葉を信じて終わらせようとしている。それが甘さだとわかっていながら、戒いましめることもしない。

　自分で自分が嫌になる。だが、そんな自分を肯定してしまっている自分もいた。

「あの……テプトさん」

「……なんですか？」

　ローブ野郎に話しかけられて我に返る。

「……いえ、何でもありません。……ありがとうございます」

「なんですか急に」

　しおらしくお礼を言ってきたローブ野郎に、思わず笑ってしまった。




　───もし、この時ローブ野郎が言いかけたことをちゃんと問い詰めていたなら、彼は結論を変えただろうか？　今後起こりうることを想定して、考えを改めただろうか？　……いや、そんなことはないだろう。なぜなら、この時の彼はまだ喉に絡みつくほどに甘ったるい考えを持っていた。それを善よいことのように思っていた。だから、目の前にあった選択肢に気づくはずもない。

　だが、人生とはそういうものなのかもしれない。一本の道に見えても、人は知らず知らずのうちに何かを選択し、何かを捨てていく。そこに気づけたなら幸せなことだろう。大抵は、迷うこともなく道を選んでしまうのだ。それが間違いかどうかもわからぬままに。




　俺は、ローブ野郎に別れを告げて冒険者ギルドに戻る。一応、そのことを報告するためにギルドマスターの部屋に行くと、バリザスはわざとらしく嫌悪感を顕あらわにした。俺だってお前に会いたくなかったよ。そう言ってやりたくなったが、堪こらえて戻った旨むねの報告を終える。

「───それと、今後俺に何か頼む時は、事前に詳細を教えてもらえると助かります。俺にだって仕事の都合がありますので」

　最後にそう付け足してやった。もちろん召喚部屋の封鎖に付き合ったことではない。ローブ野郎を押し付けられたことに対して言ったのだ。チラリとミーネさんを見れば、そのことを理解したのか、困ったように微笑んでみせた。

「なんじゃ！　偉そうに！」

　何もわかっていないバリザスは憤ふん慨がいし口調を荒らげた。それは無視する。言いたいことは言い終えたので、踵きびすを返して扉に向かうと「テプトくん」とミーネさんから声をかけられた。振り返ると彼女は微妙な微笑みを浮かべたまま俺を見つめていたが、やがて「ありがとう」と一言だけ呟いた。俺は、それには何も返さずギルドマスターの部屋を出る。

「なんなのじゃ！　あいつは！」

　扉の向こうから、バリザスの怒声が聞こえた。それに俺は何も思うことはなく、管理部室に向かう。

　バリザスがいなければ、ミーネさんに聞いてみたかった。なぜ、俺にあんな頼みごとをしたのか。……なぜ、あなたはいつも傍観者でいるのか、と。だが、今はまだその時ではないらしい。まぁ、くるべき時がきたら話してもらおう。そう切り替えて仕事に向かう。










　翌日、俺が提案した『依頼義務化』が、とうとう正式にタウーレン冒険者ギルドに取り入れられることとなった。まだ、罰則については具体的に取り決められてはいないものの、もしも違反があった場合はその都度会議を開き話し合うこととなっている。ミーネさんは「依頼を受けるようテプトくんが指導すればいいじゃない」などと言っていたのだが……本気じゃないよな？

　ともあれ、それは冒険者管理部の人員増員を待ってからのこととなる。これを施行するにあたっては、俺一人だと無理があるからである。

「それじゃ行ってくるわね」

　その日の朝、ミーネさんは王都へと向かう馬車に乗った。新たな制度を取り入れる報告と、人員増員の要求を王都にある本部にするためだ。普通は報告書を送るだけらしいのだが、今回は経緯や問題点など詳細な報告が必要となるため、連絡員が必要となるらしい。当初は、提案者である俺が行く手はずとなっていたのだが、臨時に行われた会議で、俺だと問題をややこしくする可能性があるという発言により、ミーネさんが行くことになったのだ。発言者は『経理部』部長のアレーナさんである。

『あなたの発言を考えると安心して留守番などできません』

『いやいや、ちゃんとできますよ？』

『信用できません。私が行くべきです』

『なんでそうなるんですか？　アレーナさんは反対してましたよね？　それこそ信用できません』

『私は、決まったことにとやかく言うつもりはありません。心配しているのは、テプトくんが感情論だけで話を進めないかということです。「依頼義務化」は、このタウーレンの現状を改善するための制度ですが、その現状を知らない本部の人に、それをそのまま説明したところで認めてもらえるとは思いません。この制度を取り入れたことで生まれる利益を説明しなければ認めてはもらえないと思います』

『そんなことはわかってますよ。アレーナさんこそ、少し感情的になってませんか？』

『なっていません。少なくとも、提案者であるテプトくんよりは冷静に説明できると思いますが？』

『この間の会議では、冷静さを欠かいていたと思いますが？』

『断じて欠いていませんでした』

『そういうことは自分ではわからないものですよ？』

『私は───』

『いい加減にしなさい！』

　そこでミーネさんの雷が落ちた。そして、俺たち二人には任せられないと言い、結局ミーネさんが行くことになったのである。俺もアレーナさんもミーネさんに言い返すことができず、なくなく承諾してしまう。元々、そういった報告などはミーネさんが行っていたらしいので、妥だ当とうと言えば妥当なのかもしれない。

　それから、ミーネさんと何度も打ち合わせを行い、本部から質問されるであろう事柄をリストアップし、それに対する答えを考えていった。それでも本部側が納得しない場合、ミーネさんから回答はせず、改めて会議にて回答を練ねりなおすという形をとる。一番手っ取り早いのは、やはり俺が行くことだろう。なにせ冒険者ギルドも暇ではない。だが、俺がここにくる前から『冒険者管理部』は機能していなかったのだから、俺が一人いなくなったところであまり影響はないように思う……たぶん。




「留守は頼んだわ」

　ミーネさんはそれだけ言うと、馬車の扉を閉めてしまった。返事をする暇すらない。

　ミーネさんらしいな、とそう思った。

　馬車はゆっくりと動き出し、俺はその馬車が見えなくなるまで見送った。まぁ、ミーネさんなら大丈夫だろう。いろいろあったが、俺はそう切り替えて冒険者ギルドに入った。

「テプトくん！」

　入ってすぐに聞こえたその声は、俺を見つけて走ってきたセリエさんによるものだった。

「なんですか？」

　頭を仕事モードに切り替えて返事をする。また、未達成依頼かな？　そう予想して彼女に顔を向けるが、その表情はいつもの穏やかなものではなかった。

「大変よ」

　ただならぬ雰囲気に、嫌な予感を覚えた。

「どうしたんです？」

「さっき帰ってきたＢランク冒険者パーティが教えてくれたの。『ランク外侵入者』が出たわ」

「……本当ですか？」

「えぇ」

『ランク外侵入』とはダンジョンにて、適正ランクに達していない、もしくは条件を満たしていない冒険者が、立ち入ることを禁止されている階かい層そうに入ることを指す。

「情報提供者は？」

「そこに」

　そう言ってセリエさんは受付付近で談笑をする冒険者の四人組を指さした。

「すいません、『ランク外侵入』というのは本当ですか？」

　すぐに駆け寄って、その一人に話しかける。

「あぁ？　そうだよ。確か、三十階層だったな。カウルとソフィアが降りていくのを見た」

「二人だけで？　他は？」

「見たところ二人だけだったな。ちょうど俺たちはここに戻ってくる途中でよ、二人だけじゃ危ねぇぞって言ってやったんだけどよ、あいつら無視して行っちまいやがった」

　カウルとソフィア、彼らはたしか、前に傷だらけで戻ってきたＢランクの冒険者パーティだった。その時は、二人だけで、もう二人いた仲間はダンジョン内で死んだと言っていた……。

　ダンジョンでの活動は、『冒険者規定』というルールによって様々な制限がかけられている。例えば、ダンジョンに入れるのはＤランク冒険者からだ。これは、単に戦闘能力がなければダンジョン内ですぐに死んでしまう可能性が高いからである。Ｃランクからランク適性試験があるのも、そのためだった。そして、Ｃランク冒険者は、ダンジョンの十九階層までしか入ることを許されていない。ダンジョンは下に潜れば潜るほどに魔物の強さも比例して強くなっていく。そして二十階層まで行くと、ボス部屋という階層に行き着く。そこは、Ｂランク以上の冒険者でなければ入ることが許されず、加えて四人以上のパーティで行かなくてはならないと規定してあった。それもこれも、冒険者の命を守るためのものである。

「セリエさんが気にすることはないですよ。あいつら、前々からそういう節ふしがありましたからね。仲間の冒険者も何人も死なせてる。それを考えれば、放ほうっておいてもいいんじゃないですか？」

　四人組の一人の男が、嘲ちよう笑しよう交じりに言った。カウルは他の冒険者からは『仲間殺しのカウル』と呼ばれている。それは、結成したパーティが、彼とソフィアを除いてことごとくダンジョンにて死亡してしまっているからだった。男がそういった言葉を口にするのも仕方ないと思えたが、ギルド職員からすればそうもいかない。

「すまないが、君たちに頼みがある。彼らを救出に行ってくれないだろうか」

　俺は、なんとなく予想できる答えを頭から振り払い、その四人組にお願いをしてみる。

「嫌だね。そもそも、『ランク外侵入』は、あいつらが勝手にやったことだ。俺らはちゃんと忠告もした。それでも行ったあいつらを助ける義理はないな」

　だが、予想が外れてくれることはなく、男はあっさりとその申し出を断る。

「頼む。今、この場にいるＢランクの冒険者パーティは君たちしかいないんだ」

「嫌だって言ってるだろ。それに、俺たちは今しがた帰ってきたばかりだぞ？　向かおうったって、準備なんかねぇよ！」

「道具なんかはこちらで準備しよう。回復魔法もかける」

「それでも断る。俺たちは好きでもない奴を助けるほど甘くはないんでね」

「私からもお願い。彼らを助けに行ってくれないかしら」

　セリエさんが割って入ってきた。それに男たちは少し戸惑いを見せたが、やがて一人の男が困ったように言う。

「いくらセリエさんの頼みでも無理ですよ。俺たちが一番優先させているのは、自分の命ですから。それを危険にさらすようなことはできないんです。生き抜くためだったら、たとえ目の前に魔ま石せきの山があったとしても俺たちは諦めるでしょうね」

「……そんな」

「そもそも、『ランク外侵入』は、俺たち冒険者の中では最も犯しちゃならないルールですよ？　なにせ、自殺行為と一緒ですから。そこに手を差し伸べたりなんかしたら、俺たちまで死んでしまう」

「できなくたっていいんです。せめて、彼らが向かった階層まで───」

「セリエさん、もういいです」

　俺は、必死でお願いをするセリエさんを見ていられなくなり止めさせた。できなくたっていいことではない。救出はできなければならないのだ。しかし、その気もない人たちを向かわせたところで、できるはずなどない。それをしてしまったら、ギルド職員としては彼らを見捨てたも同然となる。

「でも……テプトくん」

　セリエさんは不安そうな表情を見せる。その視線が、放置するの？　と問いかけていた。

　放置はしない。だが、向かわせる冒険者もいない。ならばどうすることが最善か。

「俺が行きます」

　できる者が行くしかないだろう。

「えっ」

「俺が行って連れ戻してきます」

　直後、それを聞いていた冒険者の四人組が笑い出した。馬鹿にしたような、そんな笑い。

「マジかよ。ギルド職員がダンジョンに潜るなんて聞いたことねーよ。それじゃ『ランク外侵入』もへったくれもねぇじゃねーか」

　そんな彼らを無視して、俺はギルドの出入口へと向かう。

「ちょっ、ちょっと待ってテプトくん！　本気なの？」

「はい。もし夕方になっても帰ってこなかったら、ギルドマスターに報告してください」

「夕方になってもって……」

「大丈夫です。俺は元冒険者でしたから」

「だからって、テプトくんが行く必要はないと思うわ。それに、二十階層から下は、Ｂランクのパーティで挑まなければいけない階層よ？　一人で行くなんてムチャよ！」

　うーん、どういったものか。少し思案してからセリエさんを納得させる言葉を考える。だが、そんな言葉など見つかるはずもなく、彼女の疑わしげな視線だけが強くなっていった。時間はあまりない。俺は、セリエさんを納得させることを諦めることにした。

「セリエさん」

「なに？」

「俺はムチャなことはしません」

「信用できないわ」

「できなくて構いません。それは、俺だけがわかっていればいいだけですから」

　そう言って、強引に話を切ろうとしたが、セリエさんが咄とつ嗟さに俺の腕を摑んで急に険けわしい表情をした。

「なにそれ？　それで私が行かせると思ってるわけ？」

　明らかに怒っていた。だが、引き下がるわけにはいかない。

「思ってませんよ。ただ、行かなければならないでしょう？」

「その人員があなたである必要はないと言っているの」

　彼女も引き下がるつもりはないらしい。張り詰めた空気が周囲に漂ただよいはじめ、他の冒険者やギルド職員たちも何事かと視線を向け始めていた。

　これ以上の話し合いは、俺をただ不利にしていくだけだと感じ、俺は最も嫌いな方法をとることにした。

「セリエさん……すいません！」

　その瞬間、俺は力で彼女の手を振り払い、そのまま冒険者ギルドを出る。

「あっ！　ちょっと待ちなさい！」

　後ろで聞こえるセリエさんの声。だが、俺は止まることなく走った。我ながら最低な方法だと思ったが、あの場から抜け出すにはそれしか思い浮かばなかったのだ。

　走りながら町の人たちを追い越していく。タウーレンにあるダンジョンは町外れにあり、どう急いでもそれなりに時間がかかってしまう。はやる気持ちを抑えつけて、人とぶつからないように走った。
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　ダンジョンとは、傍はたから見れば四角い大きな岩にしか見えない。しかしそれはただの見ために過ぎず、中には階段があり、その下は想像もつかないほど広い空間が何層も続いている。人が造ったとは思えない精せい巧こうで巨大すぎるその建築物は、やはり人ではない何かが造り上げたものなのだろう。それは、いつ、何の目的で造られたものなのか誰にもわからない。わかっているのは、ダンジョン内では魔物が際限なく湧いているということ、ある程度階層を降りれば、人じん智ちを超えたアイテムが手に入るということだけだ。

　ダンジョン入口に着くと、急いで門番をしている兵士に駆け寄った。

「カウル？　あぁ、毎回金髪の女性冒険者を連れた無ぶ愛あい想そうな奴か、確かに通ったな。最近見てなかったから気になってたんだ。二日前ぐらいか？」

　門番の兵士が覚えていたのは幸いだった。確かにあの二人は少し目立つ。カウルは大きな大剣を背負っているし、ソフィアは美人だ。最近見ていなかったというのは、パーティメンバーを探していたからだろう。だが、彼らはそれを諦めて二人だけで行ってしまった。それは、冒険者時代の俺とも重なる部分がある。俺が冒険者を諦めたのは、一緒にダンジョンに潜ってくれる仲間を探せなかったからだ。そう考えれば、彼らを連れ戻すのは俺が適任であるようにも思える。

　彼らの気持ちはわかる。だからこそ、やはり止めに行かなければなるまい。

「ありがとうございます」

「ギルド職員がなぜこんなところまで？　って……おい！」

　事情を説明している暇はない。俺は、兵士を無視して入口を押し通った。

　ダンジョン内部は、外よりも気温が低く感じられた。灯あかりといえるものはないものの、壁自体が淡あわく光を放っている。これだけでも、この建造物が普通の洞どう窟くつではないことがわかる。この光を放つ鉱石は魔ま晶しようと呼ばれている。魔晶とは、ダンジョンを形成している鉱石で、ダンジョンや精霊が住む洞窟などでしか発見されていない。魔晶は、魔ま素その薄い空気に触れると光が消えてしまうため、そのまま採石することはできなかった。

（この感じ、久々だな）

　ダンジョンに入るのは約三年ぶりで、懐かしさが込み上げてくるものの、今はそれに浸っている場合ではない。二日前ということは、生きていればすでにかなりの階層を降りていることになる。冒険者がダンジョン探索にかける時間は、平均しておよそ二日。それは、目標とする階層によっても違ってくるのだが、道具や食料や、体力や精神的なことも考えれば、長く潜ろうとする冒険者はいない。と考えれば、二人は戻ってきていてもおかしくはないのだが、『ランク外侵入』を知った以上はどちらにしても放っておくことはできない。ここは最悪を想定し追いかけるのが最善だと思う。

（最悪三十五階層くらいか？）

　彼らが階層を進んでいるとして、ある程度の場所を予測する。あの四人組が冒険者ギルドに戻ってくるのに一日かかっているとすればだいたいそこぐらいだろう。だが、あくまでも予測に過ぎない。四人組から詳細な話を聞かなかったことを今さら後悔した。

「まぁ、今できることをやろう」

　そう自分に言い聞かせて、まずは三十五階層を目指すことだけに集中する。普通に行けば、どんなに急いでも半日はかかってしまう。ダンジョン内の一階層は想像以上に大きく、元の世界で例えるなら小さな遊園地ほどの広さがあった。しかも道は入り組んでおり、そこに住まうのは遊園地のキャラクターではなく、命を狙ってくる魔物なのだ。階層の攻略は容易ではない。魔物を倒す実力と体力、それに正解の道を辿たどる勘と技術が必要だった。地図などというものはない。もしも作ろうとする者がいたならば、その人は一生かけてダンジョンに潜り続けなければならないだろう。それは気の遠くなる話だ。

「とりあえずタロウを喚よび出すか。……我が声に応えよ『ヘルハウンド』！」

　俺は、召しよう喚かん魔ま法ほうにて召喚契約を結んでいる魔物を呼び出す。地面に魔法陣が浮かび上がり、そこから一匹の黒い犬が現れた。

『お喚びか？』

「あぁ、手伝ってほしいんだ」

　タロウは魔物特有の赤い目をランランと光らせながら辺りを見回す。

『ここは……ダンジョンか』

「そうだ。久しぶりだろ？」

　冒険者時代、俺はよくタロウとダンジョンを探索していた。仲間がいなかった俺にとっては、タロウだけが共に助け合える存在だった。

『主人は、冒険者を辞めたのだろう？』

「訳あって、三十五階層あたりまで潜らなきゃならなくなった。しかも急ぎだ」

『急ぎ……それで我を喚んだわけか』

「魔素の感知はお前の方が上だからな。もちろん報酬も用意する」

『承った』

　ダンジョンには、魔素が絶えず漂っている。その魔素はダンジョンの下の階層から噴き出しており、下に行けば行くほど濃度が濃くなる。魔素の強さと生息する魔物の強さは比例するため、階層を降りれば降りるほどに魔物の強さは強くなる仕組みだ。ということは、魔素の流れを読み、濃度の濃い方へと進めば、それが順路となる。俺は魔力感知のスキルを有しているが、魔素の流れを読むことはできない。だが、タロウにはそれができた。以前は、魔力量の高い魔物を目印としてダンジョンを進んでいたのだが、タロウがいることにより大幅にダンジョン攻略が進んだのである。タロウを喚びだしたのはそのためだった。

『はぐれるなよ』

「頼んだ」

　タロウは全身の毛を逆立てて静かにうなり声をあげた。その直後、物凄い速さでダンジョンの薄暗い道を走りだした。

「『夜目ナイトラン』」

　俺は夜でも昼間同様に視界をクリアにするスキルを発動し、タロウに続く。こうして、図らずしもタロウとのダンジョン攻略が幕を開けた。
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　───ダンジョン三十三階層。

　カウルとソフィアは、息を殺して座り込んでいた。カウルの方は壁にぴたりと張り付いて、その先の通路を窺うかがっている。もう、この状態のまま三十分近くが経たとうとしていた。彼が見つめる先には、三メートルはあろうかという毛むくじゃらの蜘く蛛もが通路脇の壁に張り付いて動かない。六個ある目は赤く光を帯び、蜘蛛が紛まごうことなき魔物であることをまざまざと見せつけていた。おそらく眠っていはいないのだろう。目の下にある口元の触角は、わらわらと動いている。

　蜘蛛の魔物が火の魔法に弱いことは知識として知っていた。だが、カウルは火の魔法を使えない。対して、ソフィアは火の魔法を使えたが、おそらくこの階層の魔物には通用しないであろうことは、これまでの戦闘で嫌というほど理解していた。

「カウル、後ろから魔物の気配」

　隣からソフィアが小さく声をあげた。彼は、舌打ちしたい気持ちを抑えて唇を嚙み締める。

（イチかバチか、特攻をかけるか？）

　おそらく、蜘蛛の魔物はかなりのスピードを持っている。加えて足は八本、攻撃の手数はあちらの方が上だろう。カウルはその大剣により一撃で魔物を屠ほふる攻撃力を備えていたが、速度はどうしても劣ってしまう。彼は、特攻をかけるような戦闘に向いていなかった。だが、この状況ではどうすることもできない。こういう時に、強力な魔法を使う仲間がいれば、とも思ったが、それは今さら思ってみたところで仕方のないことだった。選択肢は二つ、前にいる蜘蛛に攻撃を仕掛けるか、後ろの魔物と対たい峙じするかのどちらか。だが、後ろの魔物はまだソフィアが気配を感じただけで、どういった魔物であるかわからない。戦闘の音に感づいて蜘蛛の方が迫ってきたら、挟み撃ちにされてしまう。考えている余裕はない。必然的に、前に進むしかなかった。

　汗ばんだ手のひらをゆっくりと服で拭ぬぐい、大剣を握りなおす。腰を浮かせて戦闘態勢をとってから、ソフィアにわかるよう蜘蛛のいる方を指さす。見てはいなかったが、彼女が頷うなずくのを感じた。

「行くぞ」

　そう言って駆け出そうとしたその時、突然、それまで動くことのなかった蜘蛛がピクリと反応し、猛もう然ぜんと二人のいる通路へと走ってきた。蜘蛛の速度は思っていた以上に速く、毛むくじゃらの足がすぐ目の前まで迫ってくる。

「伏せろ！」

　咄嗟に隣のソフィアの体を抱えて地面に伏せる。その直後に真上を蜘蛛の巨体が通り過ぎた。間近に聞こえる足音、微かすかに揺れる地面、それにどうすることもできず、彼らはただ縮こまるしかない。

　…………。

　運良く踏ふみ潰つぶされることはなく、蜘蛛が遠ざかる気配だけを感じた。

「……カウル」

　胸の中で、か細い声がカウルを呼んだ。ソフィアの体力と精神力は、続く緊張感のせいで、限界に近くなっている。どこかでゆっくりと休まなければならないと思った。だが、そんな場所など果たしてあるのかどうか彼にはわからない。だから、安易に期待を持たせるような発言はできなかった。

「進もう」

　そう言って立ち上がる。それしかなかった。そうすることしかできなかった。

「うん」

　ソフィアもよろめきながら立ち上がる。

　───ドシン。

　それは通路全体を揺らすほどの振動。立ち上がったソフィアが、それに躓ひざまずいてカウルの肩に摑まる。

（今度はなんだ）

　それは先程まで蜘蛛が陣取っていた通路の先。微かに魔物の気配を感じた。ソフィアも気づいたのか、肩を摑む手に力が入る。

　───ドシン。

「後ろの魔物はどうなってる？」

「待って……今の蜘蛛の魔物と接触したみたい。魔力の乱れを感じるから、争ってるんだと思う」

　それからカウルは、蜘蛛の魔物が急に動き出した理由に気づく。きっと、蜘蛛の魔物はカウルたちよりも早く振動に気づいたのだろう。そして、身の危険を察知した。だから、逃げるように動き出したのだ、と。

　───ドシン。

　それは、先ほどの蜘蛛を遙はるかに凌しのぐ魔物。二足歩行をしているが、その体は歪いびつで、バランスも危うい。

「……ゴーレム」

　それが新たに現れた魔物の名前。地面を振るわす振動は、ゴーレムが歩く時のものだった。

　ゴーレムは、通称ダンジョンの番人と呼ばれている。なぜなら、ゴーレムはダンジョンにしか現れず、その巨体によって通路を塞ふさぎ、冒険者の行く手を阻むからである。精巧に造られたようなダンジョンとは違い、彼らは壁から突とつ如じよとして生まれるため、キレイな形を成していることはない。そして彼らの最大の特徴は、魔晶でできた体により、魔力耐性が通常の魔物の比ではないところにあった。故に、魔法が効きにくく倒す方法としては物理的な攻撃によって体を砕くしかない。だが、ゴーレムの体は硬く、その巨体のせいもあって物理攻撃が通りにくい。「ゴーレムを確認したら引き返せ」そんな言葉が冒険者たちの間に伝わるほどにゴーレムとは厄介な魔物だった。蜘蛛の魔物は、それを察知して逃げたのだろう。

　───ドシン。

　そのゴーレムは、体と壁をこすりながらこちらに近づいてくる。きっと、そうやって移動してきたのだろう。肩から腰にかけての部分が削けずれているように見える。目玉のない頭も天井部分とこすれて、歩くたびに魔晶の欠片かけらを足元に落としていた。

　後ろには二匹の魔物、前からはゴーレム、逃げる通路などもない。

　再び絶体絶命のピンチ。そう思われたが、なぜか、カウルは微笑ほほえんでいた。

「ソフィア、離れていろ」

　それだけ言うと、カウルは迷うことなくゴーレムに向かって進む。

　カウルが先ほどの蜘蛛の魔物に抱いていた懸念は、速度と手数の二つだった。それさえどうにかできれば、彼は蜘蛛の魔物を倒す自信はあったのだ。そして今、その懸念事項は、魔法が効きにくいことと物理攻撃が通りにくいことの二つに変わる。だが、それはカウルにとっては得意分野と呼べるものだった。

「助かったよ」

　彼は、迫り来るゴーレムに向かってそう呟く。大剣を握り、意識を集中させ、あれだけ躊ちゆう躇ちよしていた特攻をかけた。ゴーレムはそれに反応することはない。ただ、歩みを進めるだけだ。カウルは大剣を構えて跳躍すると、ゴーレムの膝ひざめがけてそのまま大剣を振り下ろす。

　彼の体とゴーレムの巨体を考えれば、そんな一いつ閃せんなど取るに足らぬものに思えたのだが、直後に大剣を打ち付けたゴーレムの膝が音をたてて砕け、巨体が一気に傾いた。カウルは、そのまま大剣を大振りして反対の膝にも打撃を加える。すると同じように反対の膝も砕けてゴーレムが壁を激しく削りながら崩れたのだ。

　離れて見ていたソフィアは、その様子を驚きの表情で見ていた。

　完全に崩れたゴーレムは、必死に動こうともがくものの、立ち上がることはなかった。

「……ふぅ」

　カウルが、息を吐いて緊張を解く。彼は、ソフィアが思っている以上に強かった。二人はランクで言えば同じＢだったが、その中身は天と地ほどの差があったのだ。

　いつの間にこんなにも強くなったのだろう……。

　ソフィアはそう思わずにはいられない。巨大なゴーレムを難なく倒すその姿は、パーティを組んだ当初は考えられなかったからだ。

　ソフィアがカウルとパーティを組んだ時、彼はまだ今の戦い方を確立させてはいなかった。持っていた武器は大剣ではなく、片手剣だった。攻撃よりも速さを重視し、その頃は反対の手に盾たてを装備していた。メンバーの誰よりも先に戦闘を始め、彼だけで戦闘を終わらせてしまうこともしばしばだった。考えてみれば、彼の強さというのは、その頃から突出していたように思う。武器を変えたのは、パーティメンバーの一人がダンジョン探索中に死んだ後だった。カウルは「初手で倒せていたら死なせることはなかった」と言い、両手持ちのバスタードソードに変えたのである。ソフィアは「そんなことはない」と彼に言ったが、彼が納得することはなかった。その後、カウルは戦い方を変えたにもかかわらず、戸惑うこともなくその戦い方を修得してみせる。速さは今までのように機敏ではなかったものの、彼は自身の戦闘センスのみで魔物の隙を突いて勝利をもぎ取り続けた。だが、ダンジョン探索が進み、現れる魔物の強さが上がるにつれ、なかなか初手で倒すことができなくなっていった。組んでいたメンバーが死んでしまったのは、そんな時だった。それからカウルは、バスタードソードをより重い大剣に持ち替えた。今まで積極的に戦いを始めていた彼の戦い方は、慎重なものに変わり、確実に魔物を倒すことだけに特化していった。それもこれも、全て仲間を助けるためだったことをソフィアは知っている。だが、そんな想いとは裏腹に、組んだメンバーはことごとく死んでいった。その度にカウルは大剣をより攻撃力の高いものに持ち替え、気がつけばどの冒険者よりも大きな大剣を背中に背負うようになっていた。だが、それでも不幸の連鎖が止まることはなかった。メンバーは死に続け、いつしかカウルは『仲間殺しのカウル』と呼ばれるようになる。

　そうなってしまう根本的な原因をソフィアは知っている。

　カウルは逃げないのだ。どんな状況にあっても彼が魔物に背を向けることはなかった。がむしゃらにダンジョン探索を続け、ひたすらに下の階層を目指す。そんなにも彼が必死になる理由もソフィアは知っていた。それは、ハンナという女性の存在。カウルが前に語って聞かせてくれた冒険者になった理由は、そのハンナという女性と再会することにある。だから、彼はそれを叶かなえるためにダンジョンに潜り、Ｓランクに必要なアイテムを目指すのだ。

　それは、他人から見ればやはり『仲間殺しのカウル』と言わざるを得ない理由かもしれない。なにせ、自分の夢を叶えるために他人の命を犠牲にしているのだ。彼がどんなに仲間を想い戦闘スタイルを変えたところで、結果が伴ってなければ意味はない。だが、そんな彼に対して、ソフィアが何か言うことはなかった。いや、言えなかったという方が正しいかもしれない。なぜなら彼女自身もまた、自分の夢のために他人の命を犠牲にしている者だからである。

「行こう」

　カウルが言い、ソフィアはハッと我に返った。こんなにも苦しい戦いを強しいられていてもなお、彼は進むことを口にする。それでも、ソフィアは静かに頷いてカウルの後に続いた。

　なぜ、そんなにも進み続けるのか、自分の命を大切に思う常人には理解できない。

　だが、それでよかった。それは、カウルとソフィアの二人だけが理解し合っていればよいものだった。










　───ダンジョン一階層。

『右だ』

「右ね」

　ダンジョンの薄暗い通路をタロウは爆走し、魔素が流れてくる道を教えてくれる。俺はそれに従い、ついて行くだけだった。幾度となく続く分かれ道を、タロウは速度を維持したまま壁を器用に蹴って方向転換しつつ進む。俺は風の魔法を使用して滑るように続いた。

（前に何かいるな……）

　スキル『気配察知シツクスセンス』と『魔力察知マジツクセンス』を同時発動して前方の様子を探っていると反応があった。それはすぐに視認できるシルエットとなる。

　ゴブリンだった。しかも、一体ではない。どこで作ったのか手にはこん棒を握り、まだ俺たちが見えてないのか、キョロキョロと辺りをうかがっていた。ゴブリンの討伐適性ランクはＤ、正直、ダンジョンに入ることができる冒険者なら相手にもならない。いわば雑ざ魚こである。

『戦うか？』

　タロウが聞いてくる。ゴブリンならば戦ったところで時間はとられないだろう。走りながらでも瞬殺できるからだ。だが、奴らは厄介なことに八体で通路を塞いでいた。時間をかければ負けることはないが、そんな時間さえも今は惜しい。

「彼かの者に天罰を『落雷サンダーボルト』」

　俺は空間魔法にてナイフを取り出すと、それをゴブリンの集団頭上めがけて投げる。それはタロウを追い越してまっすぐに飛んで天井に刺さると、そこから魔法陣が現れて光が起こった。

　バリバリ、そんな音とともにゴブリンの集団に電撃の線が落ちる。












　スキル『複写コピー』でナイフに雷魔法を付与させたのだ。これならば、足を止めることもない。

　俺とタロウがゴブリンの残ざん骸がいを通り抜けるとき、肉の焼ける嫌な臭においがした。明らかに過剰攻撃だが、早く敵を倒すにはこの魔法しかない。他の魔法だと発動してから命中するまでに時間がかかり、追いついた俺とタロウが被弾してしまう可能性があるからだ。

『ふん……奴らにはもったいない』

　タロウがボソリとそんなことを呟いた。わかってるよと、心の中だけで返す。

　その後も、時折魔物が道を塞ぐことがあったが、同じようにして倒していく。タロウが道案内をし、俺が障害を取り除く。その役割を保ったまま一階層を走り抜け、ようやく見つけた階段を躊躇することなく駆け降りた。

　ダンジョンは広く、どこまでも同じ景色が続くため、階段を数えていなければ自分が今何階層にいるのかわからなくなってしまう。わからなくなった時に、自分のいる階層を知る手段が魔物だった。ダンジョンの一階層から十階層までは比較的弱い雑魚しかいない。一階層から十階層はそんな雑魚の魔物が頻ひん繁ぱんに現れる。十階層を越えると現れる魔物の強さが上がり、十五階層を越えるとその魔物たちが多くでてくる。そんな風にダンジョンの階層は分かれていて、まるで、『誰か』がわかりやすいように整理をしたようだった。

　まぁ、本当に整理された結果なわけだが。

　俺は知っている。ダンジョンにはダンジョンを管理する者がいることを。それはダンジョンマスターと呼ばれる存在。彼らは人ではなく魔物でもない。もしかしたら神にも似た存在なのかもしれない。俺はこの世界に転生した時に本物の神に会っている。だから、そんな奴らが他にいても不思議はなかった。ダンジョンマスターの存在は、公おおやけにされていない。彼らが言うには、基本的に知られてはいけないことになっているらしい。だから冒険者で知っている者がいるのかどうかもわからない。だが、俺がラントという町で冒険者をしていた頃に、その存在と接触していた。

　できるなら、俺はそのダンジョンマスターと会いたかった。彼らは、ダンジョン内の全てを把握している。もしも会えたならば、カウルとソフィアの詳細を問うことも可能だろう。だが、その術すべを俺は知らない。ラントでダンジョンマスターと接触できたのは、奇跡にも近かった。そんな奇跡を意図的に引き起こすことも、ダンジョンマスターが現れるのを待つことも、今の俺にはできなかった。

『休憩は？』

「必要ない。このまま目的の階層まで突き進む」

『衰えてはいないようだな』

「なめるなよ。これでも現役で冒険者をやれる」

『そうか……もう、冒険者には戻らぬのか？』

　先を走るタロウの表情は見えなかったが、その声は少し寂しげに聞こえた。

「……今のところは」

　無意識に、そう答えていた。

『そうか』

　俺はダンジョンに潜る時は基本的に一人だった。Ｃランクに上がり、パーティでなければ入ることができない階層があると知るまでは、仲間を探したこともなかった。それまで、俺はダンジョンではタロウと常に一緒だった気がする。こうして階層を効率よく探索するのも、その中で編み出したものだった。

　───一緒にパーティ組みましょうよ。

　そう言ってくれたソカの言葉が頭をよぎる。

　俺は決して、冒険者が楽しくないわけじゃなかった。というより、最高に楽しかった。戦闘に関して苦戦することなどなかったし、新しい発見は刺激的ですぐに一日が過ぎた。……そんなこと、冒険者を辞めるまで気づきもしなかった。ただ、俺は冒険者では何も成すことができないのだと諦めただけだったのだ。楽しくあるだけでは、満足しなかった。俺は、俺ができる最高の人生を送りたいと思っていた。それこそが、楽しいことだと勘違いしていた。

　今からでも戻れるのだろうか。

　不意にそんなことを考えてしまう。もしも戻れたなら、俺は何も求めはしないだろう。なにせ、冒険者であること自体に価値を見いだせたからだ。一緒に誰かとパーティを組んで、その日暮らせるだけの金だけ稼いで、なんの苦もなく、ただ、のんびりと。

　それは、俗に言う幸せというやつかもしれない。誰かが欲しくて欲しくてたまらないものかもしれない。それを俺は、手にすることができるのかもしれない。

　だが、果たして本当にそれでよいのだろうか？

　何も求めず、何の苦もなく、それは俺が欲した人生だっただろうか？

　俺は、それを期待して神から能力を得たのだろうか？

　……違う気がした。俺は、前世での俺を見返すために、能力を欲したのだ。だから、冒険者では何も成せないとわかった時に、ギルド職員となることを決めたのだ。

　それは、わがままだろうか？

　この世界に転生してから、俺は迷ったことなどなかった。目標がはっきりしていたからだ。何かを成す。それはとてもあやふやな言葉に聞こえるかもしれないが、少なくとも俺にとってははっきりとした目標だった。なんだってよかったのだ。だから、それにそぐわないものは簡単に切り捨てることができた。実家の鍛冶屋を継ぐことを切り捨て、冒険者を切り捨て、今俺はギルド職員をしている。

　もし、ギルド職員でもその目標を達せられないとわかったなら、俺はそれすらも切り捨てるのだろうか？

　───テプトくんには辞めて欲しくないな。

　セリエさんはそう言ってくれた。それだけで、ギルド職員をしている価値はあると思えた。だが、その価値とは、俺が望むものなのだろうか？

　わからなくなっていた。俺は初めて、この世界でどうするべきなのかを迷っていた。

『おい！』

　突然、タロウの叫び声が聞こえて我に返る。気が付くと、目の前にダンジョンの壁が迫っていた。

「うおっ！」

　風魔法を噴射して勢いを殺す。止まった時には、壁まであと数センチという所だった。いつの間にか通路が分ぶん岐きしていたらしい。すでにタロウは左へと道を進んでおり、俺は気がつかなかったようだ。

『主よ、どうした？』

「悪い、考え事をしていた」

　それに、タロウはぐるると喉を鳴らす。

『休憩するか？』

　タロウが戻ってきて見上げてくる。その赤い瞳はまっすぐに俺を見据えている。

「いや、必要ない」

　力なく笑って答える。今は、そんな時ではない。

『……わかった』

　それだけ言い、タロウは再び走り出す。俺もそれに続いた。そう、今は俺自身のことを考えている場合ではない。別のことに気を取られて、俺の身になにかあれば本末転倒もいいところだ。俺はセリエさんを振り切ってここにきた。せめて、その責任だけは果たさねばならない。できると、俺が信じて行動したのだから。

　意識を集中し、俺はやるべきことだけを頭に思い浮かべる。カウルとソフィアを連れ戻す。それが、今やるべきことだ。

　その後も、破竹の勢いで俺とタロウはダンジョンを駆ける。

「なんだ!?　ギルド職員!?」

「ヘルハウンド!?　なんでこんな階層に!?」

　時折、ダンジョンを探索する冒険者たちと出くわしたが、俺とタロウは無視して進んだ。一人の者もいれば、仲間と共に探索をする冒険者もいた。みんな、それぞれに『冒険者』をしていた。それに、俺が何か言うことはない。

『ランク外侵入』は、冒険者にとってタブーである。自分の実力に見合っていない階層に侵入することは、自殺するのも同然と言えたからだ。それをパーティメンバーに強要することも、人として最低と言える。だから、それに反したカウルとソフィアには苦言を呈さねばならない。経緯など知らないが、ダメなことはダメなのだ。ルールとは、守るためにあるのだから。

　冒険者ギルドにて、二人の救出を四人組冒険者に依頼して断られた時、俺は彼らに怒りが湧いた。Ｂランクという位置にいながら、平然と自分の命が惜しいと恥ずかしげもなく言い切る彼らに、失望を覚えた。だが、そんなことは冒険者には当たり前なのだ。それがわかっていたから、俺は何も言わなかった。

　ギルド職員として、二人には言わねばならない。そして、その意味をわからせなければならない。それが今の俺にできることだった。

　俺とタロウは、なおも通常ではありえない速度でダンジョンを降りていく。十五階層に到着した時点では、一階層から出発してまだ四時間程しか経過していなかった。

　ボス部屋がある二十階層まで……もうすぐだった。





　　　　　※






　───ダンジョン三十五階層。

「はぁ……はぁ……」

「少し休もう」

　カウルがそう言うと、ソフィアはその場に言葉もなくへたり込んでしまう。それを見届けると彼は大剣を抜き払い周囲を見回す。

「カウルは……休まないの？」

「俺は疲れていない。見張りをする」

　疲れていないわけなどなかった。が、それよりもソフィアの消しよう耗もうの方が激しかった。カウルはその理由に気づいていた。周囲を漂う魔素のせいである。ダンジョンは降りれば降りるほどに魔物が強くなる。そもそも、ダンジョン内を漂う魔素の濃度が違ってくる。魔素とはこの世界ならばどこにでもあるものだが、濃すぎると耐性のない者には、毒とも成り得た。三十五階層に降りてから、その魔素の濃度が急激に上がったのである。だが、それはもっと先の階層を目標とする二人にとって、予測し得るものだった。だから、文句などでるはずもない。これは余談だが、濃度の高い魔素の中でも平気でいられるアイテムが実は存在した。冒険者の中には、それを所持している者もいて、初心者の冒険者なんかは、いつか来たるダンジョン探索のためと言いそれを買い求める光景も昔はあった。値段は金貨三枚で、決して安くはない。一時期、このアイテムがとある町の冒険者の間で流は行やったことがあった。魔素が濃くても安心という売り文句で売られていたそれは、瞬またたく間に彼らに浸透し、それを持っていなければ冒険者とはいえないまでのものとなっていく。だが、その流行りは翌年ぱったりと止んだ。実力の伴っていない冒険者が、より深い階層へと潜れるようになったことで、冒険者の『ランク外侵入』が多発し、死亡者数が激増したからである。これに対して、国はそのアイテムの販売を中止させ、今や所持している者は少ない幻まぼろしのアイテムとなっていた。

　もちろんカウルもソフィアもそのアイテムを持ち合わせてはいない。だから、彼らは体が魔素の濃度に慣れるまで、我慢しなければならないのだ。特に、ソフィアの症状は酷ひどく、この先のダンジョン探索に不安を残している。

「もう……大丈夫」

　ソフィアが言って、ゆっくりと立ち上がる。大丈夫とは到底思えない表情に、カウルは顔をしかめた。だが、それを口にすることはなかった。

「そうか」

　それだけ言って、大剣を背中に背負う。ここは休憩ができるような場所ではなく、いつ魔物が襲ってくるかわからないダンジョンであることを二人は理解していたのだ。

　カウルとソフィアは黙って歩く。口数は皆無だった。とはいえ、普段から彼らが交わす言葉はほとんどない。その理由としてあげられるのは、カウルが無口だからである。彼は、他の人と言葉を交わすことに苦手意識を持っていた。というのも、彼が路地裏で生活をしていた頃は、言葉など必要なかったからだった。必要なのは、生き残るための意志と他人を蹴け落おとすための力のみだった。それを考えれば、カウルがこうして誰かと共にいること自体、大きな進歩と言える。間違いなく、彼を拾ったハンナの功績だろう。

　それを、カウル自身は自覚している。自分が口下手であることは、重々承知していた。だが、だからといって無理に言葉を語ろうとすることはない。自分にできることは、行動によって結果を生み出すことであると割り切っていたからだ。そして、それをソフィアも重々承知していた。だからこそ、彼女がカウルに多くの言葉を求めることはなかった。

　傍から見れば、その二人の関係性は異様と言えた。なぜ、二人がパーティを組んでいるのか、なぜ、二人は共にいるのか、それを見ただけで判断することはできない。

　カウルはＢランク冒険者の中では飛び抜けた実力を持っていた。対し、ソフィアはＢランク冒険者の中では最も弱いと言えるかもしれない。そんな二人は、パーティを組んで、無茶とも思えるようなやり方でダンジョン探索をする。

　何故だろうか？

　それは、カウルとソフィアだけがわかっていればよいことだった。だから、彼らはその理由を他の者に話したことはない。これまでパーティを組んだことがある仲間にさえも……。

　今は、まだ。





　　　　　※






　俺が、最初にボス部屋に挑んだのは、冒険者となって四ヶ月経った頃だ。

　その時は入念な準備をして挑んだのを思い出す。ボス部屋にいたのは大蜘蛛で、部屋の内部はそいつの子蜘蛛でひしめきあっていた。一体一体はさほど強くもないのだが、数が多いと危険度は跳ね上がる。二十階層は、仲間と協力して挑む階層だったが、その頃の俺は自分を過信していた。

　───ダンジョン二十階層。通称ボス部屋。

『ようやくここまできたか』

「意外と早かったな」

『当然だろう。我が道案内をしているのだから』

「……そうだったな」

　目の前にあるのは先の見えない通路ではなく、四メートルはあろうかという巨大な扉だった。二十階層は他の階層とは違い、ボス部屋のみがある階層である。

「……おかしいな。普通は門の前にいれば勝手に開くんだけど」

『中で誰か戦っているのではないか？』

「それか、ボスがまだ復活してないか、だな」

　だが、いくら待っても門が開くことはなかった。そんなことは初めてだ。不審に思い、門を何度も触ったりして調べてみたが、開く気配は一向になかった。

「……仕方ない。押し通るか」

『押し通る？』

「あぁ。門が開かないのなら、こちらからこじ開ければいい」

　タロウは少しだけ首を傾かしげた。

『どうやってだ？』

「こうやってな」

　俺は空間魔法を使い、右手に大剣を出した。

『なんだ……その剣は』

「見せたことなかったか？　俺の最高傑作だよ」

　それは、刀身は分厚く橙だいだい色いろに淡く光っている両刃の大剣。俺が、以前自分のために造った剣だった。名を『業火エンバーザ』という。冒険者が使う剣は、魔力を通すためにミスリル鉱石でできているが、これはそのミスリルの純度が違った。そういった剣を造ろうと思っていたわけではなかったのだが、なぜだかその時だけは、剣が本来の姿を体現しようとするかのように自然とできあがっていったのだ。名前も自分で考えついたとは言いい難にくい。完成した時に、その名前が頭の中に浮かんだからだ。

『それでどうしようというのだ？』

「これは並みの剣じゃない。まず、耐久値が桁けた外はずれなんだ。だから、俺が思い切り振っても、壊れることがない」

『思い切り？　主は、今まで思い切り剣を振ったことがないのか？』

「あぁ。振れば、剣が一回で使い物にならなくなるからな」

『すまぬ……言っている意味がよくわからないのだが』

　それに笑ってしまった。

「まぁ、見ててくれ」

　それから、俺はエンバーザを構える。

『主よ……まさか』

「『溶断！』」

　そして、一瞬で門に向かい振り抜いた。

　直後、門に一線の筋が入り、そこからプシュッという情けない音とともに煙が立ち上った。タロウが呆気に取られているなか、その部分を足で押すと、ズレた下の部分が向こう側に倒れ、崩壊した。

『信じられん。かなりの厚さがあったはずだが』

「まぁ、こんなもんだ。この剣には、どうやら火の属性が付与されてるらしくてな？　剣としての性能も高いが、魔ま剣けんとしての性能も持ち合わせているんだ」

『それを、主が造ったというのか』

「そうだ。まぁ、こんなにも完成度の高い剣を造ったのはこの剣の一度だけだが。それにこの剣には、まだ隠された機能があって───」

『ガアアアアアアッ』

　気分良くエンバーザの話をしている時だった。門の向こう側から、耳をつんざくような雄お叫たけびが聞こえた。エンバーザの一閃によって見えるようになったボス部屋の中には、三メートルはあろうかという巨大な牛にも似た魔物がいる。その頭には、太く長い角つのがあり、それをこちらに向けて息巻いていた。

「バイコーンか」

　その魔物はバイコーンといった。闘牛を連想させる動きで、今にもこちらに駆け出してきそうである。

『相当に怒っているようだ』

「門を破壊されたからか？　それとも勝手に部屋に入られるのが嫌だからか？　どちらにしても思春期の男子みたいな奴だな？」

『……どちらも違うと思うぞ』

　タロウが呆れ交じりに言う。ボス部屋だというのに、なんとも緊張感のない会話がバイコーンにも伝わったのか、奴は再び怒りにも似た雄叫びを上げ、こちらに向かって本当に駆け出してきた。

『どうする？　我が行くか？』

　タロウは自分の三十倍はあろうかという巨体のバイコーンに対して、臆おくすることなく前に出た。さすがはＡランクのヘルハウンドといったところか。二十階層程度の魔物では恐怖すら覚えないのだろう。

　まぁ、それは俺も同じなんだけどな。

「いや、俺が行こう。怒らせたのは俺だと思うし」

　そして、俺はタロウの前に出た。バイコーンは尖とがった二つの角を左右に振りながら猛然と突進してくる。足が地面を踏み鳴らす度たびに振動が伝ってきた。それはまるで、トラックが自分に向かって突っ込んでくるかのような場面を彷ほう彿ふつさせる。おそらく、直じかに受けたら即死だろう。

「よっと」

　それを横に跳んで躱かわす。後ろにいたタロウも同じように避よけ、バイコーンはまだ残っている門に勢いよくぶち当たった。

「門に時間を食われたから、あまり遊んでる暇はないな」

　俺はエンバーザを構える。バイコーンは、門から頭を離して首を振った。門には奴の角が刺さった跡があり、そこからヒビが入っている。

　───バチバチ。そんな音が聞こえた。

『気をつけろ。角に電撃を纏まとっている』

　見れば、バイコーンの二本の角の間に、幾線もの電気が走っている。

（雷属性か）

　魔物が魔法を使うことは少ない。魔物はその体自体に魔力を宿しているため、そういったことをせずとも物理攻撃だけで魔法並の攻撃力を有する。いわば、生きている魔法のようなものだ。それは、防御面に関しても同じことが言える。だからこそ、魔物は魔力なしでは倒すことができなかった。

　安易に触れたりしなくてよかったと思った。もし触れていたなら、バイコーンの雷魔法によって痺しびれていたかもしれない。もしもそれで動けなくなっていたら、あっという間に突進の餌え食じきだろう。

「腐ってもボスということか」

　バイコーンが蹄ひづめで地面を叩く。二回目の突進をしてくるつもりだろう。俺がどうしようかと迷っていると、バイコーンは先程とは段違いの速度で突進をしてきた。

「うおっ！」

　咄嗟に横に転がり、その突進を躱す。一回転してからそのままの勢いで立ち上がり躱した場所を見れば、先ほどは速度を制御できず壁にぶつかったバイコーンが、今度は止まって俺を探していた。

（おいおい……どうなってんだよ）

　明らかに、バイコーンの動きが変わった。加えて、角だけに走っていた電気の線が、今度は体全体に走っている。

『また来るぞ!!』

　バイコーンの赤い瞳が俺を捉とらえる。瞬間、今度は何の予備動作もなくバイコーンが突っ込んできた。その動きはもはや動物的ではなく、本物の雷魔法を体現しつつあった。予想外の動きに、俺は避けることしかできず、再びボス部屋の地面を転がる。

「こいつ……突進の度に速くなってやがる」

『何をしてる！　早く倒せ！』

「わかってる……よっ！」

　地面に手をついて、土魔法を発動する。魔力が地面を伝い、バイコーンの足を捕らえるため盛り上がった。まずは動きを止めなければならない。

　だが、その前にバイコーンが再び突進をしてきた。土魔法が空振る。

「チッ」

　俺は、地面から手を離して突進から逃れる。立ち上がるとすでにバイコーンは次の突進を始めていて、俺は途切れることなく転がって避けなければならなかった。

「こいつ……本当に……二十階層の……ボスか？」

　以前、冒険者をしていた頃は、二十階層程度のボスはここまで強くなかった。入ったダンジョンは違うが、それに関する冒険者規定の内容はどの町でも統一されている。つまり、ダンジョンが違うからといって、出てくる魔物の強さに違いはないということになる。

「くそっ」

　だが、目の前のバイコーンは明らかに強さが違った。ランクで言えば、Ａ～Ｓ相当はあるように思える。二十階層のボスは、どんなに強くてもランクはＢというのがお決まりであるため、この状況は異常といえた。

「仕方ないな」

　俺はため息を吐いてから、自分もバイコーンと同じように雷魔法を発動する。

（ここで使うハメになるとはな）

　電気が自分の体を走り、動きに対しての抵抗を一切感じなくなる。突進してきたバイコーンを、今度はらくらく躱した。

「あまり魔力を消費したくないんだ。一撃で終わらせる」

　エンバーザを構える。徐々に速度を増すバイコーンの動きが、はっきりとわかった。そして、何度目になるかわからない突進に向かって、俺はエンバーザを振り抜いた。

『ゴォォオオ』

　突進の勢いがなくなり、バイコーンは停止して悲痛な雄叫びをあげる。そして、ブォッという風音が聞こえたかと思うと、奴の体が瞬く間に燃え上がった。ドシンという音をたててバイコーンは倒れ、炎がその体を燃やしつづけた。

『倒したか？』

　部屋の隅に退避していたタロウが駆け寄ってくる。

「見ての通りだよ」

　バイコーンは、いまだ燃え続けて全く動かない。すでに絶命していた。

『しかし、なぜ急に強くなった？』

　やはり、タロウも気づいていたらしい。

「わからない」

　俺はそう答えて、その場に座る。

『怪け我がでもしたのか？』

「いや、少し休んで魔力を回復させる。ここから先は、あまり油断できないからな」

『なるほど……確かに』

　俺は空間魔法にて、魔力回復のポーションを取り出すと、一気にそれを飲んだ。体が熱くなり、今の戦闘で失った魔力が徐々に回復するのを感じた。

　なぜ、バイコーンが急に強くなったのか全くわからなかった。原因としては、門を壊したことにより奴が怒ったことがあげられるが、それが強さに繋がったとは考えにくい。タロウは例外だが、高度な知能のない魔物というのは動きが単調になりやすく、怒った場合は倒しやすくなるというのが一般的な考えだった。故に、わざと魔物を怒らせてから戦闘に入るベテラン冒険者もいた。

（なんだったんだ……いったい）

　そう思った時だった。突然、ボス部屋の奥にある下へと続くもう一つの門が、音をたてて開き始めたのだ。

『ボスを倒したからか』

「いや……」

　俺はタロウの言葉を否定する。奥にある扉は、無理やり入ってきた門同様に、目の前に行かなければ動くことはない。それは、俺が冒険者をやっていて経験としてわかった事実だった。ボスを倒したからといって、勝手に開くようなものではないのだ。

　門が完全に開く。その先は下の階層へ行くための階段があった。それは良いのだが、もう一つ、現状に似つかわしくない光景があった。

「子供？」

　そこには、白はく髪はつの少年が立っていた。年の頃は十歳くらいだろうか？　身長は低く、なぜか屈くつ託たくのない笑みを浮かべている。格かつ好こうは冒険者風だが、俺はそんな幼い冒険者をタウーレンで見たことがなかった。

『魔物か？』

「この階層はボスだけのはずだが……」

　少年は、笑みを浮かべたまままっすぐに俺たちの方へと歩いてきた。その間、様々な考えが頭を駆け巡る。

（まさか）

　そして、考えついた可能性の一つに、俺は心臓が跳ねるのを感じた。

（まさか……まさか……）

　少年は目の前までくると、軽くお辞儀をする。

『何者だ？』

　タロウが牙きばをカチカチと鳴らした。

「それはこっちのセリフかな？　強化したバイコーンを倒すなんて、君たち一体何者？」

　その言葉で俺は確信する。間違いなかった。

「驚いたな……まさか、こんなにも早く会えるとは」

「僕を知ってるの？」

　少年は訝いぶかしげな視線を送ってくる。俺はそれに頷いてみせた。

「あぁ。お前はダンジョンマスターじゃないのか？」

『この子供がか？』

「おっどろいた。なんで、ダンジョンマスターの存在を知ってるの？　普通は知らないはずなんだけど」

　少年は、わざとらしく手を上げて驚いた。

「以前ラントという町のダンジョンでダンジョンマスターを名乗る女性と会った」

『そういえばいたな。ことあるごとに説教をしてくる女が』

「あー……それはたぶん姉ちゃんだね」

「姉弟きようだいだったのか」

「ううん。僕が勝手にそう呼んでるだけ。血の繋がりなんてないし」

　平然と少年は言う。

「なんだ、ダンジョンマスターを知ってるなら話は早いや。確かに僕がこのダンジョンの主ぬし、ダンジョンマスターだよ」

「やっぱりか」

「まぁ、君たちがなんで姉ちゃんと会ってるのかは別に聞かなくていいや。ダンジョンのことはダンジョンマスターに一任されてるから僕が何かいうことじゃないし。僕が今君たちに前に現れたのは、もっと別の理由なんだ」

「別の理由？」

「うん。君たち……というか、君だね。タウーレンの冒険者じゃないのに、どうしてこのダンジョン内にいるのかな？」

「何を言っているんだ？」

「ダンジョンの探索は、その町で登録している冒険者しかできないっていう決まりがある筈はずだけど？」

　少年の言葉に、俺は眉まゆ根ねを寄せずにはいられなかった。

「なんでその決まりを知ってる？」

　確かに、冒険者は冒険者登録をした町のダンジョンしか探索してはならないと、冒険者規定にて決められている。それは、ダンジョンで取れる魔石が関係していた。魔石は売ったらお金になり、商業ギルドを通して町の市場に流通される。魔石は人々の暮らしを豊かにする物であるため、その町の財産とも言えた。その財産権は当然町にあり、もっといえば、その町を領地として治める領主にあった。その関係で、他の町の冒険者がダンジョンに入って魔石を取っていかぬよう、他の町の冒険者は、ダンジョンに入ってはいけないことになっているのだ。

「あったりまえじゃん！　僕はなんだって知ってるよ？　だってダンジョンマスターだからね？」

　いや、その理屈は知らないが。

「だから、君がタウーレンの冒険者じゃないことも知ってるよ。勝手にダンジョンに入ったことも。そのために、バイコーンを強くして排除しようとしたのに、まさか本当に倒しちゃうとは思わなかった」

「それで急に強くなったのか」

「そうだよ。もしもタウーレンの冒険者じゃなかったら、門は開かないようにしてあるんだ。それでも無理やり入ってきたら、絶対に勝てないようバイコーンを強化するよう仕組んでおいたんだよ。……なのに、君はそれを倒しちゃった。君は一体何者？　何が目的なの？」

　少年の発言に、俺は一つの疑問が浮かんだが、とりあえずは自己紹介をしておくことにする。

「俺は、タウーレン冒険者ギルドの職員だ。目的は、『ランク外侵入』をした二人の冒険者を連れ戻しにきた」

　そう答えると、少年は目を見開いてしばらく黙っていた。が、やがて盛大に噴き出して今度は笑い出す。

「あっははは！　なにそれ！　ギルド職員？　噓でしょ？」

「噓じゃない。本当だ」

「じゃあ、君はランク外侵入をした冒険者のために、命をかけてここまできたってわけ？　そんなに強いくせに？　ギルド職員？　あはははっ……はぁ、────もうちょっとマシな噓ついたら？」

　少年は腹を抱えて笑っていたが、やがて息を整えて俺に冷めた言葉を浴びせた。その表情に笑みはなく、殺気を帯びた瞳には、幼さの欠片もない。

「噓じゃない」

　だが、俺はその瞳にたじろぐことはなく、はっきりとそう繰り返した。

「そんなに強いギルド職員がいるわけないじゃん。なに？　もしかして『聖なる地』からきた人？」

（聖なる地？　何のことだ？）

　少年の言葉が理解できずにいると、突然タロウが間に割って入ってきた。

『ダンジョンマスターを名乗る少年、確かに主は他の冒険者とは比べるまでもなく強いが、噓は言っていないぞ』

「君は、彼と契約を交わした魔物だね？　しかも魔素から生まれたわけじゃなく、正真正銘の純血だ」

『我を、そのへんの魔物と一緒にするな』

「なるほどね……僕は人をあまり信用してはいないけど、魔物は信用できると思ってるんだ。魔物はよくも悪くも素直だからね」

　その発言が、少年が人ではないことを決定づけた。やはり、ダンジョンマスターとは人ではない別の何からしい。

「だったら、君の言っていることが噓じゃないとしよう。君は、その『ランク外侵入』をした二人を探しに来たとする」

「そうだ」

「確かに、今も探索をしてる二人組がいるよ？　偶然か本当か、君の言っていることは正しい」

「本当か!?」

「うん。でも、かなり苦戦してるみたいだね？　死んじゃうのも時間の問題かも」

「頼む。その二人のところまで連れて行ってくれ」

　俺はその場に手をついて、少年に頭を下げた。

「なんか……僕が階層を行き来できるみたいな言い方だね？」

「……ダンジョンマスターならできるだろ」

　思わず顔を上げて少年を見つめる。

「はぁ……姉ちゃん、そんなことまで教えちゃったのか」

　諦めたように少年は呟いた。

　ダンジョンマスターは、自由に階層を行き来できる。その事実を知っているのは、俺がラントのダンジョンで会ったダンジョンマスターがそれをしていたからに他ならない。その当時、俺とタロウはダンジョン内でやりたい放題していたため、それに怒ったダンジョンマスターによって、目の前に現れて毎回一階層に強制送還されていたのである。

「……今回だけ特別だよ？」

「助かる」

　俺は、再び頭を下げた。これで探す手間がかなり省ける。

「まぁ、どうせ君が壊した門を直さなきゃいけなかったし、ついでだね」

　そう言うと、少年は何もないところから、いきなり本を出した。空間魔法だろうか？

　分厚く、黒い本だった。表紙には何も書かれていない。

「えーと……」

　彼は本を開くと、これまたどこから取り出したのか、筆を手に持って何かを本に書き込んでいる。

「ここをこうして……こうやって……」

『奴は何をしている？』

「さぁ……俺に聞くなよ。わかるわけないだろ」

「できた！」

　その声と同時に、突然入口の門が時間を巻き戻すかのように修復されていくのが見えた。呆気に取られていると、今度は近くの地面が音をたてて動き出す。それはまるで意思を持ったかのように形作られていき、しばらくするとそこには、下へと続く階段ができあがっていた。

「ここから、その二人がいる階層まで行けるよ。三十五階層まで繋げた」

「ここは二十階層だよな？　そんなことできるのか？」

「できるよ？　少し歪な階段になっちゃたけど」

「まじかよ……別に転送でもよかったんだが」

　俺はカウルとソフィアがいる階層まで転送されることを予想していた。わざわざ階段など造らなくてもよかったのにと思ったのだ。

「君……自分が今とんでもないワガママを言ってるのに気づいてる？　転送は苦手なんだよ」

「すまない、ラントでは階段じゃなく、転送されてたんだ」

　そう言うと、少年は困ったような表情をする。

「転送されるなんて、一体何をしたらそうなるの？」

「まぁ……ちょっとな」

『ダンジョンを少しばかり過ごしやすく造り変えようとしただけだ』

「おい！　タロウ！」

『我をその名前で呼ぶな！』

「なるほど……姉ちゃんが怒りそうなことだ」

　少年の顔は呆れ顔に変わった。

「それに姉ちゃんは、そういった魔法が得意だったからね。僕にとっては階段を造ってしまう方が楽なんだよ」

「だが、いつまでもこの階段をそのままにしておくつもりはないだろ？」

「当たり前じゃん。ちゃんと時間制限をつけたから、そのうちなくなるよ」

　時間制限？

「あー……、ちなみに、この階段はあとどれくらいでなくなるんだ？」

「一応、五時間に設定しておいたよ」

「……五時間」

「うん。行きで二時間、帰りで二時間。まさか、帰りのことまで心配してくれるなんて思わなかったでしょ？　僕って優しい」

『主よ。こいつの言っていることが本当なら、急がねば』

「あぁ、そのようだな」

　俺は立ち上がり、すぐに階段へと近づいた。それから少年に振り返り「ありがとう」とお礼を言った。

「別に大したことはしてないよ。このことは内緒にしてくれればいいからさ。それと──」

「それと？」

「まぁ、言っちゃってもいいかな？　これは僕の能力なんだけど、君からは凶きよう星せいが見える。このままだと、とんでもない災いが降りかかるよ」

「災い？　災いってなんだ？」

「そこまではわからないんだ」

　なんだよそれ。それじゃあ役にたたないじゃないか。

「……まぁ、頭の片隅には入れておく」

「信じてないね？　ひどいなぁ。僕の予言って結構当たるんだよ？　だからこれをあげる」

　言って、少年は何かを投げてきた。それを摑つかむ。

「もしも僕の力を借りたい時は、それに魔力を込めなよ。どんな所にでも僕を喚びだせるから。使えるのは一度きり、使いどころはよく考えてね？」

　それは小さな指輪だった。内側に、読めない文字が彫ってある。

「なんで俺にこんなものを？」

「うーん、なんとなく……かな？　そうした方がいい気がしたんだ」

「それも予言ってやつか？」

「予言というより、予感かな」

「ラントのダンジョンマスターはそんなこと言ってなかった」

「姉ちゃんにはそういった能力ないからね。僕だけなんだ」

「そうなのか」

「そうなんだよ」

　そう言って少年は笑った。

「わかった。ありがたく貰っておく」

　笑顔でその指輪をしまったが、内心使うことはないと思った。

（ダンジョンマスターの力を借りる時っていつだよ）

「うん、それじゃあね」

「あぁ」

　そうして俺とタロウは、ダンジョンマスターを名乗る少年が造ってくれた階段を駆け降りる。降りている間、もしかしたらこれは罠わななんじゃないか？　という考えが頭をよぎったが、その時は容よう赦しやなく暴れさせてもらうことにして考えを振り払った。










『グアアアアァァ』

　体長三メートルはあろうかというケンタウルスが、そんな断だん末まつ魔まの叫びを上げて倒れる。その音だけが、あたりに響いてこだました。

　カウルは、ゆっくりと大剣についた血を払った。

「今ので他の魔物が気づいたかもしれない。行こう」

「……カウル」

　心配そうな表情で、ソフィアは彼の名前を呟つぶやいた。

「問題ない」

　それに、カウルはそう答えてしまう。問題がないわけなどなかった。二人は確実に消しよう耗もうしてきている。加えて、これから先の階層ではもっと強い魔物が現れる。ソフィアには、それを倒す実力はない。カウルだって、一人でどこまでやれるのか見当もつかない。そんな状況下において、問題ないと答えたこと自体が問題かもしれない。

　だが、カウルはそう言うしかなかったのだ。

　そして、そのことにソフィアは気づいていた。ソフィアは自分自身が全く役にたっていないことを理解していた。まざまざと見せつけられていた。だから、強がりを見せるカウルに、何も言うことなどできない。言えば、彼を傷つけてしまうことは目に見えていた。

　───それでも。

「カウル……もういいよ。戻りましょう」

　その言葉を口にする。歩きだしたカウルの足がピタリと止まった。

「なにを」

「もういい。これ以上見てられないの」

「何が見てられないんだ？」

「カウルが……あなたが傷ついていく姿を」

「俺は傷ついていない。魔物だって倒している」

「でも、これ以上先に進んだら、本当に死んでしまうかもしれない」

「死なないかもしれない」

「それはただの希望に過ぎない。カウルには、死んで欲しくない」

「だが、戻ったところでどうなる？　お前は───」

「私は進むから大丈夫」

　その、ソフィアの発言にカウルは鈍器で殴られたかのような衝撃を受けた。

「今、お前だけで行くと言ったのか？」

「うん。私はどちらにしても進まないといけない。でも、カウルは違う。今ここで進まなくたって、何度でもチャンスはある」

　衝撃によって思考停止した頭が、徐々に回転しはじめる。それによって湧わき上あがってきた感情は、怒りだった。

「俺がいないとお前だけじゃ無理だ」

「そんなの、やってみないとわからない」

「わかるだろ！」

　抑えきれずに、つい声を荒らげてしまう。それをカウルはすぐに後悔した。無理だと断言してしまうことは、彼女が弱いと、役立たずであると遠まわしに言っているようなものだったからだ。

「いや……その」

「いいの。わかってる」

　治まってきた怒りの波が、再び荒々しく動いた。無理だとわかっていながら、それを口にしたソフィアに腹がたったのだ。

「わかってるなら、なんで……そんなこと」

　だから、言わなくてもいいことをつい口にしてしまう。ソフィアは一瞬だけ悲しそうな表情をしたが、それに対し何も言わなかった。

「行こう」

　その空気に耐え切れず、全てを放置してそう促うながす。何もかもが嚙かみ合あってなかった。それが仕方ないことなのだと自分に言い聞かせてみても、心までは納得してくれなかった。

「……カウル」

「もう、何も言うな」

　カウルは、ソフィアの言葉を遮さえぎる。これ以上の会話は無意味だと思った。

　まるで、全く先の見えない道を歩いている気分だった。

　それを認めたくなくて、カウルは沈黙を欲する。ただ闇やみ雲くもに突き進むことだけが、それを考えない唯一の手段だと感じたのだ。しかし、それもいつまで持つのかわからない。本当にすべきことは、この状況から抜け出すこと、つまり……進むことを諦あきらめて逃げることなのだが、それをしたところで、二人の現状は変わらないだろう。

　逃げることも、進むこともままならない。どちらも大切で、どちらも選べない。

　目標とする階層まではまだまだあった。こんなところで立ち止まっている暇などないはずなのに、それもさせてもらえない。

　もどかしかった。それで焦あせっても仕方ないとわかっていながら、それでも焦ってしまっていた。

　二人は、自身でわかるほどに疲ひ弊へいし、精神的にも肉体的にも限界を感じていた。

　不意に、カウルは強大な魔ま力りよくを感じる。今までに感じたことのない魔力量に身構える。それに気づいたソフィアも同じように身構える。

　やがて、奥の通路に赤く光る二つの目が見えた。その目は、確かに二人を捉とらえている。

「ソフィア……」

　赤い目はまっすぐに近づいてくる。

　そして、現れたのは一匹の黒い犬。その姿をカウルは知っている。

（ヘルハウンド……なぜ、この階層に）

　ヘルハウンドは二人を凝視してから、牙きばを剝むきだしにして笑う。

『やるか？　小僧』

　カウルは目を見開いて驚きよう愕がくした。喋しやべる魔物など見たことがなかったからだ。しかし、そんなことを考えている場合ではない。カウルは戦闘に入るため、足に力を込め───。

「！」

　カウルは今までに感じたことのない殺気に身を竦すくませる。

（なんだ……これは）

　その殺気のせいか、急に体が重くなる。膝ひざをついてしまいたい衝動に駆かられる。しかし、彼は踏ん張ってそれを堪こらえた。

　代わりに、後ろでソフィアが膝をついた音を聞く。

　鼓動が速くなる。大剣を握る手に汗が滲にじんだ。

「はい、ストップ」

　と、そこへヘルハウンドを飛び越えて、奥から一人の男が現れた。男は、ヘルハウンドとの間に着地を決めると、ゆっくりと立ち上がり笑顔を向ける。

「カウルとソフィアだね？」

　あまりの展開に、二人はついていくことができない。しかし、そんな彼を無視して男はヘルハウンドの方に振り返る。

「どうやらここは本当に三十五階層のようだ」

『らしいな』

「今、お前戦闘態勢に入ろうとしただろ」

『むっ……なんのことだ』

「とぼけるなよ。魔力の波長が鋭くなったぞ」

『……魔ま素そにあてられたのだ。わざとではない』

　それに、男はため息を吐ついた。

　カウルは再び驚愕していた。目の前の男はヘルハウンドと会話をしている。それは、ありえない光景だったからだ。

（何者だ）

　男を凝視すると、彼はギルド職員の制服を着ていることがわかった。ということは、男はギルド職員らしい。……ばかな。そんな笑ってしまいそうな光景に、カウルは幻覚を見ているのではないかと思えた。そして、気づく。その男の顔には見覚えがあった。それは、何日か前にギルド内で会った正真正銘のギルド職員だったのだ。





　　　　　※






　危ないところだった。タロウが戦闘を始めていたらどうなっていたかわからない。タロウの異変に気づき、殺気をだしてタロウを牽けん制せいしたものの、もう少し遅れていたらタロウは二人に嚙みついていたかもしれなかった。タロウは魔素にあてられたのだといった。確かにそうかもしれない。なにせ、周囲を漂う魔素は、二十階層と比べると天と地ほどの差があったからだ。

　俺はタロウの返答に納得してから、カウルたちの方に向き直った。

「探したよ」

「探した？　俺たちをか？」

「そう。君たちを、だ」












　後ろにいるソフィアは、手を地面について呼吸を整えていた。カウルの装備は傷だらけで、表情には疲れが見て取れた。それだけで、二人が一ひと筋すじ縄なわではいかない探索をしてきたのだとわかる。

「なぜだ？」

　カウルは言った。なぜ？　そんなのは決まっている。

「助けにきた。君たちが二人だけで三十階層を降りたことは、他の冒険者から聞いた」

「はっ！　それでわざわざここまできたのか？　冗談も大たい概がいにしてくれ。どこに、ここまで駆けつけるギルド職員がいるんだ」

「ここにいる。それに勘違いして欲しくないが、別に助けにきただけじゃない。君たちがやっていることは『ランク外侵入』に該当する。それを見過ごすわけにいかなかったというのもあるんだ」

「それは……」

「すでに、身をもって体験したと思うが、二人だけでこの階層を探索することは無む謀ぼうだ。もしかしたら何か策があるのかと思っていたが、君たちの様子を見る限りないようだね？」

「仲間が足りないと言いたいんだろ？　だが、探しても誰も協力してはくれなかった」

「それでもルールはルールだ。それをクリアしている他の冒険者はたくさんいる」

「…………」

「これでわかってくれたかな？　さぁ、ギルドに戻ろうか」

　そう言って、カウルに近づく。だが、彼は一歩引いて大剣を構えた。

「……どういうつもりかな？」

「お前は本当にギルド職員か？　そもそも、職員がここまでこれるわけがない。それに、そこの魔物もだ……喋る魔物など見たことがない」

　そう言って、カウルは敵意を込めた視線を送ってきた。

「ソフィア、気を抜くな。これはまやかしだ」

『どうやら、痛い目に遭あわなければ信じてはもらえぬようだな』

　タロウが唸うなり、一歩前にでる。

「おい、やめろ」

　そう言った時だった。カウルが斬りかかってきたのである。

（……はぁ、なんでこうなる）

　俺は、それを咄とつ嗟さに空間魔法でだした剣によって受け止める。辺りに金属音が響いた。

「なっ!?　馬鹿な。片手で!?」

「それ以上やると敵対行為とみなす」

　そして、カウルに向けて殺気を放つ。受け止めた大剣に力がなくなり、カウルは膝をついた。

「この殺気……さっきのは」

「カウル！　もう止やめて！」

　それはソフィアの声だった。

「お願いです。……もうこれ以上は無理です。それに、この人たちがまやかしではないことぐらいわかります」

　彼女の言葉に、カウルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をした。

「まだやる？」

　一応そう問いかけると、彼は首を横に振った。

「俺の……負けだ」

　カウルは言う。二人とも項垂うなだれ、疲れ果てていた。

　そんな時、不意に後ろから魔物の気配を感じた。

「タロウ」

『その名で呼ぶな』

　名前を呼んだだけで伝わったのか、タロウは魔物の気配がした方へと走り去る。その後、断末魔の叫びと共に魔物の気配が消えた。

「……なんなんだお前は。たった一人でここまできて、強力な魔物を従えて……本当にギルド職員なのか？」

「そうだ」

「俺にも、それくらいの力があれば」

　カウルは悔しそうに呟いた。そんな彼に、ランク外侵入をしたのには何か理由があるのだと感じた。

「なぜ、ランク外侵入をする必要があったのか聞いてもいいか？」

　早くダンジョンマスターが造ってくれた階段に戻りたかったが、それを聞くぐらいの時間はあるだろうと判断する。

　だが、カウルは答えようとしなかった。

「私のせいなんです」

　代わりに答えたのはソフィアだった。

「ソフィア！」

「カウル、もういいの」

　ちょうどその時に、タロウが戻ってきた。

『終わったぞ』

「ありがとう。あと、悪いがもう少しだけここにいる。近づく魔物は残らず倒してくれ」

『ふん、造ぞう作さもない』

　それから、俺はその場に腰を下ろした。

「で、理由は？」

　ソフィアに問いかけると、彼女は意を決したように話し始めた。

「私は、とある呪のろいにかかっています」

「呪い？」

「はい」

　そう言うと、ソフィアは袖そでを手首から捲まくり上げてみせた。

「……それは」

　そこには、黒い筋のようなものが根を張るように刺青いれずみがされていた。そして気づく。その刺青には、微量の魔力が流れていることに。

「この模様が全身に回った時、私は死にます」

「それが呪いか」

「はい。……この呪いを受けたのは、十歳の時です。それまで私は貴族でした。しかし、貴族とは言っても名ばかりで、少しだけ大きな家に住んでいたこと以外は、質素な生活をしていたんです。ある日、仕事から帰ってきた父が、『ようやくこの貧乏な生活から抜け出せる』と、喜んだことがありました。私も母も、その理由を聞きましたが、父はその場では答えず、ただ私たちに『安心しなさい』と笑うだけでした。……父が言っていたことは後にわかったのですが、どうやら魔ま核かくを手に入れたようでした」

「魔核……」

　魔核とは、魔ま石せきよりも純度の高い鉱石である。違いとしては、魔石は魔素が固まったものであり、魔物から取れるのだが、魔核は自ら魔素を放出する。故ゆえに、膨大な魔力を必要とする船の動力として使用され、とてつもない金額で取引される。

「魔核はとても希少な鉱石です。父は、貴族の知人から、安く譲ってもらったのだと言っていましたが、実はそれは魔核ではなく、実験によって作られた紛まがい物ものだったんです。父はそうとは知らず、莫ばく大だいな金をつぎ込んで船を造りました。もともと私の家系はそういった建造関係の仕事を得意としていた貴族だったため、船は順調に造られていきました。その頃の父はよく言っていました。『たとえ貴重な物でも、それを扱うことができなければ宝の持ち腐れだ』と。そう言って、魔核で船を造り上げることを自慢したかったのかもしれません」

　そこまで聞いた俺は、十年ほど前に話題になった事件を思い出した。小さな村にも伝わってきた大きな事件だ。それは、巨大な一いつ隻せきの船が沈んだ話。船には多くの貴族や、王族が乗っていた。だが、その船は港を出航してから、何日経たっても戻ってはこず、ある時、壊れた船の残ざん骸がいだけが波打ち際に打ち上げられた。

（たしかその船の名前は……）

　記憶の糸を手た繰ぐり寄せて船の名前を口に出す。

「オルノイス……号」

　船の製作に尽力した貴族の名前から取ったものだったはずだ。

「知っていたのですね。そうです。その船はオルノイス号。私の本名はソフィア・オルノイス。大罪を犯して処刑されたラゼル・オルノイスの娘です」

　俺は、その事実に唖あ然ぜんとするしかなかった。

「詳しいことはわかりませんが、紛い物の魔核を作っていた研究所は潰されたそうです。また、それに関わった多くの貴族が没ぼつ落らくしました。当然、私の家も取り潰しとなり、私と母は世間から逃れ、隠れるように生きなければならなくなりました。生活は一変し、私は母と、共についてきてくれた付き人の三人で、ボロい小屋での生活を強しいられました。そして、一年ほどたったある日、付き人が私たちを裏切りました。私たちに恨みのある人間に居場所を教え、消息不明となったのです。私がいつものように小屋に帰ると、見知らぬ男がいて、母は殺されていました。私に気づいた男は下げ卑びた笑いを浮かべ、私に呪いをかけたのです」

　そこまで話し終えると、ソフィアは浅く息を吐いた。思い出したくないことだったのだろう。肩が少しだけ震えていた。

　その肩に、カウルが手を置く。

「ソフィアにかけられた呪いは死の呪いだ。解く方法は一つしかない」

　そこまで聞いて俺はようやく理解した。彼が、なぜ『ランク外侵入』をしたのか。

「なるほど。五十階層にあると言われている希少アイテム『祝福のペンダント』か」

「そうだ」

　カウルは険けわしい表情をしたまま頷うなずく。

「『祝福のペンダント』は、身につけた者に及ぶあらゆる魔を振り払うアイテム。そしてその効力は、それを手に入れた者にしか与えられない。ソフィアはそのアイテムを手に入れるために冒険者となった。そして、俺はその手助けをしている」

「呪いをかけた男は、『祝福のペンダント』のことだけを告げて去りました。私は、母の死を悲しむ暇もなく、なけなしのお金だけを持って町を彷徨さまよいました。運良く、宿屋の主人に拾われ、そこで私は五年働きました。そしてその頃から、この呪いの証あかしが体中に伸びてくるようになったんです。私は宿屋の主人に別れを告げて冒険者となりました。カウルと出会ったのはその時です。事情を話したら、この身の呪いを解くまで協力してくれると言ってくれたのですが、私には問題がありました」

「問題？」

「はい、私は冒険者には向いていない万能型なんです」

　彼女はそう言って、自虐的な笑みを浮かべた。

「Ｃランクまでは普通でした。私は他の人に比べてスキルを多く修得していましたし、魔法も火と風が使えます。私の愛用の武器は弓ですが、剣もそれなりに扱えます。苦戦はしましたが、Ｂランクにもなんとかなれたんです。ですが、そこまででした」

「能力の限界か」

「はい。半年ほど前から私の能力は伸びなくなりました。いくら魔法を使用しても、強くなる魔物に効かなくなっていったのです。弓も効かなくなりました。私が放った矢には、魔物を倒すほどの魔力が込められていなかったのです。その頃に組んでいたパーティメンバーはカウルと同じで私の事情を知っていて、それでもいいよと言ってくれていました。ですが……ある日、その仲間の一人が、私を庇かばって死にました。とても……良い人でした。よく、私を……励ましてくれていました。……その後も」

「もういい」

　途切れ途切れに言葉を継ぐソフィアを、カウルが制した。

「悪かった。その後はなんとなく想像できる。君たちのことは調べたからね」

　俺は、辛つらいことを話させてしまったことに少しの罪悪感を覚えた。だが、反面で少し羨うらやましくも感じてしまった。彼女は万能型と言われながらも、それを気にせず受け止めてくれる仲間がいたのだ。

　万能型は冒険者には向いていない。それは能力の限界が来るのが早いからだった。歴史を紐ひも解とけば、実は万能型が栄えい華がを誇った時代がある。他の者とは違う彼らは、選ばれた人間として分類され、万能型というだけで世の中を謳おう歌かできたらしい。だが、時代が進むにつれ、彼らのスキルは魔力を持たざる者には劣り、魔法は魔力を持つ者に敵かなわない事実が発見され、その栄華は衰退の一途を辿たどる。彼らが何かで一番になることはできず、万能型は一気に劣等人間として世の中に周知されたのである。

「事情はわかった」

　俺は立ち上がる。それから、空間魔法でポーションを取り出してから二人に渡した。

「……あのこれは？」

　ソフィアが不思議そうな顔をする。カウルも同じだった。

「とりあえず、魔力と体力を回復しよう」

　それから、俺は回復魔法を二人に施した。緑色のベールが二人を包んで、瞬またたく間まに傷が癒いえていく。訳がわからないというように、カウルが訝いぶかしげな視線を送ってくる。ソフィアも、首を傾かしげた。

「準備ができたら言ってくれ。これから、『祝福のペンダント』を取りに行く」

「なんだと？」

「本気で言っているんですか？」

　そう言ってきた二人に、今度は俺が面食らう番だった。

（あれ？　お前ら、そのつもりだったんだろ？）

「……本気だ。だが、二人にはランク適性試験に何が何でも受かってもらうからな」

　いくら事情があったとはいえ、間違いを犯した冒険者をそのままにしておくことはできない。だが、元々それほどの実力があったのだと証明できれば、なんとかなるだろう。そもそも、ランク外でも階層を降りられてしまえること自体がおかしい。これも早急に解決しなければならない問題なのかもしれないな。

　俺はランク適性試験を考え、もう一つ問題があったことを思い出した。

　Ａランク、ついでに言うとＳランクの適性試験模擬戦闘を行う試験官を務められる冒険者が、現在のタウーレン冒険者ギルドにはいないことだ。いや、いるにはいるのだが、現在はどちらの冒険者も消息不明となっている。一応、行方不明冒険者として捜索依頼は出しているのだが、今まで放置されてきた。そのせいか、近年Ａランクに上がった冒険者はいなかった。というより、希望者がいなかったため事なきを得ている状態だ。バリザスにも資格はあるのだが、どうも奴やつには信用を置けない。新しく試験官を認定してもよいのだが、それを満たす冒険者はいなかった。

　ここを出たら探すか。そう決意する。だが、すぐにそれが難しいことにも気づいた。『依頼義務化』を正式に通すまで、未達成の依頼は俺がこなさねばならないからだ。

（最終手段として、俺がまた試験官をやるか？　……ギルド職員と戦ってＡランクとか、誰が納得するんだよ）

「あの！」

「え？」

　ソフィアの大声で我に返る。

「いくら呼んでも上うわの空そらだったので」

「あぁ、ごめん」

　とにかく、今は考え事をしている暇はなさそうだった。見れば、カウルも準備を整えていた。

「本当にいいのか？」

　カウルは言う。

「何が？」

「この先に進むことだ。死ぬかもしれないぞ」

「そうです。私たちは死んでも文句の言えない冒険者ですが、あなたは違います」

　二人の言葉に、惚ほうけていた俺は思わず笑ってしまった。

「……何がおかしい？」

「いや、さっきまで死にそうな顔していた奴らが何を言いだしたのかと思ってさ」

　カウルの眉み間けんには皺しわが寄る。

「事情はわかった。納得もできた。だから、この先に連れて行ってやるよ。君じゃない、俺がね」

「なんだと？」

「この際だから言っておくが、なぜ君が彼女を連れて行かなければならないんだ？　確かに『祝福のペンダント』は、自分で得なければ効果はない。だから、ソフィアが行くのはわかる。だが、君が行かなければならない理由にはならない。なぜ、もっと早く有能な冒険者に依頼しなかった？」

「それは……」

「止めてください！」

　俺とカウルの間に、ソフィアが割り込んできた。

「私のせいなんです。彼は、本当はもっと戦えるのに……私を守ろうとして……いつも」

　その瞳ひとみは涙で揺らいでいたが、奥底はしっかりと俺を見据えていた。

「まぁ、いい。準備ができたなら行こう」

『ようやくか。話は聞いたぞ』

　タロウが近寄ってくる。先程から、何体かの魔物がこちらにこようとしていたが、寸前で逃げていく気配を感じた。きっと、タロウに気づいて逃げたのだろう。流石さすがにこの階層まで降りてくると、無闇に襲いかかってくる魔物はいないらしい。

『だが、ダンジョンマスターが造ってくれた階段はいいのか？　この先に進めば、時間は足りなくなるぞ』

「仕方ないさ。まぁ、どうにかなるだろ」

　言い争いをしてしまったせいか、ソフィアとカウルは俺から離れて歩く。とはいえ、魔物と遭遇すればお互いすぐに集まれる距離にある。

　正直に言えば、カウルの気持ちがわからないわけではない。彼らには、俺には理解できない絆きずながあるはずだ。そんな絆を持った人を自分の手で守りたいと思うのは当然のことだろう。ただ、それだけでは上う手まくいかないこともあるのだと知って欲しかった。そして、この先に進むことが、当然であると勘違いして欲しくなかった。たまたま上手くいけば、人はすぐに勘違いをしてしまう。それが命取りとなることもあった。そして、残念なことに、勘違いをしている人はそのことに気づかない。だから他人から指摘される。そこで初めて気が付くのだ。

　俺には、指摘してくれる人がいるのだろうか？

　不意に、そんな考えが頭に浮かぶ。俺は、勘違いをしたままこれまでの人生を突っ走ってきた。英雄になるのだと勝手に息巻いて、できなければ勝手に諦めて、一人でいることの理由を勝手に万能型に押し付けてきた。もちろん、それで得られたものもたくさんある。ただ、それでは何も成し得ないのだと気づいた時には遅かった。

　だから。

　俺は二人に嫉しつ妬としてしまっているのかもしれない。

　そこまで考えてから、バカバカしくなった。アホか俺は。

　その後、俺たちは順調に階層を進む。四十階層までは、タロウのおかげで戦闘をすることもなく進めた。ただの探索部隊と化した俺たちは、サクサクと階層を降りていく。

「なぜ、ギルド職員がヘルハウンドを連れている？」

　我慢できなくなったのか、カウルが問いかけてきた。今まで戦っていた魔物が、タロウの存在に恐れおののいて逃げていくことに、プライドが傷ついたのかもしれない。

「戦って勝った時に契約したんだ」

「なんだと？」

「テプトさんてお強いんですね？　なぜ、ギルド職員を？」

　いつの間にかソフィアも近くにいた。

「あー……、実は俺も万能型と言われてたんだ」

「こんなに強い魔物を連れているのにですか？」

「町では魔物は喚よびだせないからね。それに、今では良かったと思ってる。そんなことでしか人を判断できないような連中に認めてもらっても嬉うれしくないから」

　俺は、異世界に転生しただけで何もかもが変わったのだと勘違いをしていた。前世で根付いた負け犬根性は直っていなかったのだ。だからこそ、俺はつまらない人生しか送れなかったというのに。

「テプトさん……」

「昔のことだよ」

　そう、全て昔のことだった。

　再び魔物が襲ってくるようになったのは、四十五階層からだった。

『そっちにいったぞ！』

　前方から、先を行くタロウの声が聞こえた。同時に、全身を鱗うろこに覆われた巨大な蛇へびにも似た魔物がこちらに向かってくるのを確認する。ようやく出番か、と空間魔法で剣を取り出す。

　だが。

「ソフィアを頼む」

　そう言って、カウルが駆かけ出だし、止める間もなく魔物に向かっていく。背中に背負った大剣を抜き放った。その大剣からは、握った手を通して、相当量の魔力を流しているのがわかる。

　蛇の魔物が口から体液をカウルに向かって噴射する。だが、彼はそれを見事に避よけていく。今度は、独特な軌道を描いてカウルに嚙みつこうとするも、彼は華か麗れいなステップを踏んで避ける。

「なんだよ、やるな」

　思わず、そんな言葉が口を突いて出た。

「彼は魔力の流れを読んでいるんです。今まで彼が魔物に対して防御態勢をとったことはありません。全て避けてしまえるからです」

　急にソフィアの解説が入ってきた。うん……見てればわかるんだけどね。

「だからこそ、カウルは一点集中の攻撃ができるんです」

　カウルは跳び上がり、その勢いのまま一回転して大剣を魔物に振り下ろす。蛇の頭が体から離れた。

「彼が傷つくのは、いつも私を庇ったときだけなんですよ」

　カウルは優ゆう雅がに着地を決めた。その姿は、先程とは別人のようだった。

　戦闘力は、すでにＡランクに達していると思える。彼がＡランクに上がれば、仲間探しも簡単になったはずだ。

　それから気づく。やりたくてもできなかったのだと。

　それは、冒険者ギルドにＡランクを試験する冒険者がいないのもそうなのだが、彼がランク昇格を希望しないのは、ソフィアのためなのだろう。もしもＡランクに上がってしまえば、それよりも下のランクの冒険者とはパーティを組みにくくなる。役に立たない冒険者をパーティに入れるほど、彼らは甘くない。ソフィアが、Ａランクに上がる実力を有していないから、彼はそれを希望しないのだ。

（カウルに対する認識を改めないといけないかな？）

　誰かの為に自分を犠ぎ牲せいにするなどそうそうできることではない。それが善よいことだとは思わないが、真ま似ねできる人はいないだろう。そう考えると、カウルを少し見直した。

　彼は戦闘後、何事もなかったかのように大剣を背負いなおす。

「なんだ？」

　その姿を見つめていると、不機嫌そうに彼は言った。

「いや、なんでもない」

「なら笑うな。気持ち悪い」

　どうやら、無意識にニヤついてしまっていたらしい。

　四十七階層に入ってから、途端にタロウに任せっきりの戦闘が長引きだした。魔物が格段に強くなったからだ。そして気が付くと、タロウだけではなく、カウルも戦闘に参加するようになっていた。

『トドメが遅いぞ小僧。判断が遅ければやられるのはこちらだぞ？』

「わかってる。だから用心して近づいた。不用意に近づくのは馬鹿のやることだ」

『我が押さえているのが、信用できないというのか？』

「できないな。さっきも、抵抗されて一旦距離を取ったじゃないか」

『あれも小僧のトドメが遅かったからだ。我のせいではない』

　なんだかんだと言いながらも、カウルとタロウは魔物を倒していく。そのコンビネーションは、戦闘を重ねるごとに良くなっていった。

　ちなみに、二人が戦闘をしている間、俺はソフィアの護衛をしていた。

「うふふ」

　急に、ソフィアが堪えきれないとでもいうように笑う。

「どうした？　急に」

「いえ、カウルがあんなに楽しそうにしているところは初めてみました」

「楽しそう？　そうか？」

　俺には、どう見てもケンカをしているようにしか見えない。

「はい。とても」

「忘れるなよ？　ここはダンジョンの中なんだ。笑ってる場合じゃない」

「すいません」

　そう言いながらも、ソフィアはなぜか嬉しそうに笑った。




　そんなソフィアは、笑いながら自身の内から湧きあがってくる感情を抑えるのに必死だった。少しでも気を緩ゆるめれば、涙が溢あふれてしまいそうだった。これまでの絶望的状況が噓うそのように今は階層を進んでいる。

　信じられなかった。

　彼女は思い出していた。これまでの日々を、カウルの言葉を。

　それは、仲間の死を初めて体験した夜。

　ソフィアは冒険者を辞めると、カウルに言った。仲間が死んでしまった原因は明らかに自分にある。責任を取れるわけではないが、せめてこれ以上の悲劇を繰り返したくなかった。

「ダメだ」

　だが、それをカウルは一いつ蹴しゆうする。

「このままじゃ、私は多くの人に迷惑をかけてしまう。もしも、この呪いを解くことができたとしても、私はそれらを引き換えにしてきたこと……後悔したくない」

　呪いを解くためにはダンジョンに挑まなければならない。だが、ダンジョンに挑めば自分の力不足のせいで誰かが傷ついてしまう。

　この身に受けた呪いではなく、自分の無力を自覚することの方が何倍も苦しかった。

「ソフィア、お前は冒険者というものがわかっていない」

　そんな彼女に、カウルは言った。

「冒険者とは自由な者たちだ。何ものにも縛られない、それが冒険者だ。俺たちは好きでダンジョンに挑んでいる。それに対して申し訳ないと思うのは侮ぶ辱じよくに近い」

「だったら、私が冒険者を辞めることも許してよ！　今の私も冒険者なんだから、辞めることも自由なはずでしょ？」

「ダメだ」

「……なんで」

「俺が許さない。俺は、お前の呪いを解くと決めた。もしも辞めたいのなら、俺を力でねじ伏せることだ」

「私がカウルに勝てるはずない」

「そうだ。だから、お前は俺のワガママに付き合うしかない」

「どうしてそこまで」

「俺がそう決めたからだ。それ以上でも、それ以下でもない」

「そのためだったら、自分が死んでしまってもいいの？」

「俺は死なないし、死ぬために何かをしているわけでもない。たとえそうだったとしても、それを止めることはできない。好きでやってるからだ」

　カウルは無表情で言った。その頃、まだソフィアには彼の微妙な表情の変化を読み取ることはできなかった。

「それじゃあ私は、このままダンジョンに挑み続けるべきなの？　自分の力ではどうにもならないくせに、他人の力をあてにして、のうのうと厚かましく冒険者を続けるべきなの？」

「そうだ」

「そんなの……無理よ。私にはできない」

「その時は笑っていればいい。そんなことを言う必要はない。お前はただ、呪いから解放される未来だけを目指せばいい」

　彼に何を言っても無駄だと思った。それほどに、彼には揺るぎない決意があった。強いなぁ、と思った。自分にはできそうにない。それでも彼はやれというのだ。

「もう遅い。明日のために体を休めろ」

　それだけ言って、その時のカウルは去っていった。

　ソフィアは静かに泣いた。どうしてこうなってしまったのか。なぜ、生きるとはこんなにも辛いのだろう。逃げることも隠れることさえもできない。

　呪いで死ぬことが怖かった。その呪いを解くために、たくさんの人たちが傷つくことも怖かった。世の中は怖いものだらけだ。なのに、怯おびえる暇さえ与えてはくれない。

　これが私に与えられた罰なのだろうか？　父はそれほどの罪を犯してしまったのだろうか？　多分、父はあんな結末になることを少しも予想していなかったはずだ。ただ、家族を、家名を、守ろうとしただけだったのに。

　憎いと、その時初めて思った。父にいい加減な魔核を渡した奴が。そいつがいなければ、家族で暮らしていたはずだった。こんな夜でも、笑っていたはずだった。

　もしもこの身に受けた呪いを解くことができたなら、そいつを探し出して復ふく讐しゆうしてやろう。死んでいたなら、そいつの家族を苦しめてやろう。

　そう考えたとき、涙は止まっていた。苦しいなら、そのために生きればいい。

　その日から、ソフィアは弱よわ音ねを吐くことをやめた。仲間が死んでも、あまり考えないようにした。まずは呪いを解くことだけを考えた。

　カウルはそんなソフィアを、強くなったのだと思っていた。だが、実は違う。彼女には復讐の炎が宿っただけだった。それが、悲しみという感情を薄めているだけだったのだ。










　ダンジョンには、特殊なアイテムがある。それは、特定の魔物を倒さなければ手に入れることができないアイテムだ。

　ソフィアの目標である『祝福のペンダント』も、そのアイテムの一つであり、そういったアイテムは、手に入れた本人に影響を及ぼすとんでもないものだった。現在発見されているものは他に三種類。

　自身の魔力最大値を上げる『魔力の器うつわ』。これはその器に入っている液体を飲めば、その者の魔力最大値が上がるというもの。

　クリティカル率を上げる『確率のサイコロ』。そのサイコロを二回振り、足した出で目めの数掛ける十倍のクリティカル率が手に入る。もしも二回とも『六』を出した場合は百二十パーセントとなるわけだが、百パーセントを超えた場合は、攻撃しただけで死を与えられる死神になれると言われている。まぁ、今のところそんな人は報告されていなかったが。

　スキルを修得しやすくなる『スキルの種』。これを食べた者は様々なスキルを修得しやすくなる。

　これらのアイテムは手に入れた者にしか効果を発揮しないため、持ち帰っても売りものにはならない。だからこそ価値があるとも言われていた。ちなみに、これらのアイテムを手に入れた冒険者は無条件でＳランクになれる。逆に言えば、Ｓランクになっている冒険者は、ほとんどがこのアイテムを手に入れた者だ。そして彼らは、Ａランクまではパーティを組んでいたのに、Ｓランクになった途端にパーティを抜けてしまうことがあった。それは仲間との能力の釣り合いが取れなくなり、上手くいかなくなってしまうためだった。この世界でのパーティは、個々の能力のバランスで成り立っていることが多いため、釣り合いが取れない者はパーティを組めなくなってしまうのである。悲しいがこれが現実だった。

　ちなみに、ギルドマスターであるバリザスも、この分類に当てはまった。彼が手にしたと言われているのは『確率のサイコロ』。出目の数は不明だが、彼の攻撃は魔物をことごとく一撃で倒してしまい、パーティの存在意義をなくしてしまったらしい。

　故に、ギルドの冒険者規定には、どの項目の最後にも『なお、Ｓランク冒険者はこの限りではない』という文が付いている。Ｓランク冒険者は規格外過ぎて、支援や手助けを主とする冒険者ギルドの存在意義さえもなくしてしまうからだった。

　俺たちは、今からそんなアイテムを取りに行くわけなのだが、『祝福のペンダント』、それを得るために倒さなければならない魔物は、ダークドラゴンである。ダークドラゴンは五十階層のどこかにいて、倒すと素材などは手に入らないが、代わりに『鍵かぎ』を手に入れることができるはずだった。はず、というのは実際に試したことがないからなのだが、知識としては知っているので問題ではないだろう。

　俺たちは、五十階層を歩き回りダークドラゴンを探した。

　───そして。

「ようやく見つけた」

　俺は、目の前にいるダークドラゴンを眺めた。黒い光沢のある鎧よろいにも似た鱗うろこ、体長は五メートル程もあり、その雰囲気は、流石はドラゴンと言わしめるだけのものを漂わせていた。

「おい……こいつを倒すのか？」

　カウルが目をダークドラゴンに向けたまま呟く。奴の魔力量に驚いているのだろう。それもそうだ。ここまで戦ってきたどの魔物よりもダークドラゴンは圧倒的な魔力量を誇っている。赤く光る目玉は独特の縦長の瞳どう孔こうをしており、見つめられただけでビリビリと痺しびれにも似た電気が全身を駆け巡った。

「当たり前だろ？」

　俺はそう言って、空間魔法で剣を取り出す。カウルは大剣の柄つかを握り締めたまま動こうとしない。いや、動けないのかもしれない。

（やはり、戦闘は難しいか）

　大抵の者は、ドラゴンを前にすると動けなくなってしまう。ドラゴンは魔物に分類される生物だが、それは分類上の話であって実際は魔物ではない。人間や魔物とは段階の違う生物であるという見方が強く、神にも似た存在であると主張する者もいる。つまり、ドラゴンとは存在がすでに人間を凌りよう駕がしている生物であるため、下位の存在である人間は上位であるドラゴンに本能的に逆さからうことができないのだそうだ。だから、ドラゴンを前にすると固まってしまう者がいる。

「タロウ、二人を頼む」

『我が参加せずともいいのか？』

「何があるかわからないし、タロウが守っていた方が安全だろ」

『……わかった。あと、その名で呼ぶな』

「待て！　俺だって戦える！」

　タロウとの会話を聞きカウルが叫んだが、その表情には陰りがあった。

「普通は出直して、二戦目から戦うのがドラゴン戦のセオリーなんだが、今回はサービスだ。俺が戦ってやるよ」

「一人でか？」

「そう言ってるだろ」

「無茶だ！　こんなの……勝てるわけがない」

　その時だった。ダークドラゴンが鋭い鉤かぎ爪づめでカウルに向け攻撃をしてきた。俺は素早くその前に立たち塞ふさがり出していた剣で鉤爪を受け止める。ブワッと風が起こり、髪を揺らした。カウルは動けぬまま、ただそれを凝視するしかない。

「なんだよ。まだ、話している最中に……失礼だな？」

『我を目の前にし、言葉を交わし続ける方が失礼だと思うが？』

　ダークドラゴンが喉の奥から腹の底を振るわせるほどの声を出した。どうやら、タロウと同じく喋れるらしい。受け止めた剣はその一撃だけで折れそうになっていた。そうなる前に、力だけで鉤爪を押し返す。












『ムッ！　……面白い。まさか、力で押し負けようとはな！』

　ダークドラゴンが歓喜の雄お叫たけびをあげる。それは魔力の余波となってダンジョン内を駆け巡る。ピリピリと肌が痺れるのを感じた。

「おい……死ぬぞ」

　チラリと見れば、カウルは顔面蒼そう白はくになっていた。後ろのソフィアはすでに座り込んでしまっている。

　俺は、折れそうな剣をしまい、エンバーザを取り出した。

『見たことがない剣だな？』

「俺の自作だからな。───『エンバーザ』」

　すると、エンバーザが燃え上がる。魔力が一気に吸われていくのを感じる。

『ほう……真マ名ナ持ちか』

「これならお前を殺せるだろ？」

『確かに、それならば我を殺せるだろう』

「あまりお喋りをしている暇はなくてな？　早く殺させてくれないか」

『我に対してその口のききかた……後悔せぬことだな』

　俺は駆け出すと、瞬間的にダークドラゴンの顔の前に移動してエンバーザを振り下ろす。それをダークドラゴンは腕を上げて防いだ。鱗は硬く、エンバーザの動きが止まった。だがその直後、受け止めた箇所が煙を上げた。エンバーザの熱で溶けたのである。

『グッ！』

　ダークドラゴンは腕を振って俺ごとエンバーザを払いのけた。

『厄やつ介かいな剣だ』

　ダークドラゴンは、こちらに向かってブレスを吐いた。視界に黒い炎が迫る。

「おい！」

　カウルの声が聞こえた。

（わかってるよ……『水の盾ウオーターシールド』）

　水魔法のシールドを、三人を囲むように幾いく重えにも展開する。ブレスは水のシールドを何枚も破壊して迫り、その度たびに白い蒸気が上がり爆発にも似た音が辺りにこだました。やがて視界がクリアになると、周囲の温度はブレスによる熱で急激な上昇を遂げていた。

『まさか、防がれるとは』

「お前じゃ俺は殺せない」

　そう言ってはみたものの、正直危なかった。シールドがあと数枚破壊されていたら、俺はブレスをダイレクトで受けていたのだから。

　間髪入れずに鋭い鉤爪が再び迫る。それをエンバーザで受け止めると、ジュッという音と共に爪が引っ込んだ。

『なるほど、接近戦は不利ということか』

　エンバーザによって溶けた爪を眺めながら、ダークドラゴンは呟く。

「そういうこと。でも、ブレスは魔ま素そが満ちるまで使えないんだろ？」

『フッフッ……よく知っている。お前は同どう胞ほうと戦ったことがあるようだな？』

　ダークドラゴンが使った黒炎は、酸素で燃えているわけではない。ダンジョン内に満ちる魔素で燃えていた。それは、冒険者時代に俺が直接ドラゴンと対たい峙じして得た知識だった。

「ご明察。だから戦い方も心得てる」

『なるほど……まさか、ここまでの者が現れようとはな。我は嬉しく思うぞ』

　そう言って、ダークドラゴンは歓喜に打ち震えた。その体から、大量の霧が噴き出てくる。それは今いる空間を満たし始めた。

（これは……）

　見れば、ダークドラゴンを覆っている鱗がなくなり、トカゲのような肉体をさらけ出している。

『我を守る皮膚は、濃密な魔力でできている。それを解放させてもらった』

　その言葉で、霧の正体を理解する。

「タロウ！　カウルとソフィアをここから遠ざけろ！　この霧は濃度の高い魔素だ。吸い込めば、数分で死ぬぞ」

　瞬間、タロウは何も答えずカウルの脇腹に頭突きをした。

「がはっ」

　倒れるカウル。タロウはその体の下に潜り込んでカウルを受け取め、放心状態のソフィアの襟えり首くびに嚙みつき、通路の奥へと駆け込んだ。

『安心しろ、すぐに死ぬわけではない』

「あいにく、まだ死ぬわけにはいかないんだ『我を護れシー・フイール』」

　俺は、精霊魔法を使用する。すると淡あわい光が体全体を包んだ。

　精霊魔法は精霊と契約を結んでいなければ使用できない魔法だ。だが、その呪じゆ文もんさえ知っていれば、呪文に宿る力だけでも借りることができる。その効果は精霊と契約を交わしている時に比べれば、ほぼ零ゼロに等しいものだが、多少の効果は期待できるだろう。

『その言葉……お前は何者だ？』

　昔、とある精霊に教えてもらった言葉を口にした時、それを知っている者はだいたい俺を何者かと問う。

　俺が何者か？

「ただのギルド職員だよ」

『言っている意味がわからん。そもそも、そのような力を持ちながら、なぜ『祝福のペンダント』まで欲する？』

「必要なのは俺じゃないんだ」

『他人だというのか？　その者のために、そこまでするか？』

「悪いが、俺にとってはただの他人じゃないんだ」

　ソフィアは冒険者、俺はギルド職員だ。その関係性は他人だと言えなくもないが、そう決めつけてしまいたくはなかった。

『フッ、この霧で殺せぬのなら万策尽きた。……だが、簡単には殺やられぬ』

「あぁ、わかってるよ」

　エンバーザを構える。ダークドラゴンは生身の肉体を晒さらしているにもかかわらず、悠然とこちらを見据えていた。

　そして俺は駆け出した。相手は甲かん高だかい叫びを発した後、鉤爪で攻撃を繰り出す。鱗を取ったからか、速度が増していた。それを躱かわし、受け止めて耐えしのぐ。エンバーザがドラゴンと触れる度にその肉を燃やし、辺りには焦げ臭さが漂っていく。

　やがて、その連撃が止み、ダークドラゴンが黒炎を口に含む。周囲には魔素が満ち溢れている。それを吐き出せば、きっと奴自体もただでは済まないはずだ。

　ブレスを吐き出す直前、ダークドラゴンの瞳に決意の色を見た。鼓動が急激に跳ね上がる。

（まずい）

　瞬間的にそう判断して、俺は先程タロウが消えた通路へと走る。ここでブレスを吐かれたら、燃えるどころの話ではない。爆発を起こして体は跡形もなく消し飛ぶだろう。それを耐える自信はなかった。

　通路まであと数十メートル。ダークドラゴンがブレスを吐く。背後で、魔力の圧倒的な膨張を感じた。

「うおおおぉぉ!!」

　通路まであと数メートル。俺はそこに向かって飛び込む。その瞬間、黒い衝撃波が背後から俺を追い抜き、そして着地をする前に爆風によって俺の体は吹き飛ばされた。抗あらがいようのない力が体を襲い、熱風が肺に入り込んできた。

　そのまま、俺の意識は闇の中に引きずり込まれてしまう。




　───主よ。

　そんなタロウの声で目覚めると、そこにはタロウの他にカウルとソフィアの顔もあった。

「……よう。生きてたか」

『終わったようだな』

　タロウが言って頰ほおを舐なめた。

「あぁ、ちょっと最後は危なかったけどな」

『だが、それでもあのドラゴンを倒してしまったのだ。主はやはり強い』

「その言葉、ありがたく受け取っておくよ」

　そうして起き上がる。体中が痛かった。きっと、地面を転がったせいだろう。喉もヒリヒリとした感覚があり、呼吸をすると少し痛みが走ったが、どうやら大事には至らなかったらしい。まだ、少しだけ体が光を放っている。精霊魔法の効果が、俺を守ってくれたらしかった。

「お前は……」

「テプトさん……」

　カウルとソフィアは、かける言葉を失っているようだった。

「とりあえずダークドラゴンは倒したんだ。さっきの場所に戻ろう」

　そう言って俺は、先ほどの通路を進む。壁の表面は瞬間的に溶けた跡があり変質してしまっていた。まだ、熱気が空間を漂っていたが、魔素は驚く程薄くなっている。そんな場所に、先ほどはなかった大きな門を見つける。そして、その門に入るための鍵も近くに落ちていた。

　おそらく、この鍵を使い門を開けるのだろう。なぜ、このような面倒臭いことになっているのかといえば、門をくぐれるのは一人だけだからだろう。普通のパーティだったら、ここで誰がアイテムを取得するかで議論になるかもしれないが、俺たちはすでにその人物が決まってしまっている。

　その鍵を拾い上げると、ソフィアに渡した。

「『祝福のペンダント』はこの門の先にあるはずだ」

　ソフィアは丁寧に鍵を受け取った。

「本当に……私がもらってもいいんですか？」

「そのためにここまできたんだろ？」

「ですが」

　ここにきて、ソフィアは鍵をもらうことに躊ちゆう躇ちよした。今さら自分が何もしていないという事実に罪悪感を覚えたのだろうか？　どうしたものかと考えていると、カウルが彼女の傍そばに寄り、その肩に手を置く。

「ソフィア、その鍵はお前がもらうのが正しい」

「……カウル」

「俺はお前のためにこの階層を目指した。お前を死なせたくなかったからだ。お前だって死にたくないから、ここを目指した。きっと、このギルド職員だってそうだ。お前の話を聞かなきゃ、ここまでついてはこなかった」

「そうだな」

「ソフィア、お前がいなかったら、今俺たちがここにいることはないんだ。だから……お前がもらうのが正しいと思う」

　カウルはそう言って締めた。言いたいことはなんとなくだがわかる。鍵を受け取ることは『報酬』ではなく、『目的』だと言いたいのだろう。だから、ここでソフィアが鍵を受け取らなければ、ここまで頑張ってきた本当の『報酬』とはならない。つまり。

「君がこの門をくぐり、『祝福のペンダント』で呪いを解くことこそが、俺たちが本当に望んでることなんだ。だから、迷ってないで早く済ませてきてもらえるかな？」

　俺は、苛いら立だち交じりの表情でそう言ってやる。ソフィアは少しポカンとしていたが、やがてその意味を理解したのか、鍵を握りしめてその場に跪ひざまずき頭を下げてきた。

「ありがとうございます。この御恩は一生忘れません。カウルもありがとう。あなたがいなければ、私はとっくに冒険者を辞めていました。たくさんの人の死と、たくさんの人の支えがあって、今の私がいます」

　突然のことに面食らってしまう。カウルを見れば、彼も同じだった。

「……それは、『祝福のペンダント』を手に入れてから言うものだろ？」

　ようやくその言葉を口にすると、ソフィアは頭を上げる。その瞳は潤うるんでいた。

「そうですが、私なりに気持ちを伝えたかったんです」

　それからソフィアは立ち上がり、門の前まで歩く。閉ざされた門には鍵穴が一つだけあり、そこに鍵を差すとゆっくりと回した。

　カチャリ、その音の直後門が開いていく。中の様子は、光が眩まぶしすぎてよくわからない。

「行ってくるね」

　ソフィアはそれだけ言って、中に消えていく。そして門が勢いよく閉まる。一人しか入らせない、そんな意思を感じさせる閉まり方だった。

「あー疲れた」

　俺はその場に腰を下ろす。すると、タロウが歩いてきて、すぐ脇に寝転がる。どうやらタロウも休憩モードに入ったらしい。

「カウルも座れよ」

　カウルにそう呼びかけると、彼は険しい表情をして立っていた。

「本当に、危険はないのだろうか」

「大丈夫、魔物がきたら俺が相手をしてやるよ」

「……違う、ソフィアのことだ」

　それに、俺はため息を吐かざるを得ない。

「お前も心配性だな？　そんなにソフィアのことが好きなのか？」

「なっ……俺は仲間としてソフィアを心配しているだけだ」

「その言葉、他の冒険者が聞いたらビックリするんだろうな」

「……なぜだ？」

「お前、自分が他の冒険者から何て呼ばれてるか知っているか？」

　そう聞くと、カウルは難しい表情をして頷く。どうやら知っていたらしい。『仲間殺しのカウル』。だが、真相は逆だったようだ。

「勝手に言わせておけばいい」

「でも、それが原因でパーティメンバーが集まらなかったんだろ？」

「そう……なのか？　それは、ただの噂うわさに過ぎない」

「わかってないな。冒険者はみんな死にたくないから、少しでも疑わしい情報があれば手を出さないもんだ。たとえ、それが噂でもだ」

　カウルは無言のまま、その場に腰を下ろした。

「俺がやっていたことは、全て裏目に出ていたのか」

　その呟きは、まるで自分自身に言い聞かせているようだった。

「そうでもないんじゃないか？」

　そう、言ってやるしかない。

「だって、こうして目的は達せられたわけだろ？　それなら、裏目とは言わないんじゃないか？」

　カウルは答えなかった。何か、考え事をしているようだった。しばらくすると、カウルは突然口を開く。

「裏目に出ていたのは、それだけじゃない。俺はソフィアに対しても、随ずい分ぶんと酷ひどい態度を取ってきた。それは、彼女を想ってのことだが、彼女のためになっていたとは思えない」

「そんなこと───」

「ある。……俺がソフィアと出会ったのは、冒険者になって半年程経った時だ。聞けば彼女の境遇も俺と似ていたから、話が合うと思った。だが、詳しく聞けばそんなことはなく、彼女はその身に、想像もできないほどの呪いと辛い過去を背負っていた。ソフィアは仲間が死んだ日にショックを受けていたが、俺にとってはそうでもなかった。冒険者が死と隣り合わせの職業であることを俺は知っていたからな。その時に、俺とソフィアとは、生きてきた過程も考え方も……何もかもが違うのかもしれないと気づいた。だから、ソフィアが苦しんでいる時に、俺は何て声をかけてやればいいのかわからなかった。出てくる言葉はどれも噓っぽくて、彼女の心に響いているとは到底思えなかった。気がつけば、そんな不安定な気持ちのまま、ここまできてしまった」

　それから、カウルは再び黙り込む。何か言ってやりたかったが、カウルの言った『出てくる言葉はどれも噓っぽくて』というフレーズが頭から離れず、出かかった言葉を何度も飲み込んだ。そして、ようやく一つの言葉を吐き出す。

「……みんなそんなもんだろ」

　言ったあと、その言葉のアホっぽさに奥歯を嚙み締める。カウルのしてきたことが如い何かに凄すごいことであるかを言うのは簡単だったが、それは、現時点において適切ではない気がした。





　　　　　※






　ソフィアが門をくぐると、すぐに後ろで扉が閉まる。見わたすと真っ白い何もない空間だった。

「こんちには」

　急にかけられた言葉に驚く。見れば、いつの間にか一人の少年が立っていた。

「え？」

　なんでここに子供が？

「君の名前は？」

　訳がわからなかったが、これもアイテムを取るための何かなのだと思った。

「ソフィア……です」

「そうか。ソフィア、おめでとう。よくここまできたね」

　少年は一人拍手をする。呆あつ気けに取られているソフィアを見て、満足気に笑みを浮かべる少年。

「じゃあ始めようか」

　唐突な言葉に、ソフィアは戸惑う。

「あの、始めるって何を？」

「決まってるじゃないか。君が『祝福のペンダント』を取得するためにしなければいけない最後の試練だよ」

　その時に、少年が普通の人ではないことを理解する。

「……わかりました」

「そんなに構えなくてもよいよ。今から簡単な問題をだすから、それに答えてくれるだけでいいんだ。お題は『幸せ』についてだ」

「幸せに……ついて」

「では問題、この箱には、アタリくじとハズレくじが一枚ずつ入っています」

　そう言うと、その少年の手には白い箱が出現した。

「二人の人がこの箱からくじを引きました。幸せなのは、アタリを引いた人？　それともハズレを引いた人？」

　いきなりの問題に動揺が激しくなったが、深呼吸をしてからゆっくりと答える。

「アタリを引いた人です」

「あぁ、言い忘れていたけど、このくじは生いけ贄にえを決めるくじなんだ。当たった方が生贄になります」

　平然と言う少年。

「えぇ？　それじゃあ、アタリくじじゃないのでは？」

　思わず、素すが出てしまう。

「そうとも限らないんだよねぇ。このくじ引きは、とある村で百年に一回行われているんだ。当たった者は、神様への供く物もつとして捧ささげられる。それは、村人にとってはとても名誉あることなんだよ。さぁ、どっちが幸せ？」

　少年は、意地の悪い笑みを浮かべた。

「うっ……」

　考えても、すぐには答えられない。

　アタリが幸せであるとするならば、当然ハズレが不幸だ。しかし、この場合アタリは死ぬことと直結する。人は誰しも死ぬのは嫌だ。なら、ハズレを引くことこそ幸せに通ずるはず……なのに、その死が名誉あるものだと分かった途端、その線引きが曖あい昧まいになってしまう。

「悩んでるねぇ。じゃあ、追加でもう一つ教えるね？　その二人だけど、ハズレを引いたのは村長の娘で、アタリを引いたのはまだ幼い少年だった。その少年には病気の母親がいました。さぁ、どっちが幸せ？」

　名誉、というところを度外視して考えれば、病気の母親がいる少年はアタリを引いてしまい不幸だ。なら、相対的にそれより不幸ではない娘の方が、より幸せとなるのではないだろうか？

「それなら……村長の娘です。アタリを引いて生贄となった少年は、もうお母さんの面倒を見れなくなってしまいますから」

　少年はまたもや笑みを深くする。嫌な予感がした。

「あぁ、追加でもう一つ。この生贄を出した家族は、死ぬまで村人から尊敬され、良くしてもらえます。ちなみにその少年がお金を稼げるようになるまでには、まだ五年はかかります。母親の病気は重く、医者の話では持って三年と言われていました。それを知った少年は、アタリを引いた時、村長の娘よりも喜ばなかったと言える？」

　ということは、たとえハズレを引いて面倒を見れたとしても、母親を救う手立ては少年にはないということだ。それなら、少年は生贄という死を以もつて母親を楽させてあげたいと考えるかもしれない。

　そこまで考えてからソフィアは気づく。

「それは……少しズルくないですか？」

「ズルい？　なんで？」

「幸せとも、不幸とも取れるからです。考え方によっては、どちらとも言えるじゃないですか！　それに、その子のお母さんは、その子が生贄になったらきっと悲しみます。それだけでも、少年が不幸だと結論づけてしまえます。あと、お母さんが三年しか生きられないなんて、ただの予測であって誰にもわからないじゃないですか！」

「ふーん、いいところに気づいたね？　でも、残念。これはただの問題だよ？　答えは、出された材料だけで導き出して欲しいな？　それに、周りの人が幸せかどうかなんて関係ないよ？　あくまでもその二人自身のどちらが幸せかどうか、だからね」

「関係あります！　だって、お母さんが悲しむとわかっていたなら、その子はきっと不幸だと感じます」

「なるほどね？　確かにそうかもしれない。じゃあ、やっぱり村長の娘……つまりハズレを引いた方が幸せってことで良いのかな？」

「わかりませんよ！　そしたら、今度はその子が、自分の命は少年の命を犠ぎ牲せいにして生き残ったという事実に苦しめられるんです！　こんなの、誰も幸せになんてなれないじゃないですか！　そもそもなぜ神様に生贄を捧げる必要があるんですか!?」

「それはね？　みんなが幸せになるためだよ。その村では神様に幸せにしてもらうため、生贄を捧げるんだ」

「そんなのは……おかしいですよ」

「そうかな？　君がもしも村人だったら、そうは思わないかもね」

「私は村人じゃありません」

「へぇ……それは、考えること自体を放棄したということでいいのかな？」

「違います！　こんなのは問題にすらなっていません。そもそも、私に答えさせる気なんて初めからないじゃないですか！」

「はは、ごめんごめん。ちょっと意地悪だったよね？　でも、許してよ。君は今から、普通ではない方法で、誰しもが羨うらやむアイテムを手に入れようとしているんだ。このくらいのことはどうってことないでしょ？」

　それに、ソフィアはハッとする。何も……答えられなかった。

「僕は知ってるよ？　君が五十階層までくる能力がないことも、ダークドラゴンを倒してないことも。『祝福のペンダント』は、それらをクリアした報酬みたいなものなんだ。でも、君は何一つクリアできていない。まぁ、それでもここまで辿りつくんだから大したものだよ。……正直言うと、僕は、君が『祝福のペンダント』を受け取るべきじゃないと思ってる。このアイテムは、ただ呪いを解くためのものじゃない。呪いが解けるのは副産物でしかない。これを手に入れた者は、この先の運命から全ての魔を取り払うことができる。運命を大きく改変することができるんだ」

　少年は、全て知っているようだった。

「……では、私には受け取る資格はない、ということですか？」

「結論から言うと、受け取る資格はある。この門をくぐった時点で、それを君は満たしたんだ。後は君がアイテムを手に入れる覚悟があるかどうかだけだからね」

「覚悟……ですか？」

「いいかい？　もしも、おびただしい数の魔物が今まさに迫ってきているとする。おそらく君は、『祝福のペンダント』のお陰で、魔物を遠ざけることができるだろう。だけど、遠ざけられた魔物はどこに行くと思う？　きっと他の人間を襲おうとするはずだ。その時ソフィアならどうする？」

「……その人たちを助けに行きます」

「本当に？　自分が助かったことに安あん堵どして、見殺しにしたりしない？」

「それは……」

　否定したかったが、いざその状況を考えたとき、動けるかどうかはわからなかった。

「もしも、真っ当な方法で『祝福のペンダント』を手に入れた者なら絶対助けに行くだろう。たとえ、『祝福のペンダント』が効かない人間相手だったとしても、なんの躊躇もなく向かうはずだ。そういった者が『祝福のペンダント』を手にするんだ。この五十階層まできて、あのダークドラゴンを倒す者は、それを意志ある行動によって証明した者なんだよ」

「じゃあ、私はそれを証明しなければいけないのですか？」

「言ったじゃないか。資格はすでにあるって。ただ、こんなにもあっさりと『祝福のペンダント』を手にすることがどういうことなのか知っておいて欲しいだけだよ」

　それから少年は、片手に持っていた箱をソフィアに差し出してきた。それを恐る恐る受け取ると、箱は光を放ち、次の瞬間には黄金に輝くペンダントに変わっていた。

「これは……」

「『祝福のペンダント』だよ」

「受け取ってもいいんですか？　私、さっきの問題にまだ答えられていません」

「あれは僕の勝手な問題だから答える必要はないんだ。ソフィアには、これがどういったものなのか説明する必要があると思っただけさ。それに、ソフィアが大変なのはこれからだしね」

「これから……」

「さっき言ったよね？　これはこの先の運命を大きく改変できるって。君がどう生きるかは自由だけど、間違いなくそのアイテムは君の人生を変えるだろう。それが善いかどうかはわからない。それでも納得できるなら、それを首からかけてごらん」

　ソフィアは、そのペンダントをしばらく見つめた。だが、迷いなど今さらある訳がなかった。

「私は、とっくの昔に人生をメチャクチャにされています。今は、それをどうにか元通りにするだけで精一杯です」

　そして、ペンダントを首から下げる。すると、黄金の輝きがさらに増して、目を開けていられないほどになる。だが、徐々に色あせていき、最後には単なる灰色のペンダントと成り下がった。

「さっきの問題だけどね？　答えなんて最初からありはしないんだ。つまり幸せについての定義なんてありはしないんだよ。理由は簡単だ。答えがありすぎるからさ。名誉、愛、金、夢、もしかしたら、とんでもないことを幸せに考えている人がいるかもしれない。幸せなんて人それぞれなんだ。そして、ここからが重要だ」

　少年は人差し指を立ててみせた。

「数ある幸せの中でも、多くの人たちの賛同を得られる幸せを、人は本当の幸せと呼ぶんだ。『祝福のペンダント』は、きっと君自身が思う魔を取り払い、君だけを幸せにしようとするだろう。できるなら、君自身の幸せが、多くの人たちの幸せと一致することを祈っているよ。でなければ、君の幸せは、誰かを不幸に突き落とすことになる。ゆめゆめ忘れないことだね」

　気が付くと、いつの間にか少年は消えていた。

　突然、背後で大きな音がする。振り向くと、先程まで閉まっていた門が開いていた。

　とても、強い風が吹いた。背中から押されて、開いた門へと吹き飛ばされる。

「きゃあっ！」

「うおっ！」

　気が付くと、目の前にカウルがいた。

「おい、大丈夫か!?」

　その声に安堵する。不意に、頭の奥で少年の声が聞こえた気がした。

「ちなみにだけど、さっきの問題、僕の答えは『アタリを引いた人』だよ。村の外に出たこともない世間知らずで馬鹿な少年は、村のために生贄になることを心から喜んだんだ。そして、母親が余生を楽しく暮らせると最後まで信じて死んでいったのさ」

　ソフィアは、その言葉を理解する暇もなく、そのまま意識を失った。
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　突然、門が開いた。同時に、中からソフィアが飛び出してきて、それをカウルが受けとめた。

（やっと終わったか）

　ソフィアはカウルに抱きとめられた後、すぐに気絶してしまった。その首には、特に変わった所のないペンダントがぶら下がっている。

　カウルがそっと彼女の袖そでを捲まくる。そこにあった呪いの証は、キレイサッパリ消えていた。

　安堵の息を吐くカウル。

「上手くいったようだな？」

「あぁ、そうみたいだ」

　それから、カウルはソフィアをそっと背中に背負い、大剣は片手に持つ。

「それじゃ、戦えないだろ」

「どの道、この階層では俺は戦えない。期待してる……テプト」

　まっすぐに見つめてくるカウル。他人任せかよ。だが、悪い気はしなかった。

「仕方ないな」

『我もいるぞ』

　タロウも喉を鳴らした。

「このまま戻ってもいいんだな？」

「あぁ、目的は達した。あとはどこにでも連れて行ってくれ」

「帰ったら、しばらくは大人しくしてくれよ？　あと、ランク適性試験のことも忘れずにな？」

「約束しよう」

　随分としおらしくなったな。そんなカウルの変化に驚きつつも、きた道を戻り始める。帰りもタロウを先頭にして歩く。ダンジョンマスターが用意してくれた階段は、時間切れが近かったため使用しないことにした。だが、帰り道は、魔物とは全く遭遇しなかった。

「まさか、これが『祝福のペンダント』の効果なのか？」

「たぶん。しかし、これはすごいな」

　カウルも驚きを隠せないでいる。そのまま、しばらく歩いていると、ソフィアがようやく目を覚ます。

「ん……っ」

「大丈夫か？」

　カウルが肩ごしに声をかける。彼女は目を擦こすったあと、自分がカウルに背負われていることに気づき暴れだした。

「え？　なに？　ちょっと！　カウル下ろして！」

　顔を真っ赤にしながら彼の頭を叩たたくソフィア。カウルがしゃがむと、すぐにその背中から飛び降りた。

「叩くことはないだろ」

「だって、恥ずかしかったから」

　その会話に、思わず微笑ほほえんでしまう。

「あの……私は一体」

「あの門から急に飛び出してきたのを、カウルが受け止めたんだ。呪いも消えているようだったし、俺たちは出口に向けて進んでいる最中なんだ」

「え!?」

　ソフィアは急いで自分の袖を捲る。そして呪いの証が消えていることを確認すると、「よかった」と小さく漏らした。その手は、僅わずかに震えていた。それから、俺の方を振り向いて、その場で頭を深く下げる。

「ありがとうございました」

　その声も、少しだけ震えていた。

「頭を上げてくれ。それに、カウルには言ったけど、ソフィアにもランク適性試験を受けてもらわなければならないんだ」

　彼女は頭を上げて、ジッと俺を見つめてくる。

「……どうした？」

「あの……私、冒険者を辞めようと思います」

「なんだと？」

　カウルが反応し、そんな彼にソフィアは向き直った。

「ごめん、カウル。もしも呪いを解くことができたら、やろうと思っていたことがあるの」

「……なんだ？」

「私、十年前の事件を調べたいの」

　それには、俺も驚いた。

「今までは呪いを解くことしか頭になかったし、それしか生きる目標がなかった。でも、呪いが解けた今、私はなぜ、父が罪人とならなければならなかったのか、なぜ母が殺されなければならなかったのか知りたい。それを知らずに今後を生きていくなんてできない。だから、気が済むまで調べたいの。ワガママを言っているのは重々承知してる。でも、どうしても知りたいの」

　カウルは少しばかり考えていた。

「……なら、俺も手伝おう」

　なんとなく、カウルならそう言うのではないかと思っていた。

「ダメ。これは私の問題なの。私がやらなきゃいけないの」

　それをソフィアは即座に否定する。

「ソフィアの……問題」

「そう、私の問題よ」

　ソフィアは強い口調で言った。そこから、彼女の決意の固さがうかがえる。

「ちなみに、どうやって調べるんだ？」

　何しろ十年前だ。おそらく調べるのは困難だろう。資料として残っているとしても、それを閲えつ覧らんするにはそれなりの権力がいるはずだ。

「あ、はい。とりあえず、知り合いだった何人かの貴族に知っていることがないか聞いてまわろうかと」

「……あの事件で没落した貴族もいるんだろ？　そんなことをして大丈夫なのか？」

「わかりません。ですが、それ以外に方法はないので」

　その言葉には、一いち抹まつの不安を感じさせる。なんとなく、ソフィアをそのままにしておくのは危険な気がした。なにせ、死を与えるほどの呪いを受けたのだ。それほど、誰かに恨まれているということだろう。だが、過去のことを清算しておきたいという気持ちはよくわかる。それが上手くできなければ、前には進めないということも。

「俺に考えがある。とりあえず今はダンジョンを出よう」

　そう言って笑顔をつくった。考えなどなかったが、彼女の決断を、流れに任せて承諾してしまうのはマズイ気がしたからだ。

「……わかりました」

　ソフィアはそれに同意してくれた。

　その後も、『祝福のペンダント』のお陰か、順調にダンジョンを上がっていく。その間、カウルとソフィアはたわいないお喋りをし、タロウは退屈そうだった。まるで、俺とタロウとソフィアとカウルは、パーティを組んだ仲間のように出口へと歩いていく。

　なんとなく、仲間がいたらこんな感じだったのだろうか？　などと考えてしまった。

　それは、とうの昔に消え去ったはずの気持ちを少しだけ思い出させた。

　───冒険者に戻れたなら。

　だが、その考えは頭の中で『ギルド職員を辞めたなら』という言葉に変換されてしまう。冒険者に戻ることは、とても魅力的に思えた。だが、ギルド職員をここで辞めてしまうと考えると、どうしても否定的な考えが浮かんでしまう。なぜなら、俺はギルド職員として、すでに放棄できないほどのものを積み上げてしまったからだ。ここで俺がギルド職員を辞めるわけにはいかないだろうと、どうしてもそう思ってしまう。

　カウルとソフィアだってそうだった。二人にも、冒険者をしなくてはいけない理由があり、そのために頑張っていたのだ。もしも、当時の俺にそれがあったなら、冒険者を辞めることはなかったのかもしれない。そう考えると、とても不思議な気持ちになる。

　冒険者は自由であると言われているが、結局のところ自由な者などいないのかもしれない。いや、冒険者にかかわらず、人とは何かに縛られ、囚とらわれて生きているのかもしれない。そういったモノに左右されて、人は何かを選んでいく。

　カウルがソフィアを想いダンジョンを進んだように。

　ソフィアが冒険者を辞めることを決意したように。

　それらの選択は、傍はたから見れば間違っていると断言できる。

　カウルはそれを選択し『ランク外侵入』を犯した。

　ソフィアだって、過去の事件を調べることで良い結果が待っているとは思えない。

　だが、本人たちは、どうしてもそれを選択しなければならなかったのだろう。

　なぜ、人はもっと賢く生きることができないのだろうか。考える頭はあるのに、周りを見わたす目があるのに、有意義な話を聞くことができる耳があるのに……。いつも、それらよりも、自分の中にある感情を優先させて人は迷い、予想もしていなかった結果を出してしまう。

　気がつけば、俺たちはダンジョンの一階層にいた。出口がもうすぐだという安心感からか、カウルとソフィアの表情に自然と笑みが溢れる。ダンジョン三十五階層で見たとき二人はボロボロだった。その時から考えれば、今こうしてここにいられることは、二人にとって予想以上に嬉しいことなのだろう。それにあてられたのか、俺もなんだか長いことダンジョンに潜っていた気がする。早く、陽の光を浴びたくなった。と同時に、冒険者ギルドに戻って、セリエさんに今回のことを説明しなければならないと思うと陰いん鬱うつになる。……怒っているよな。それに、俺がダンジョンに入ってから半日以上経っている。おそらく、バリザスにもバレてしまっていることだろう。

　だが、あの時俺がダンジョンに向かっていなかったらどうなっていたのだろう。

　笑顔を見せるカウルとソフィアを目の前にして、あまりそういった想像をしたくはなかった。そう考えれば、結果論に過ぎないが、俺は間違っていなかったといえる。

　結果こそが全てとも思える世の中において、結果論というのは最強のカードかもしれない。しかし結果を出し続ける者こそ過程をないがしろにはしないだろう。大切なことは過程であり、その過程によって勝ち得た結果なのだ。

　ダンジョンの出口が見えてくると、しばらく暗いダンジョンにいたせいか、外の光がとても眩しく感じた。

「タロウ、ありがとな」

　出口に向かう前にタロウに別れを告げる。

『その名で呼ぶな』

　タロウは最後にそう言って消えた。

　ダンジョンを出ると、見張りをしていた兵士が俺たちに気づいて走ってくる。

「おい！　そこのギルド職員。冒険者ギルドから連絡があった。見つけ次第ギルドに連行するようにとのことだ」

「……テプト」

「……テプトさん」

　カウルとソフィアが険けわしい表情をする。

「大丈夫、それよりも後日落ち着いたら冒険者ギルドにきてくれ」

　そんな二人に笑顔で返し、俺は兵士に連れて行かれる。カウルが、自分も行くと言ってくれたが、俺はそれを断った。二人の顔には、明らかに疲れが見えていたからだ。




「まったく、話は聞いたぞ。どこに『ランク外侵入』をした冒険者のために、自らダンジョンに入るギルド職員がいるんだ？」

　その道中、兵士がそんなことを言ってくる。その表情は少しニヤけていて、怒っているというよりは楽しんでいるようだった。

「ここにいるじゃないですか？」

　そう軽口を叩くと、兵士の男は一瞬惚けたあとに笑いだした。

「……でも、無事に戻ってこれてよかったな？」

「まぁ、そうですね」

「あと、気になったんだが、本当に一人だけで三十階層まで降りたのか？」

「えぇ、そうですよ」

　正確には、一人と一匹だが。

「まじかよ。それが本当なら冒険者になった方がいいんじゃないか？」

「そうですか？」

「絶対そうだろ。俺ならギルド職員なんて辞めるな」

　そう答えた兵士に、今度は俺が笑う番だった。

　冒険者かギルド職員か。

　その選択肢に、正直俺は心揺らいでいた。それは、どちらかを諦めるということではなく、どちらの魅力にも気づいてしまったからだ。だが、それをすぐに決める必要はないだろう。俺にはまだまだ時間があるし、なにより、差し迫られた選択ではない。

　だから、あえて迷っていてもいいかなと、今は勝手にそう思っておくことにした。










『俺が行きます』

　なぜ、テプトがそんなことを言いだしたのか、冒険者ギルドに残されたセリエには、いまだわからずにいた。彼が出て行った後、セリエは受付の仕事に戻ったのだが、頭の中はそのことばかりがまとわりついてきて、あまり集中できなかった。それを周囲の者も感じ取っていたのか、彼女に普段通りのちょっかいなどをしてくる冒険者はいない。それに彼女が気づくことはなかったが。

　───結局、冒険者の受付時間が終わるまでにテプトが帰ってくることはなかった。

「……帰ってこないじゃない」

　怒りというよりは、落胆に近い。怒りなど、仕事をしている最中にずっと感じ続けていた。だから、これ以上怒りを継続できるほどの気力をなくしてしまっていたのである。

　ふと見れば、今日も未達成依頼が山となっている。それを、『冒険者管理部』に持っていかなければならなかった。

　もしかしたら帰ってきているのではないか。そんな淡あわい期待を込めて管理部の部屋へと向かう。その後でギルドマスターに報告しても遅くはないだろうと思った。タイミングの問題を言うなら、テプトを止められなかったあの瞬間から全てが遅いのだ。

　そして、ノックをしてから管理部の扉を開けるセリエ。

　そこにはテプトはいない。だが、別の者が窓枠に座って空を眺めていた。

　髪は、夕日に照らされて燃えるように光を反射し、長く伸びた手足は、女性であるセリエから見ても妖よう艶えんに映った。冒険者の格かつ好こうをしたその女性を、セリエは知っている。

　ソカ。彼女は、当然のように『冒険者管理部』の部屋に居座っていたのである。

「テプトじゃないんだ？」

　慌てる様子もなく、ソカはセリエを見据えた。その表情が、その言葉が、あまりにも自然だったため、セリエは一瞬言葉を失う。

「……ここは、関係者以外立ち入り禁止ですよ」

「知ってるわ」

「どうしてあなたがここに？」

「テプトに用事があってきたんだけど……いないの？」

　頭が痛くなる。

「テプトくんなら、もう帰ってこないわよ」

　すると、ソカは目を細めてジッとセリエを見つめた。

「つまらない噓をつくのね？　それとも私を帰らせるため？」

　半分当たりで、半分はずれ。なぜ、そう思ったのだろうと純粋な疑問が湧いた。

「どうしてそう思うのかしら？」

「だって、まだ依頼があんなに貼はってあるじゃない」

　そう言いながらソカが指さしたのは、管理部の部屋にある掲示板。そこには、まだ山のように未達成依頼書が貼り付けてあった。それは、昨日セリエがここにきて貼り付けたもの。テプトが冒険者ギルドを出て行ったのは午前中だったため、今日やるはずだった未達成依頼はそのままになっているのだ。

　だが、セリエにとって問題だったのはそこではない。なぜ、彼女がそのことを知っているのかということだった。それはつまり、彼女はテプトが普段やっている仕事の内容を把は握あくしており、その仕事は、指さした掲示板に貼り付けてあるという事実を知っていることになる。

　それは、彼女がこの部屋に入ってくるのは初めてではないということを意味していた。

「随ずい分ぶんテプトくんと仲が良いのね」

　普通に言ったつもりだったのだが、彼女が思っているよりも言葉には棘とげが含まれる。

「別に、そうでもないわ」

　ソカはため息交じりにそう答える。それは彼女にとって、テプトはあまりそう思っていない、ということを含ませた発言だったのだが──。

「へぇ……勝手に部屋にまで入っておいて、偉そうなのね」

　セリエの逆げき鱗りんに触れることとなってしまう。

「はぁ？　別にこの部屋にいるのは私の勝手でしょ？」

「ここは冒険者ギルド職員しか入れないのよ」

「彼はそこまで強く言ってきたことないけど」

「それは、あなたが冒険者だからでしょ？　テプトくん冒険者にあまいから」

　そう言ったセリエの発言をソカは鼻で笑った。

「あまい？　本気で言ってるの？」

「えぇ、本気よ。彼が冒険者のためにいろいろとやっているのはわかるわ。でも、少しやりすぎな気もする。今だって……」

　そんなセリエをソカは一いち瞥べつする。何を言おうとしているのかなんて興味なかった。

「あなたがどう思っているのか知らないけれど、私からみたらあまえているのはギルドの方じゃないかしら？」

「私たち？」

「だってそうでしょ？　その手に持った紙の束はなに？　それも未達成の依頼書じゃないの？」

　言われてセリエは手に持った未達成依頼書を見やる。

「彼が何でもできちゃうから、それをいいことにあなたたちは仕事を押し付けている」

「それはっ……冒険者が依頼を受けてくれないからじゃない」

　正論をぶつけたつもりだったのだが、ソカは悪びれる様子もなく笑う。まるで、悪女のようだった。

「なにそれ？　正しいことを言っているつもりなの？　彼はそんなことを私に言ったことないわ。……頼まれればやってあげるのに」

　最後の言葉は、セリエには小さすぎて聞き取ることができなかった。だが、彼女の言い分にはまだ反論の余地があるように思う。

「だから、それはテプトくんが優しいからよ」

「わかってないわね。さっきも言ったでしょ？　彼はなんでもできちゃうから誰にも何かを押し付けたりしないのよ。彼が優しいだけの人だと思っていたら、いつか痛い目に遭あうわよ？」

　それは、なんとなくテプトの本質を捉えているような気がした。確かに、テプトの能力はセリエから見ても異常と思わざるを得ない。それは時として型破りな行動に繋つながり、いつも周囲を驚かせた。その行為を優しさの一言で片付けてしまうのは少し違う気もする。

　彼には自信があり、やり通せると判断したからそれを行動にするのだろう。

　と、考えれば、ダンジョンに向かった彼の行動にも納得できる。

　だが、セリエにはどうしても想像できないでいた。ギルド職員である彼が、一人でダンジョンに向かい、パーティでなければ挑めないほどの階層に潜って、ランク外侵入をした冒険者たちを連れ帰る。

　果たして、そんなことが可能なのだろうか？

　セリエが想像できうるシナリオとしては、テプトがその難しさに匙さじを投げて帰ってくる。それを自分が説教してやる。そんなものだった。テプトは決して馬鹿ではない。できもしないことに危険を冒してまでやり通そうとする者ではないと、セリエは考えている。だから、彼は無事に帰ってくるのだと。

「彼は化ばけ物ものよ。私、あんな人見たことないもの」

　それには、セリエも同意だった。

「それに気づいていないのは、彼が巧こう妙みように猫を被かぶっているからよ。まるで、普通の人のように」

　そうなのかもしれない、セリエはなんとなくそう思う。

　彼は化物だから、普通の人にできないことを簡単にやってのける。

　彼は化物だから、周囲を気にせず常識はずれなことをやってしまう。

　彼は化物だから……その計算式は、テプトの行動を理解するのにとても便利に思えた。

　だが、そう思えば思うほどに、彼女は引っかかりを覚えてしまった。

　化物ならば、冒険者のためにあそこまで一生懸命になれるだろうか？　と。

　その引っかかりは、まるで有能な箒ほうきのように次々といろんなものをかき集め始める。

　この前、セリエがテプトと帰ったとき、彼は悩んでいたように思う。それは、きっと彼自身に関わることであり、無視できないものだったのだろう。

　化物ならば、あんなに何かに悩んだりするだろうか？

　自分でなんでもできてしまえる彼は、なぜ未達成依頼をしているのか。それは、彼自身のためでは決してないはずだ。彼は町の人たちのために依頼をこなし、それが冒険者のためになると信じて未達成依頼をこなしているのだ。それを自分なくして成立させるために、『依頼義務化』を考えだしたのだろうから。決して、自身が楽をするためではない。

　化物だから、という言葉はとても便利に思える。それさえあれば、彼に関する不可解なことは全て一つの答えとして導き出せてしまえる。だが、それでよいのだろうか？　その考えかたはまるで、言うことを聞かない子供に対して、『子供だから』と、叱しかることを諦めているようにも思える。

　人は不可解なものをそのままにしたりしない。だが、それが何であるかを解き明かすには時間と労力を要することを知っている。だからこそ、人はその不可解なものに自分なりの答えを当てはめて自分を納得させようとするのだ。

　それは、惰だ性せいとも言えるかもしれない。わからないことを放置するよりも、愚おろかなことかもしれない。

　セリエは、そこまで綿密に考えてはいなかったが、感覚的にソカの言っていることが間違いであるように思えた。セリエは決して論理的な思考の持ち主ではない。だが、その感覚はこれまでの彼女の人生において常に良き結果をもたらしてきた。それは彼女にとって主観に過ぎなかったが、彼女はそう信じている。だから、今回の感覚においても、彼女はそれを迷うことなく信じることができた。

　テプトは化物じゃない、と。

　その結論に至った瞬間、セリエはソカに対しても一つの答えを見出す。

（……なんだ、この子もテプトくんのことがわかってないんだ）

　目の前で当然のように居座るソカは、生意気な冒険者のように見えるが、そう思ってしまった途端にただの女の子と化す。

「ねぇ、聞いてもいいかしら？」

「……なによ」

「どうして、あなたはそんな化物である彼を、ここで待ってるの？」

　ソカの表情が少しだけ動いた気がした。

「用事があるって言ったでしょ」

「用事ってなに？　伝えておこうか？」

「別に……伝えるほどのことじゃない」

「でも、ここで待ち続けるわけにもいかないでしょ？」

「それはっ……」

　なんとなくだが、セリエにはソカがいつまでもここで待ち続けてしまうような気がした。そもそも、彼女はいつからここにいたのだろう。

「今日は帰ってください。あなたが部屋にいたことは、見なかったことにするから」

「……わかったわ」

　ソカはそう答えると、窓からいなくなろうとした。

「ちょっと待って」

　そんなソカをセリエは呼び止める。それは、ほとんど無意識のことだった。

「なに？」

「えっと……テプトくんのことだけど」

　問われてから、自分がやろうとしていることに戸惑う。

「テプトがなに？」

「その……今はダンジョンに行ってるの」

「ダンジョン？」

「ええ、そう」

　なぜ、それを彼女に話そうと思ったのかわからなかった。だが、話しておかなければならない気がした。彼女が冒険者だからではない。彼女が、『この瞬間、この部屋にいた』からである。それは、セリエの直感に過ぎなかったが、偶然でも今こうしてこの部屋にいるソカには、話さねばならないと思ってしまったのだ。

　勘というやつかもしれない。

「───そう、それでいなかったのね」

「そうよ。だから、最悪帰ってこないかもしれないの」

「ふーん……」

　その反応は、セリエの予想していたものではなかった。

「心配じゃないの？」

「心配？　なんで？」

「だって、ダンジョンよ？」

「あなたは、心配なわけ？」

　問われて、首を傾げる。

「当たり前じゃない」

「そうは見えないわね」

「そんなこと」

「だったら、なぜ救援を向かわせないの？」

「それは───」

　彼が勝手に出て行ったから。そう言おうとしたが、その理由のおかしさに気づいて言葉に詰まる。勝手に出て行ったから救援を向かわせない、そんなことがあるだろうか？　では、なぜそうしなかったのか。その答えを導きだす前にソカがそれを口にした。

「あなたも思ってしまってるんでしょ？　テプトならできるって」

　それが答えだった。

「たぶん、本当に連れて帰ってくるんじゃない？　彼はできないことを何の考えもなくやるような人じゃないもの」

　その答えは、怖いくらいに的を射ていた。

「じゃあ、なぜ帰ってこないのかしら」

「そんなことは知らないわ。ダンジョンを攻略しようとしているのかも」

　それがソカの冗談だとわかっていたが、なぜだが、それも間違いではない気がした。

「……まさかとは思うけど」

　ソカもそう感じたのだろう。付け足した補足には、自信がないように見える。

「じゃあソカさんは、テプトくんが生きて帰ってくると信じてるのね」

「信じてるわけじゃない。ただ、そんな気がするだけ。もしも、死んでしまうようなら、それまでの男だったというだけよ」

　言葉は冷たく、他ひ人と事ごとのように話すが、その瞳が揺らぐことはない。

（そっか……そういうことか）

　セリエはそれに対して、確信めいたものを感じる。

「そういうことなら出直すわ」

　ソカはそう言うと、今度は迷いなく窓から外へと飛び出す。残されたセリエは、しばらくその窓だけを見つめていた。

　彼女は、喉に刺さった骨がようやく取れたかのような心持ちになっていた。

（私、心配なんてしてなかったんだ）

　セリエは、自分がテプトに対して抱いだいていた怒りの正体を理解した。

　彼女は、テプトが心配でイラついていたわけではない。常人とはかけ離れた行動を、まっ先に取った彼に対してイラついていたのだ。ギルド職員がダンジョンに潜るわけがない。そんな彼女の常識を覆くつがえしたテプトは、セリエにとってそれまでは完璧なギルド職員だったのである。その完璧さを自ら欠かいた彼にイラついていたのだ。

　それを理解してしまえば、あとは簡単だった。

　ギルド職員としてではなく、人として真っ当なことをしているのだと認識し直せばいいだけのことだった。

「なんだ……やっぱりテプトくんって凄いじゃない」

　なにせ、常人ではできないことを自信満々にやり遂げると言い切ってしまったのだ。

　そう思ってしまえば、今まで湧き上がっていたマイナスの感情が、途端にプラスへと変換される。

　テプトは完璧なギルド職員ではない、それは、セリエにとって歓迎すべきことであった。

「そっか……なら、私がちゃんと見てないとね……うふふ」

　まるで、自分だけが特別な秘密を知ってしまったかのようにセリエは笑う。そこには、怒りや焦燥といった感情はなく、ただ無邪気に笑った。

　今まで何気なく勤めていた冒険者ギルド、そこに彼女は退屈していたのかもしれない。淡々と過ぎる日々が、平凡な日々が、少しだけ彼女の本質を押しとどめていたとも言える。

　胸の高鳴りは、やがて震えにも似た躍やく動どうとなって全身を駆け巡り、顔の筋肉を弛し緩かんさせる。

　そして、セリエはギルドの誰にも見せたことのない表情で笑った。

「仕方ないなぁ」

　誰に言うでもなく、彼女は未達成依頼書の束を机の上に置いた後、彼のダンジョン侵入をギルドマスターに報告するため管理部室を後にする。





　　　　　※






　窓から飛び降りたソカは、颯さつ爽そうと地面に着地すると先程いた窓を見上げる。

　二階の冒険者管理部室、そこは、ソカにとってテプトをからかうための空間と化している。セリエが入ってきた際、テプトではないことはすぐにわかった。彼はノックなどしないからである。

　その音を聞いた時に彼女がすぐに逃げなかったのは、応えなければ相手はドアを開けないだろうと考えていたからだ。だが、応えてもいないのにセリエは入ってきた。

　少し、イラッとした。

　その管理部室は、ソカのためのものではないのに、そしてソカとテプトのものではないのに、彼女は勝手に入ってきたセリエにイラッとしたのだ。

　だから、セリエを強く威圧してやろうと思った。それは自分のすべきことではないとわかっていながら、セリエに対して意地悪な気持ちが生まれた。

　結果、その目もく論ろみは失敗に終わる。セリエは、ソカが思っているよりもテプトという男を理解していた。

（……都合の良い人たち）

　心の中で毒づく。

　彼女が冒険者を始めてから今まで、『冒険者管理部』の人間というのは冒険者にとってはもちろんだが、ギルド側からしても疎うとまれている存在だと認識していた。それは、彼女を含め、多くの冒険者が管理部の人間に対して嫌がらせをしてきたが、ギルド側がそれに何か言ってくることはなかったからだ。

　両者公認のオモチャ、それが『冒険者管理部』の印象だった。

　なのに。

「……良いように使われてんじゃないわよ」

　ソカにとってテプトとは、決して化物みたいな存在ではない。それで、セリエに悪い印象を与えてやろうと思ったのだ。なのに、ギルド側はテプトの『有用性』に気づいていた。いや、正確に言えばそれは一部の人間だけなのだが、それにソカはイラついてしまっていた。

（私が見つけたのに）

　それはまるで、子供が面白いオモチャを自分のものだと言い張るかのような、理不尽で強欲な考え。その欲深さはとどまることを知らず、彼女は本気で彼を我がものにしようとしていた。

　だからこそ、彼をパーティメンバーにしようと画策しているのだ。

「でも……まぁ、いっか。良いこと聞いたし」

　セリエから教えられた情報。現在、テプトがダンジョンに潜っているということ。

「そんなのギルド職員じゃないわよね」

　ダンジョンに潜るギルド職員など聞いたことがない。それができる者がいるとすれば、それはもはや冒険者だ。

　ソカは冒険者ギルドを後にする。その足取りは軽く、表情は晴れやかだった。

「あなたがいるべき場所はそこじゃない。……私が、もっと効率的に使ってあげる」

　そう呟いて笑みを深くした。

　彼女は歩きながら考える。テプトを自分のものにする方法を。

（本当は『魅惑チヤーム』が使えたらいいんだけど……）

　ソカは人を虜とりこにするスキルを使えるが、テプトには効かなかった。それまで、使えると思った男はそれで落としてきた彼女にとって、その問題は難題のように思える。だが、彼女はそれを気にしている様子はない。それに代わる手段など思いついているようには見えないのだが、彼女には根拠のない自信だけはあった。

「早く帰ってこないかな……」

　そんなソカもまた、テプトを心配している様子はない。それが、この世界においてどれだけ異常なことなのか彼女は理解しているつもりでいた。いたからこそ、彼女はテプトを欲しいと思ったのだ。

　それは決して恋愛的要素ではないように思う。彼女は、テプトを五十階層で手に入れることができるアイテムのように思っていた。それを手に入れれば冒険者としては最高ランクのＳランクとなれる。では、テプトを手に入れたらどうなるのか。

　それはきっと、ソカにしかわからないのだろう。
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　───ギルドマスター部屋。

「それは本当か」

「はい、まだテプトくんは戻ってきていません」

「うぬぬ……またしても奴か」

「ですが、ギルドマスター。テプトくんが行かなければ、いまだダンジョンに向かう救援者はいなかったと思います。ギルド職員としては間違っていますが、その気持ちだけは汲くみ取とってあげてください」

「……うむ。考慮しよう」

「よかった。では、失礼します」

　バリザスは、笑顔で部屋を出て行くセリエを見送った。パタンと扉が閉まったあとに、彼女に見せた温和な表情のままバリザスは机に拳を思い切り叩きつける。

「……テプトめ、一体どういうつもりじゃ」

　今しがた、セリエから報告のあったことを考えて、彼は奥歯を嚙み締める。

　冒険者であったバリザスにとって、ギルド職員がダンジョンに潜ることは考えられない事態である。ダンジョンは冒険者しか入ってはならない。そのルールを、ギルド職員自ら破ることは絶対にあってはならない。

　だが、それをテプトは簡単に破った。いくら『ランク外侵入』という事情があったにせよ、それを許してしまえば冒険者に示しがつかない。

「くそっ……ミーネがいない時に……」

　いつもなら、テプトに関する処分は秘書であるミーネに任せるところだが、彼女は『依頼義務化』の承認を本部から得るため王都へと旅立ったばかりである。

「次から次へと……一体どうすれば」

　バリザスの頭の中にあるのは、今回の件をどう丸く収めるかということだけだった。『ランク外侵入』をした冒険者のことも、テプトのことも全く頭にない。あるのは、自分の保身だけである。

「じゃが、これでテプトが戻ってこなければ、邪魔者はいなくなるわけか。あとは……」

　自分が一番傷つかずに済む方法を考えるだけ。

（テプトのことは本人が勝手にやったこととして本部に報告するか。それで、『冒険者管理部』の補充を頼もう。『依頼義務化』については、提案した本人がいなくなったのじゃから、施し行こうする必要もあるまい。白紙に戻せばよいか……）

　そこまで考えてから、もしかしたらテプトが怖気付いて戻ってくるかもしれないことに気づく。

（その場合……『ランク外侵入』をした奴らは、テプトの管理不行届きとして責任を押し付けるか）

　バリザスは、ここ数年使うことを止めた頭を働かせて、驚くほどに最低なシナリオを描いていく。

（そうすれば、たとえ戻ってきたとしてもそれを理由に奴を辞めさせることもできるな）

　表情はいつの間にか卑いやしく歪ゆがんでいた。どう転んでも、自分にとって有利な状況にできることを想像してしまい口元が緩ゆるんでしまう。それが、とても浅はかな考えであることは思いもせずに。

　バリザスはその後にギルド職員を呼んでダンジョンの門番へと使いを出した。内容は、もしもテプトがダンジョンから出てきたら、すぐにギルドマスター部屋に連れてくるように、というものである。

「これで奴も終わりじゃな……」

　バリザスは内からこみ上げてくる笑いを押し殺しながら、自身の思い描くシナリオを何度も頭の中で反はん芻すうしていた。
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　からん。手に取ってみた錠じよう前まえを放すと、そんな音を立てて元の位置に戻る。

　闘技場の地下、ローブ野郎は封鎖された扉の前にいた。本当ならばこの錠前は、簡単に開けることのできる形だけのものだった。だが、その隣にあるもう一つの錠前はそう簡単に開けさせてはくれない。その錠前は、テプトがスキルによってかけたからだ。

「厄介なことをしてくれましたねぇ……クックック」

　自分の思わくとは違った結末を迎え、彼はその扉の向こうに入れなくなってしまった。それは、ローブ野郎にとっては耐たえ難がたきことであり、我慢ならないもののはずだったが、なぜか、嫌な気持ちはしなかった。

　テプトが、その部屋の有用性について十分な理解をしてくれていたからかもしれない。

　ローブ野郎は、自身の頑張りを認めてもらえなくてもよいと考えている。自分さえその頑張りを認め、自分さえ理解していればよいと……。だから、他人の意見をあまり気にしたことはなかった。気にしたら負けだ、とさえ思っていた。そう思ってしまっているのは、彼の頑張りがこれまで周囲に認められなかったからかもしれない。認められないがために、彼は認めてれくれる自分自身を絶対的存在として置いたのだ。

　つまり、結局は認められたかったのである。そのことに、彼はもちろん気づいていない。

　ただ、彼が開けることのできぬ錠前は、彼にとって一種の精神安定剤と化していた。おかしな話ではあるが、彼はその錠前を見るとなぜか顔がニヤけてしまう。

　かけられた鎖くさりと錠前は、その部屋が危険なものである証だ。それは、ローブ野郎が造ったものが危険だと認められたからである。前の彼ならば、そのことに憤ふん慨がいしていただろう。自分が造ったものが拒絶されたのだと、勘違いしていただろう。

　考え方の転換。

『俺はこの部屋の凄さは理解しているつもりです。何かの時のために備えるものでなかったとしても、いつかはその凄さに気づく者もいるでしょう。もしかしたら、本当に使われる日がくるかもしれない』

　彼は、そう言ったテプトの言葉を思い出す。

「クックックッ……もしも本当にその時がくるとしたら一体いつなのですかねぇ」

　彼は部屋の隅に向かうと、とある作業のために用意した鉄の板と、針のような形状をした怪しげな棒を持ってきた。

「テプトさん……あなたは私が造ったこの部屋を凄いと言ってくださいました。それは、当然造った私が一番理解していることではありますが……やはり、嬉しいものです」

　ひとり呟きながらローブ野郎は棒を板に押し付ける。ジュッ、そんな音と共に煙があがり、板に少しだけ傷がつく。どうやら、その棒は板に絵や文字を刻むためのものらしい。

「紙では何百年も保存できませんからね……クックッックッ」

　ローブ野郎はその棒を板に慎重に押し付けて何かを刻んでいく。そして、できあがったそれを、封鎖された扉に釘くぎで打ち付ける。

「ふぅ……これでテプトさんと私の功績が多くの人にも伝わることでしょう。たとえ、私とテプトさんが生きられぬ時間が経ったとしても……クックックッ」

　ローブ野郎は満足げにそれを眺める。




　この先の部屋は、悪あしき存在を顕けん現げんさせる。

　悪しき存在とは、人に仇あだなし、人を脅おびやかす。

　故に、人はそれを悪として決別を望んだ。

　だが、悪として決別しておきながら、人は彼らを利用し繁栄の糸口とした。

　文明は発展し、やがて人は悪を利用することだけに執着をみせる。

　その摂せつ理りを理解した者によって、この部屋は造られた。




　しかし。




　人は彼の理屈を否定し、部屋の封鎖を実行する。

　この先の部屋は、そんな不運に見舞われた部屋。

　目的を忘れ、危険だという理由により日の目をみずに封鎖された悪しき場所。

　目的は悪ではない。それは、これまでの人の行いにより証明されている。

　悪を悪としてではなく、それを利用することにより正義とする。

　いつだって人はそうしてきたのだ。




　悪とは何か。

　正義とは何か。

　それを決定づけるのは、いつも真実とは限らない。

　悪は人によって決められ、それを征せいすことこそが正義とみなされる。

　正義は真実として主張され、真実こそが人を操作する最も有効な言い分である。

　その言い分によって、この部屋は善悪を決める壇だん上じように立たされた。

　そして、有効な言い分によって封鎖を余儀なくされた。




　この扉を開ける者は心せよ。

　自身が扉を開けるに相応ふさわしい言い分を用意せよ。

　それは正義とは限らぬ。注意深く慎重を期せよ。

　もしも、それらを満たしたならば扉を開ける権限を与える。




　扉は二つの鍵により封鎖されている。

　一つは、触れることのできる鍵。

　一つは、触れることのできぬ鍵。

　そのどちらも、冒険者ギルドが所有する。

　触れられる鍵は、全ての者が手にする可能性を秘める。

　故に、扉を開ける可能性が最も低い者だけが所有する。

　触れられぬ鍵は、鍵となる技術を持ち得るのならば開けられるだろう。

　故に、常に正しい言い分を持ち得る者だけが開けることを願う。

　二つを揃そろえなければ、扉を開けることはできない。

　間違っても、破壊によって開けてはならない。

　破壊は取り返しが利かぬ。それにより、取り返しが利かない事態になりかねない。




　悪しき存在を顕現させる装置は、魔術式によって構築されている。

　操作は、古いにしえの言葉により行う。

　鍵の他に、魔術式と古の言葉に詳しい者を集めよ。

　間違った取り扱いは、間違った結末の元である。

　正しい言い分を実現するために、正しい結末を求めよ。

　正しい結末は、正しい言葉と正しい行動によってのみ実現される。




　この部屋が、いつか認められることを願う。

　そのために味方として戦った戦友の情報をここに書き記す。







　××××年

　タウーレン冒険者ギルド　冒険者管理部部長

　タウーレン冒険者ギルド　企画部部長







「やはり、名前を書くのは気が引けましたね……クックックッ」

　ローブ野郎はひとり照れ笑いを浮かべた。

「ですが、誰かしらはわかるでしょう。闘技場の創設者も初代ギルドマスターとしか書かれていませんでしたしね……クックックッ」

　彼は、自身が造った部屋が封鎖された事実に関して、すでに負の感情を抱いてはいなかった。むしろ、封鎖された事態を前向きに受け取っていた。

　この部屋は、魔物を召喚して新鮮な血───魔血を採取するために造ったものだ。魔血は魔力回復に役立つ。ならば、別の手段をまた考えればいいのである。そんな風に考えるようになっていた。

　そう考えられるようになったのは、やはりテプトの言葉が大きいだろう。彼は元来誰かに認めてもらえることを欲していた。その欲求から様々なことを研究していた。テプトがそれをした時点で、部屋が造られた大元の意義というものは果たされていたのである。

　そんなテプトにローブ野郎は少なくない恩義を感じている。だから、後世に自分の造ったものが認められた時のことを考えて、テプトの情報も記した。その記された内容は、ローブ野郎同様に謎なぞめいていて少し難解な文になってはいたが、彼は満足だった。

「これを見たらテプトさんもきっと……クックックッ」

　ローブ野郎は一人しかいない空間で、堪えきれないといったように笑い続けた。テプトがここにきたときの……この板を見たときの反応を想像して。

　その想像された光景にいるテプトは、あまりにも現実とは離れすぎた都合の良すぎるテプトだったが、ローブ野郎は何の疑いもなくそれを想像し続けた。その想像によって、彼の頰ほおが少し赤く染まっていたのは、誰も知らなくていいことであった。










　テプトがダンジョンに潜っている間、冒険者ギルド側でも人々は彼を思い、思惑や策略を巡らせていく。そのことを、彼はもちろん知る由よしもない。

　現実とはそういったものだろう。自分に関係のあることや重大なことはいつも自分のあずかり知らぬ場所で起こっていく。それが、まわりまわって最後に突出した部分だけ接触してくるのだ。だからこそ人は何においても後手にまわってしまう。それを回避する方法は事象を予期するしかない。だが、全てのことを予期できたなら、もはや神にだってなれるだろう。人は神ではない。故に、そんなことができるはずがない。

　想いは交錯していく。それは、例えるなら鉄パイプかもしれない。人は信念を持ち、それを貫こうとするが、誰かの想いや信念に当たり、火花を散らす。もしかしたら、少しへこんで、曲がってしまうかもしれない。歪いびつな形をした鉄パイプは、もはや純粋な想いや信念とは呼べない物になっていく。それでも、人はそれに気づかず自分の秘めたる想いや信念を貫こうとするのだ。それが、まだ十分強度のある武器であると思い込んで何かにぶつかっていくのだ。

　だからこそタチが悪い。

　歪なものほど、迷惑なことはない。その歪んだ部分は本人の意図していなかったものまで傷つける。傷つけるまで、気づきもしない。

　傍から見れば、それは滑こつ稽けい以外のなにものでもない。なのに、人はそれを何度も繰り返すのだ。傍から見ている者たちもまた、それを繰り返すのだろう。

　まったくもっておかしな話である。だが、人はそうせずにはいられない。限られた時間の中で、自分にできることを精一杯やるしかない。想いや信念が曲がってしまっているかなど確認する暇もない。よく、人を糸に例えて物語が編み込まれる描写があるが、そんな生易しいものではない。人はそんなに柔軟ではない。

　だから、傷つき傷つけあって血を流していく。

　想いはぶつかり合っていく、いずれ誰かを傷つけてしまうことなど、全く知りもせずに。










　ダンジョンを進んでいる最中、俺は風魔法にて移動していたのだが、魔法を使うとどうしても魔力消費をしてしまう。まぁ、その程度は俺にとっては予想の範はん疇ちゆうであり、優先すべきはカウルとソフィアの救出であるため嘆なげいたところで仕方ないのだが、それでも効率を考えるとこの魔力消費はもったいない気がした。

（そういえば、ローブ野郎はアレを完成させただろうか？）

　そんな時、頭に浮かんだのはローブ野郎が造ったとある物。

　それは召喚部屋の封鎖が終わった後のことである。




「そういえば、召喚部屋の他に研究の成果ってないんですか？」

　一つの疑問。ローブ野郎はギルド職員の仕事よりも自分の研究などを優先させてしまうダメな奴だ。だが、その研究成果には目を見張るものがあった。その成果というものが、素直に世の中の為ためになるものならいいのだが、いかんせん奴の造るものはそうではない。しかし、何か一つくらい役に立つものがあってもいいのではないだろうか、と考えたのである。

「他にもあることはありますが、どれも成果と呼ぶには及ばない失敗作ばかりですよ……クックックッ」

「見せてもらっても？」

「いやん」

「……え？」

「ゴホッ……うっ……クックックッ。なんでもありませんよ」

　俺が見せて欲しいと言ったのは、奴の失敗作という認識があてにならないからだった。そもそも、奴が成功したと思っている召喚部屋はあまりにも危険要素が多く含まれているため、傍はた目めから見れば成功だと言いい難がたい。まぁ、奴からすれば理論上安全だと証明されているため、そんなことは気にもしていないのだろう。いくら、「これは安全ですよ」と言われたところで、誰も試したことのないことをするのは抵抗があるというものだ。前の世界では、夏によく肝きも試だめしをした。幽霊はいないものだと頭では理解していても、いざ心霊スポットなどに行くと腰が引けてしまい罰当たりなことなどしようとは思えなくなる。ローブ野郎の場合はそういった場所に行っても「幽霊はいない」という結論がすでに頭の中にあるため、怖さを感じないのではないだろうか。

　心底どうでもいいことだが。

「自分の失敗したものを見られるというのは、少し恥ずかしいものですね……クックックッ」

　だから、気持ち悪い反応を見せたのか。危うく反射的に殴ってしまうところだった。

「俺は少し興味があります。よろしければ見てみたいんですよ」

「クックックッ……わかりました。テプトさんになら構いませんよ。むしろ───」

　そこで言葉を切ったローブ野郎は、くるりと方向を変えて闘技場の倉庫へと俺を案内した。続きの言葉がとても気になるところではあったものの、俺は気にしないことにした。……気にしてはいけない気がした。

「まぁ、失敗作とは言いましたが、世の中にはそういったものがたくさんあります。本来の目的とはかけ離れて、別の用途として使われたものも少なくありません。それは、私たち研究員にとっては失敗作の域を出ないわけですが」

　案内をしながら喋しやべるローブ野郎。言っておくが、奴は研究員ではない。ギルド職員である。その辺から勘違いしてんだよなぁ。

「へぇ、たとえば？」

　呆あきれながらもなんとか相あい槌づちをうつ。

「例えば……そうですね。冒険者をしていたテプトさんなら知っているかもしれません。だいぶ前に製造禁止になった魔ま素そから身を守るアイテムのこと」

「あぁ、『ランク外侵入』を多大に出して禁止されたアイテムのことですよね？」

「クックックッ……やはりご存知でしたか。そうです。実はあのアイテムは、魔素から身を守る為に造られたアイテムではありませんでした」

「……そうなんですか？」

「えぇ、あのアイテムは、魔素から身を守る為ではなく、その逆で魔素を集める為に造られたアイテムなのですよ」

「どういうことですか？」

「おっと、興味がでてきましたね？　ですが、これは研究に携わった者にとってはあまり知られたくない事実だと思われます。それに、世の中にはほとんど周知されていない。聞くからにはそれなりの覚悟が必要ですよ？　……クックックッ」

　いいから話せよ。という文句は言わないでおく。獲物を誘い出すには焦ってはならない。奴らの目の前に餌えさをぶら下げておびき出すのが一番だ。

「覚悟はできています。どうか教えていただけませんか」

　懇願するような口調で、前を歩くローブ野郎に訴えかけた。案の定、奴はいい気になってべらべらと続きを喋りだす。

「仕方ないですね？　実は、あのアイテムは、魔物を創りだす研究過程で造られたアイテムなのですよ」

　それには流石に驚いた。

「魔物を？」

「はい。魔物とは、魔素が固まってできたものだと言われています。それは、魔物から取れる魔ま石せきが、魔素の固まりだからなのですが、それを人工的に再現できないかという研究が行われました。つまり、大気中に漂う魔素を、人為的に固めて魔物ができるか実験を行ったのです」

「それは、また……」

「当然、その研究は危険とみなされてすぐに取り止めとなりましたが、実験自体が成功しなかったせいもあります。そういった研究には、やはりお金が必要となりますので……クックックッ」

「それで、あのアイテムは魔素を集めるアイテムとして造られたわけですか。でも、なぜそれが魔素から身を守るアイテムとして冒険者の間に流れたんですか？」

「おそらく、膨大に使用した研究費用を取り返そうとしたのではないでしょうか？　その研究過程で造られたそれは、周囲の魔素を片っ端から吸い取ります。そのため、普通の場所ではすぐに魔素が足りなくなってしまい、実験も滞ってしまったそうです。そこの一点のみに目をつけて冒険者に販売をしたのが、あのアイテムの真実なのですよ」

「そういうことだったのか……」

「ですが、そのアイテムが販売された経緯……一方ではとある意見もありました」

「と、いうと？」

「そのアイテムを冒険者に販売することにより、研究を完成させようとしたのではないかという意見が挙げられたのです」

「研究を完成させる？　魔物を創りだすということですか？」

「そうです。魔物を創りだすには、魔素が固まることが条件として挙げられていました。ですが、そのアイテムを用いて魔素をどんなに集めようとも、一向に魔物が創られることはなく、アイテムが魔石に変質することもなかったと聞きます。では、何がいけなかったのか。その議論の中で、生き物として必要な命が足りなかったからではないかという仮説がありました」

　そこまで聞いた俺は、あまり口にしたくもない気持ち悪い考えを頭に思い浮かべてしまった。

「まさか、その命の代わりを冒険者で実験しようとしたんじゃ……」

　確認したくなかったが、それを否定してもらうためにも聞かずにはいられなかった。前を歩くローブ野郎は歩みを止めると、こちらを振り向いて軽く頷うなずいてみせた。

（うわぁ……まじかよ）

　聞いたことを、すぐに後悔した。

「魔素が足りないというのは、普通の場所での話です。ならば、魔素がもっとある場所で実験をすればいいだけの話。それが、ダンジョンというわけです。さらに、命が足りないという仮説ですが、公おおやけに人体実験などはできません。ですが、十分に魔素が集まった状態で、近くに必要となる命が偶然にもあったなら話は別です。それを、冒険者にアイテムを販売することによって、秘密裏に実験を試みようとしたのではないでしょうか」

　背筋が凍るのを感じた。魔物を創りだせるかという実験を行うために、何も知らない冒険者たちは、魔素から身を守るアイテムだと信じ込んで自らその実験を行ってしまったのだ。それが本当だとすれば、その研究者は冒険者を実験体にしか思ってなかったことになる。

「ですが、今となっては真相は闇の中。その研究施設はなくなり、研究員も姿を消してしまいましたからね……クックックッ」

「そうですか……」

「世の中にはそういったものがたくさんあるということですよ……クックックッ」

　そう考えると少し怖くなった。

　複雑な心境のまま倉庫までついて行くと、埃ほこりっぽい空間の中に見た目では何に使うのかわからないガラクタが山ほど積まれていた。これが全て失敗作だというのだろうか。

「随分たくさんありますね」

「クックックッ……これはほんの一部ですよ。あらかた処分してしまいましたからね」

　その中で、俺は手軽に持ち運べそうな板を手に取る。それは鉄でできた四角い板で、表面には複雑な模も様ようが彫ってあった。

「これは？」

「それは、移動を楽にするために考えだしたモノです。とはいえ、完成には至らず試験段階で終わってしまいました」

「ちなみにどうやって使うんですか？」

「その板に彫り込まれている魔法陣は、魔素を魔力の流れに変えて風魔法を発動させます。板に乗って魔法陣に魔力を流せば起動するのですが……どうも風魔法の制御が上手くいかず、使いづらいのですよ」

「ふーん……」

　何気なくその板に乗ってから足を伝わせて魔方陣に魔力を流してみる。すると、板に彫られた模様に光が走り、板が俺を乗せたまま数センチ浮き上がった。

「あれ？　普通に使えるんじゃないんですか？　これ」

　慣れない浮遊感にバランスを取りながらローブ野郎に向き直る。だが、奴は首を横に振った。

「そこまでならよいのですが、そこから移動ができないのですよ。ちなみに、その左足で踏んでいるのが浮き上がるための魔法陣です。右足を他の魔法陣に置いて魔力を流すことで移動する仕組みです」

　見れば、俺が魔力を流した大きな魔法陣の他に、周囲には小さな魔法陣がいくつか彫ってある。それは、ゲームのコントローラーのような配置をしていた。

　試しに、右足を他の魔法陣に置いて同じように魔力を流す。すると、板の横から風魔法が噴ふん射しやして板が移動をした。

「うおっ！」

　だが、板が急に移動したため体がついていかず、ブワッと板が一人で舞い上がり俺は地面に落とされてしまった。埃っぽい倉庫の中に風が吹き上がり俺とローブ野郎はむせてしまう。

　結局、乗り手を失った板は、一人で舞い上がった後に地面へと落ちてしまった。

「……原因は、風のバランスです。二方向に風を発生させるとそれが影響し合って進みたい方向には進まなくなってしまうのですよ。さらに言えば、板だけが進んでしまうため、乗っている人は振り落とされてしまうわけです」

　その時俺は、前の世界で見たスノーボードを思い出す。確か、あれは足首を固定させてたな……。

「体と板をくっつけてしまえば、振り落とされる心配はないのでは？」

　そう提案するも、ローブ野郎はまたも首を振る。

「予想もできない風を制御できないので、くっつけてしまえばかなり危険ですよ……クックックッ」

「確かに……」

「風が影響しあうパターンがわかれば、改良の余地があるのですが、それには板に魔力を流し続ける乗り手が、振り落とされずに居続ける必要があります。……ですが、風によっては一回転してしまうこともありますので、そんな乗り手はいないと思いますね」

　肩を落として落胆するローブ野郎。おそらく、奴はここにあるガラクタの数だけそうやって落ち込んできたのだろう。もう一度見回すと、結構広い倉庫の中に、そのガラクタたちは所狭しと置かれていた。もしも、このガラクタたちが成功したらどれだけの価値になるのだろうか？

　俺は、それに少し興味を持ってしまったのである。

「じゃあ、試してみますか？」

「……はい？」

　なぜ、そんなことを言ったのかはわからない。だが、ローブ野郎が開発したものが役に立つものだと認められる光景を見てみたくなったのは確かだった。




「本当にいいのですか？」

「まぁ、俺も興味ありますから」

　その後、場所を闘技場の中心に移動した俺とローブ野郎は、風の影響しあうデータを本格的に取ることになった。乗り手は俺で、板と足首を完全に固定し、どう板が動くのかを調べようというのである。

「もしも、危なくなったら魔力供給を止めてくださいね？」

「わかってますよ」

　そう言って、新しく足首を固定する部品が設置された板に俺は足を嵌はめる。

「まずは、浮力の魔法陣と前に進む魔法陣に部品を取り付けました」

　ローブ野郎は、紙とペンを持ってきてデータを取る準備をした。俺は軽く頷いてから、両足から魔力を魔法陣へと流す。

「うおっ！」

　上に持ち上がる風圧と、前に進む風圧により動き出した板は、急激に影響し合って前にではなく、斜め上方向に向かって突発的な上昇をする。そのまま足首を持ち上げられた俺は、身の危険を感じて魔力供給を止めるも、勢いは止まらず大きくその場で半端な宙返りをしてしまった。

「テプトさん！」

　ローブ野郎が叫ぶ。俺は、逆さのまま地面に落下することを避けるため、宙返りを完成させた後、浮力の魔法陣のみに魔力を流して体を安定させる。

「…………」

「…………」

　お互いに顔を見合わせる。間一髪、なんとか態勢を元に戻した。

「……すごいですね」

「俺も自分で驚いてます」

「……やめますか？」

　心配そうにそう呟つぶやいたローブ野郎に、

「いや、もう少し続けましょう」

　俺はそう言った。さっきはいきなりのことで驚いたが、一度経験してしまえばなんとなくできるような気がしたのだ。




「うおおおおぉぉぉぉ！」

　その後、俺は空中を変則的に動き回る板に耐えながら、両足に魔力を込め続けて空中を舞った。

「次は、浮力の魔法陣と、右方向に進む魔法陣です」

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　一定のデータが取れると、右足首の部品の位置を他の魔法陣に設置し直して、再び中を舞う。俺は空中で何回も体を捻ひねりながらも、必死で体を安定させて墜落だけは阻止していった。

「今度は、態勢を変えましょう」

「おぉぉぉぉぉぉ！」

　闘技場の空を、暴走する板に俺は喰くらいついていった。

　それはまるで、怒り狂う魔物に足首を摑つかまれているかのようだった。自分ではどうすることもできず、ただ、ひたすらに耐えるしかない。どちらかが根負けするまで終わることのない我慢比べの戦いのようだ。

　その板には、もちろんそんな自我などなく俺のことを振り落とそうとする意思もない。だが、そうやって考え、板に勝とうと思わなければ呆気なく魔力供給を止めて地面に落ちてしまいそうだった。だから、いつかは終わるのだと信じて抗い続ける。

（次は……）

　板の動きを予測して、バランスの取れる態勢で備える。それは時間にして一瞬のことではあったものの、その考える一瞬があるからこそ動きに対してほんの少しの余裕を持てた。そうしていると、だんだんと自分の中で板の動きが読めてきて、バランスの取れる態勢を自然と取れるようになってくる。そうなってくると、必死になっていたものが急に楽になった。

　そして。

　魔力を流し続けたせいで、板が耐久性を失くしてしまい、実験は唐突に終わりを告げた。俺は板に勝ったのである。その頃には、感覚としてバランスを取れるようになっていて、板を乗りこなせるまでになっていた。

「すいません。魔法陣の彫りをボロボロにしてしまいました」

「クックックッ……これは試作用だったので、魔力耐久値も費用的にも低い鉄をあえて使用したのですよ。それよりも、こうなるまで使用できるとは、私でさえ驚きです」

「データは取れましたか？」

「えぇ、ですが、後半は板自体の動きというよりもテプトさんが操ってしまっていたので、参考になるのは最初のデータだけですね」

「そうですか。……道理で気持ち良かったはずです。練習すれば、このままでも使えるのでは？」

「クックックッ……それができるのはテプトさんだけだと思いますよ？　あんなに空を舞っていたのは予想外でした。なんというか……暴れまわるドラゴンを乗りこなしているようにも見えました」

「それは言いすぎですよ」

　笑ってそう答えたが、ローブ野郎は真ま面じ目めに首を振る。

「そうでしょうか？　私には、本当にそう見えましたよ。だからテプトさんが地面に落ちてしまうのではないかとヒヤヒヤしていました。結構、高さがありましたし」

　実験をしている最中、ローブ野郎の目には本当にそう映っていた。板の動きを紙にとることを忘れ、夢中でその様子を見ていた。テプト自身は気づいていないようだったが、高度を上げて空中を変則的に飛び回る姿は、そう表現するのにぴったりの光景だったように思える。その時に、自身が造った物がどれだけ凶悪なものであるかを理解し、そして、それに対応しているテプトに目を奪われた。

　きっとそれは、間違ってはいないのだろう。闘技場内を見回る兵士たちもまた、その光景を目にし、ローブ野郎と同じように立ち尽くし見ていたのだから。

「ですが、なんとなく改良の糸口は摑めました……クックックッ」

「役に立てたのならよかったです。それに、実際に体験してみて、俺も魔法陣のことがよくわかりました。その弱点についても」

「……なるほど。その弱点、お聞きしてもいいですか？」

　付け足した最後の一言に、ローブ野郎が興味津しん々しんに聞いてくる。

「魔法陣の弱点は、加減が効かないことですね。確かに、魔法陣に魔力を流してしまえば、それだけの魔力だけで魔法を発動できてしまいますが、威力が一定のため制御が難しい」

　俺は、空中で板に動きを合わせながら、何度威力を加減したくなったか知れない。もしも、それができたならもっと楽に乗りこなすことができていただろう。そのことを伝えると、ローブ野郎は腕組みをして何度も頷いていた。

「確かにそうかもしれませんね。魔法陣とは魔力なき人が魔法を使うために考案されたものです。だから、起動に必要な魔力だけあればよいので大抵は魔石などが設置してあるのが普通です。ですが、魔法を感覚として使用している人に比べれば繊細な調整ができないのも事実……参考になりました。クックックッ」

「魔法陣でも威力を加減するようにはできないんですか？」

「残念ながらできません。威力は、魔法陣自体に記されてしまっているので、変わることはないのですよ」

「そうですか……」

　良い提案をしたと思った俺は、急に恥ずかしくなった。

「気に病むことはありませんよ。それができないのなら、別の方法を考えるだけですから……クックックッ」

「すいません」

「とんでもありません。こちらこそ実験につきあってくれてありがとうございました。……また、改良できたらお願いしてもいいですかね？」

「もちろんです」

　そうして、俺はローブ野郎と握手を交わす。奴は、その後使えなくなった鉄の板を大事そうに抱えた。

「もうその板はゴミですね」

　何気なく言った一言に、ローブ野郎は笑いながら首を振る。

「そんなことはないですよ。もう試すことはないだろうと思っていたこれを、テプトさんが使ってくれたのですから、大事に再利用させてもらいます」

「……そうですか」

　嬉しそうにするローブ野郎。リサイクルは良いことなので、別に何も言わないでおく。

「これで私とテプトさん、二人の功績を後世に残すことにしますよ……クックックッ」

　最後の呟きが気になったが、笑う奴の雰囲気はあまりに怪しげであったため、俺はそれを聞くのは止めておいた。なにはともあれ、役に立てたのなら良いことである。





　　　　　※






　───そんなことがあったのだ。

　もしも、ローブ野郎の発明品があの時に完成していたなら、俺はダンジョン内の移動をそれで行い、魔力消費を劇的に抑えることができていたかもしれない。そう思うと、なんとももったいなく思えてくる。

（次からは、積極的に実験に参加してみるかな）

　ダンジョン内を駆けながら、俺はなんとなくそう思う。奴は少し変わってはいるが、何かを発明することだけに限っては、その実力を認めざるを得なかった。

　もしもあの倉庫に眠っている物が、全て成功したらどれだけの物になるのだろうか？

　それらは、何かしらの理由や原因で完成を中断されたガラクタたち。完成まで行き着いた物よりも、そういった物たちの方がきっと多いに違いない。

『主よ。なんだか風魔法の使い方が上手くなってないか？』

　不意に、先を走っていたはずのタロウが並走していて、そんなことを言ってくる。

「そうか？」

『あぁ、前の主ならば風を無理やり操って移動していたが、今は最小限の風だけで移動しているように感じるぞ』

　そう言われて、俺は噴き出しそうになる。

（なんだよ。その的確な分析は）

　そうなのだとしたら、間違いなく原因は闘技場での実験だろう。確かに、タロウの言う通り俺は最適とも思える風魔法の使用だけで移動をしていた。それができるようになっていた。

『冒険者を辞めたと聞いていたが、鍛錬だけはしていたようだな』

　ニヤリと、見透かしたように言ってくるタロウに、俺はまたも噴き出しそうになった。

「仕方なくだけどな」

　だが、全ては語らずそれだけ言った。

『他の魔法も上達しているのか？』

　そう聞かれた返答に、俺は少し困ってしまう。たぶん、タロウが前に見たときの俺から、他の魔法に関しては上達をしていないからだった。

　そもそも、上達とはなんだろうか。

　魔法は失敗か成功かの二つに分かれる。もしも魔法が発動しなかった場合、その原因は魔力量か魔力コントロールかのどちらかが欠けていることになる。だから失敗した場合は改良や練習をするのだが、成功した場合は何もない。魔法とは成功こそがすでに完成だからだ。故に、そこから先を伸ばそうとはしない。例えば、今の俺のように加減や使いどころを最適化しようとは思わないし、そうする概念すらない。そのことに、今まで俺は気づきもしなかった。

　威力が強ければそれでいい。魔物を倒すためだけに魔法を使ってきた俺は、その考えだけでやってきた。今にして思えば、弱い魔物にも過剰な魔法攻撃をしていたように思う。かなりもったいない魔法の使い方をしていた。

　魔法に対しての上達とは、魔力をどれだけ抑えて目的を達せられるかという所にあるのかもしれない。

　それに気づけただけでも、あの実験をやった意味はあるように思えた。

（魔法……魔術……）

　今まで、この世界では当然のようにあり、発動すればそれで終わりだと思っていたものに突然奥行きが出てきたように感じた。もっと探求すれば、それらは無限の可能性が広がっているのかもしれない。

　そう思った時、なんとなくローブ野郎の気持ちがわかったような気がした。そして、自分がこの世界のほんの一部しか知らないことに笑いそうになる。

　例えば今いるダンジョン。このダンジョンとは、一体なんなのだろうか？　何のために造られ、いつからあるのだろうか。その答えは、昔の人たちが取りあえず出した答えのまま止まってしまっている。その存在意義について解明しようとする者たちはいない。いや、もしかしたら全ての階層を攻略した時にそれはわかるのかもしれない。と、考えればそれを成そうとする冒険者こそがその探求者なのかもしれない。

『主よ。何を考えている？』

　タロウに声をかけられてハッとした。

「……いや、この世界について俺は知らないことばかりだなと思ってさ」

　タロウは、少しだけ目を細めた。

『主は、神でも目指しているのか？』

「いや、そんなことはないけど、あまりにも知らなさ過ぎるのかもしれないと思ったんだ」

　グルルと、タロウは唸った。

『そんなことは知らなくていいこと。我は知らないことに対して知りたいとは思わない。ただ、今ある現状を生きるだけ。考えればその時間は命取りに繋がる。我らが人を襲うのに意味などない。本能的に人を襲うべきだとわかっているからだ』

「なぜ襲いたくなるのかは考えないのか？」

『考えたところで止められるはずもない。こうして契約を交わす以外はな』

「確かにそうかもしれない」

　だが、人はどうしても考えてしまうのだ。知りたいと思ったことに際限はない。そして、何かにつまずいてどうしようもなくなって初めて、その探究心は途絶える。その途絶えたことにさえ気づきもしない。

　なぜこの世界に魔法はあるのだろうか？

　なぜ魔力というものがあるのだろうか？

　なぜスキルが存在するのだろうか？

　魔素とはなんなのだろうか？

　魔物とはなんなのだろうか？

　ダンジョンとは？

　冒険者とは？




　神とは？




　そういった疑問は考えたところで解決することはなく、答えの出ないまま回り回って今ある現状に回帰する。




　───カウルとソフィアは、なぜ『ランク外侵入』をしたのだろうか。




　当たり前のように世界で起こっていることや、存在しているものに対して、俺は何一つ答えを持ち合わせてはいない。それは、そうあることこそが当たり前になり過ぎていて気付くことさえもできないでいる。

（俺は……）

　それらは、確かに考えても仕方ないことだった。考えて答えを出すだけの材料が不足し過ぎているからだ。

　ならば、その材料を探しに行かなければならない。問いがあるということは、解決方法や答えが必ずあるということなのだから。

　答えを持ち合わせていないのではなく、それに通じる材料を持ち合わせていないのだ。この時の俺はまだ、それらを持ってはいなかった。









あとがき






『ギルドは本ほん日じつも平へい和わなり』二巻を手に取ってくださりありがとうございます。作者のナヤカです。

　改めて読み返してみますと、芳かんばしくも鼻にかかる高こう慢まんな香りが作品全体に漂っていますね。正解と不正解、善と悪、幸せとは、そんな哲学を気取った押し付けがましい考えが随所にあり、それらが恥ずかしげもなく世の中に出されることを私は嬉しく思います。

　謝しや辞じ。

　担当の佐々木様。今回はスケジュール面において、多大な迷惑をかけてしまいました。申し訳ありません。編集部の方々にも重ねてお詫び申し上げます。ですが、人間死ぬ気になれば案外できてしまうものですね。反省と共に、得たものも大きかった気がします。

　上うえ田だ夢ゆめ人ひと様。今回も素敵なイラストありがとうございます。臨場感や迫力あるｍｏｖｅなイラストは、さぞかし読者様の想像力に貢献することでしょう。この作品が世に出せるのは、上田夢人様の力によって完成度が引き上げられたからだと思っています。

　他にも、校正を担当してくださった方や、製造に携わってくださった方、おそらく私が把握しきれないほどの人たちによってこの一冊はできあがっています。もちろんＷｅｂウエブでの読者様あっての事です。皆様には本当に感謝しています。いつか、その感謝を返せるような日がくることを私は切に願っています。そのための努力を今後もしていきます。そんな気持ちを胸に秘め、今回はこの辺で筆を擱おかせていただきます。
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東京都在住。「小説家になろう」で連載していた『ギルドは本日も平和なり』が編集者の目に留まり、小説家デビューする。
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